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はじめに 

 

本書は GIS（地理情報オガテム）グフド゚ゕ「ArcGIS」を利用する際に役立つ用語集です。 

ArcGIS（主に ArcGIS for Desktop）グフド゚ゕの操作画面やヘルプ トピッア上に示される用語はもちろんのこと、

一般的な GIS 用語、さらには地理学や地図学、測量、リモートギンオンィなどの GIS に関連する分野の用語を収録しま

した。 

 

用語の編成においては ArcGIS 製品付属のヘルプに記載されている解説よりも簡潔に分かりやすく説明していますので、

ArcGIS をこれから利用し始めるユーォからすでに ArcGIS を使い慣れているユーォまで幅広いユーォ層が参考にして

いただけます。 

 

本書が業務や研究を進める上で参考となり、結果として ArcGIS の理解度の向上の一助となれば幸いです。 

 

2014年 12月吉日 

ESRIカャパン ガゲッフ一同  
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本書の利用にあたって 

見出しは欧文用語、和文用語とに分けてそれぞれでまとめてあります。 

欧文用語はゕルフゔベット順としています。 

欧文用語の読み方は、必ずしも原文の正しい発音によらず、慣習的な読み方に従っています。 

和文用語は表音方式 50音順に配列しています。 

濁音々半濁音を含む用語に関しては、それらを無視しています。 

ArcGIS に関する用語および用語の説明はバーカョン「10.2.2」時点のものです。過去のバーカョンでの用語とは異なる

場合がありますので、予めご了承ください。 

 

凡例解説 

■「○A 」 … ArcGIS用語 

ArcGIS 固有の用語および一般用語として存在するものの説明文の内容が ArcGIS におけるものである場合は、見出

し語に続き「○A 」マーアを記しています。 

■「解説文」+ [n] … 引用 

解説文が引用の場合は、文章全体を かぎかっこ「」で囲み、続きに [n] マーア（ｎ = 数値）を記しています。 

引用元については巻末に記載しています。 

■「⇒」 … 関連用語 

用語の解説文中では直接使用されてはいませんが、参照することが望ましい用語について、解説文の後に「⇒ 用語名」

を記しています。 

■ 文中の下線について 

他の用語へのリンアがある場合は、その用語に下線を引いています。 

 

記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノテーション  [Annotation]  ○A  

ArcGIS のマップ上で個別に選択、配置、プロパテゖの変更

が可能な注記テ゠ガト。ゕノテーオョンは、ユーォが手動で

入力するか、ラベルから自動的に生成できる。ゕノテーオョ

ンの格納先として、カゝデーゲベーガとマップ ド゠ュメン

トの 2 種類がある。 

⇒ 標準ゕノテーオョン、フゖーゴャリンア ゕノテーオョン 
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10 進経緯度 

度、分、秒でなく、10 進度形式で表される緯度と経度

の値。たとえば、「北緯 35 度 30 分 45 秒」を 10 進

度形式の緯度で表すと「35.5125 度」となる。 

 

19座標系 

「平面直角座標系」を参照。 

平面直角座標系は、全国を 19 の座標系に区分して運用

されるため、このように呼ばれる場合もある。 

 

3D グラフィックス  [スリー ディー グラフィックス(Graphics)]  ○A  

ArcScene や ArcGlobe 上で対話的に作図された 3 次

元の図形ゝブカ゚アト（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）。 

 

3D シェープ  [スリー ディー シェープ(Shape)]  ○A  

X、Y、Z 座標から構成されるカゝメトリ（ポ゗ント、ラ

゗ン、ポリェン）。 

 

3D シンボル  [スリー ディー シンボル(Symbol)]  ○A  

3 次元のゝブカ゚アトを表すオンボル。球体や立方体の

ようなものから、樹木や自動車などの現実世界のゝブカ

゚アトを模したものまで設定することができる。 

 

 

3D フィーチャ  [スリー ディー フィーチャ(Feature)]  ○A  

現実世界に存在する地物や事象の位置や形状を 3 次元

のフゖーゴャとしてモデル化した個々のデーゲ。カゝメ

トリの頂点に高さの情報（Z 値）を持つ。 

 

3D ポリゴン  [スリー ディー ポリゴン（Polygon）]  ○A  

頂点に高さの情報（Z 値）を持つポリェン。 

 

3D マルチパッチ  [スリー ディー マルチパッチ(Multipatch)]  ○A  

「マルゴパッゴ」を参照。 

AOI  [エー オー アイ] 

Area Of Interest の略。 

作業や調査々研究の対象となる地理的な範囲。 

 

ArcCatalog  [アーク カタログ]  ○A  

ArcGIS for Desktop に付属するゕプリイーオョンで、

GIS デーゲの整理や管理を行うことができる。新規デー

ゲの定義や既存デーゲのプロパテゖの変更、メゲデーゲ

の作成などで使用される。 

 

 

ArcGIS  [アーク ジー アイ エス]  ○A  

Esri 社の開発による、GIS グフド゚ゕ フゔミリーの

総称。デガアトップ、エーバ、モバ゗ルに、アラ゙ドを

加えた幅広い環境で利用可能な GIS グフド゚ゕ/エ

ービガおよびデーゲ製品から構成され、単体での利用か

ら任意の組み合わせによるオガテムの構築まで、機能要

件、オガテム規模、ウガトに応じた柔軟な選択をするこ

とができる「GIS プラットフ゜ーム」である。 

 

ArcGIS 3D Analyst  [アーク ジー アイ エス スリー ディー アナリ

スト]  ○A  

ArcGIS の機能を拡張する゛アガテンオョン。複数のエ

ンプル デーゲからの地形の作成、3D 解析の実行、複数

のデーゲを使用したリゕルな景観の作成、3D のナビゥ

ーオョン操作とゕニメーオョン作成などの機能を提供す

る。 

 

ArcGIS Data Interoperability  [アーク ジー アイ エス デ

ータ インターオペラビリティ]  ○A  

Safe Software 社の FME 製品を利用した、GIS デー

ゲの抽出、変換、読み込みのための ArcGIS の゛アガテ

ンオョン製品（日本では未エポート）。 
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ArcGIS Engine  [アーク ジー アイ エス エンジン]  ○A  

デガアトップ GIS ゕプリイーオョンを開発するための

開発者向け製品。「ArcObjects」と呼ばれる組み込み可

能な GIS ウンポーネントやツール群を豊富に提供する。

必要に応じて各種゛アガテンオョンを追加することによ

って、更なる機能強化を図ることができる。 

 

ArcGIS for Desktop  [アーク ジー アイ エス フォー デスクトップ]  ○A  

地理情報および関連情報を統合し、利活用するための一

連の機能（表現、検索、分析、管理、編集、出力等）を 

Windows ゕプリイーオョン形式で提供するデガアトッ

プ GIS 製品。機能のィレードに応じて 3 つの゛デゖオ

ョン（Basic、Standard、Advanced）があり、必要に

応じて各種゛アガテンオョン製品を追加したり、ゞガゲ

マ゗キしたりすることによって、更なる機能強化を図る

ことができる。 

 

ArcGIS for Server  [アーク ジー アイ エス フォー サーバ]  ○A  

マップや高度な GIS 解析機能などを GIS Web エービ

ガとして共有々公開、一元管理する機能を提供する Web 

GIS エーバ製品。機能のィレードに応じて 3 つの゛デ

ゖオョン（Basic、Standard、Advanced）とオガテム

規模に応じて 2 つのレベル（Workgroup、Enterprise）

があり、必要に応じて各種゛アガテンオョン製品を追加

することによって、更なる機能強化を図ることができる。 

 

ArcGIS for Windows Mobile  [アーク ジー アイ エス フォ

ー ウィンドウズ モバイル]  ○A  

ArcGIS for Desktop、ArcGIS for Server と連携して使

用する、現地調査に必要な標準的機能を備えたモバ゗ル 

GIS 製品。専用の .NET 開発゠ットを使って業務に特

化したモバ゗ル GIS グリューオョンを開発することも

できる。 

 

ArcGIS Geostatistical Analyst  [アーク ジー アイ エス 

ジオスタティスティカル アナリスト]  ○A  

ArcGIS の機能を拡張する゛アガテンオョン製品。地球

統計学（Geostatistics）に基づき、強力な空間デーゲの

内挿機能を提供する。 

 

ArcGIS Network Analyst  [アーク ジー アイ エス ネットワー

ク アナリスト]  ○A  

ArcGIS の機能を拡張する゛アガテンオョン製品。道路

網などの交通ネットワーア デーゲをもとに、最短経路検

索や到達圏解析などの機能を提供する。 

 

ArcGIS Online  [アーク ジー アイ エス オンライン]  ○A  

Web 上でマップの検索、利用、共有が可能な Esri 社の 

アラ゙ド GIS エービガ。 

 

ArcGIS Publisher  [アーク ジー アイ エス パブリッシャー]  ○A  

ArcGIS for Desktop の機能を拡張する゛アガテンオョ

ン製品。無償のマップ閲覧グフト ArcReader で表示で

きる PMF フゔ゗ルを作成することで、ArcGIS for 

Desktop を保有していないユーォに ArcGIS for 

Desktop で作成したマップを配布する機能を提供する。 

 

ArcGIS Runtime SDK  [アーク ジー アイ エス ランタイム エス 

ディー ケー]  ○A  

デガアトップおよびモバ゗ル デバ゗ガに対応したネ゗

テゖブ ゕプリイーオョン開発゠ット。開発゠ットの種類

として、.NET、iOS、Android などがある。 

 

ArcGIS Spatial Analyst  [アーク ジー アイ エス スペーシャル 

アナリスト]  ○A  

ArcGIS の機能を拡張する゛アガテンオョン製品。ラガ

ゲ デーゲをベーガとした高度な GIS 解析機能を豊富

に提供する。 

 

ArcGIS Tracking Analyst  [アーク ジー アイ エス トラッキン

グ アナリスト]  ○A  

ArcGIS の機能を拡張する゛アガテンオョン製品。時

間々位置々属性情報を含む時系列デーゲを効果的に可視

化し解析する機能を提供する。 
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ArcGIS データコレクション  [アーク ジー アイ エス データコ

レクション(Data Collection)]  ○A  

ArcGIS ですぐに利用できる低ウガトな加工々調製済み 

GIS デーゲ製品。デーゲの種類として、ガゲンコードパ

ッア（広域地図、公共地図、街区レベル住所、基本統計）、

詳細地図、道路網、住居レベル住所、地形、統計などが

ある。 

 

ArcGlobe  [アーク グローブ]  ○A  

ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンに付属するゕプ

リイーオョンで、地球レベルから局地レベルの 3 次元

景観の表示や解析を行うことができる。 

 

 

ArcMap  [アーク マップ]  ○A  

ArcGIS for Desktop に付属するゕプリイーオョンで、

GIS デーゲの表示、検索、解析、編集、管理、出力を行

うことができる。 

 

 

ArcObjects  [アーク オブジェクツ]  ○A  

ArcGIS の基盤となるグフド゚ゕ ウンポーネントの

ラ゗ブラリ。ArcGIS for Desktop、ArcGIS Engine、

ArcGIS for Server は、ArcObjetcs ラ゗ブラリを使用

して構築されている。 

ArcPad  [アーク パッド]  ○A  

モバ゗ル デバ゗ガ（Windows）上での GIS デーゲの

表示、作成、編集が可能で、現地調査に必要な豊富な機

能を標準装備した汎用的なモバ゗ル GIS 製品。 

 

ArcPy  [アーク パイ]  ○A  

ArcGIS の機能に特化した Python のエ゗ト パッイー

カ。ArcPy にはさまざまなモカュールが用意されており、

デーゲ解析、デーゲ変換、デーゲ管理などを行うことが

できる。 

 

ArcReader  [アーク リーダー]  ○A  

ArcGIS Publisher ゛アガテンオョンを使用して作成さ

れる PMF フゔ゗ルを表示、閲覧、印刷する無償のゕプ

リイーオョン。 

 

ArcScene  [アーク シーン]  ○A  

ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンに付属するゕプ

リイーオョンで、局地的な 3 次元景観の表示や解析を

行うことができる。 

 

 

ArcSDE  [アーク エス ディー イー]  ○A  

RDBMS のテーブルに空間デーゲを格納して管理する

ための ArcGIS for Server ウンポーネント。ArcGIS ア

ラ゗ゕントと RDBMS との間のゥード゚゗としての

機能を提供する。 
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ArcSDE Enterprise ジオデータベース  [アーク エス デ

ィー イー エンタープライズ ジオデータベース(Geodatabase)]  ○A  

汎用的な RDBMS （Oracle、SQL Server、PostgreSQL

など）に GIS デーゲを格納して管理できる、複数ユー

ォによる同時編集をエポートする組織向けの ArcSDE 

カゝデーゲベーガ。 

 

ArcSDE Personal ジオデータベース  [アーク エス ディ

ー イー パーソナル ジオデータベース(Geodatabase)]  ○A  

SQL Server Express Edition に GIS デーゲを格納して

管理できる単一ユーォ向けの ArcSDE カゝデーゲベー

ガ。 

 

ArcSDE Workgroup ジオデータベース  [アーク エス 

ディー イー ワークグループ ジオデータベース(Geodatabase)]  ○A  

SQL Server Express Edition に GIS デーゲを格納し

て管理できる、同時接続最大 10 ユーォまでをエポート

するワーアィループ向けの ArcSDE カゝデーゲベーガ。 

 

ArcSDE ジオデータベース  [アーク エス ディー イー ジオデータ

ベース(Geodatabase)]  ○A  

ArcSDE によって管理される カゝデーゲベーガの総称。

ArcGIS for Desktop においては、Standard および 

Advanced ラ゗ギンガで ArcSDE カゝデーゲベーガの

デーゲに対する編集を行うことができる。 

 

ArcSDE システム テーブル  [アーク エス ディー イー システム 

テーブル(System Tables)]  ○A  

ArcSDE で管理されるカゝデーゲベーガのユーォ テー

ブルのメゲデーゲを格納するテーブル群。 

 

ArcSDE データベース サーバ  [アーク エス ディー イー デー

タベース サーバ(Database Server)]  ○A  

ArcSDE Personal または ArcSDE Workgroup のカゝ

デーゲベーガを格納するために使用される、SQL Server 

Express Edition の゗ンガゲンガ。 

 

 

 

ArcToolbox  [アーク ツールボックス]  ○A  

ArcGIS で提供されるすべてのカゝプロギオンィ ツー

ルやモデル、ガアリプトを統合したユーォ ゗ンゲプー

ガ。 

 

 

AVHRR  [エイ ブイ エイチ アール アール] 

Advanced Very High Resolution Radiometer の略。 

米国の極軌道衛星 NOAA に搭載された光学ギンエー。

植生、雲、海岸線、水、雪、氷などから反射する可視光

線および赤外線を計測する。AVHRR デーゲは、多くの

場合、気象の予測や植生の把握に利用される。 

 

BLOB  [ビーロブ] 

Binary Large Object の略。 

RDBMS においてバ゗ナリ デーゲを格納するためのデ

ーゲ ゲ゗プ。主に、画像や音声、カゝメトリなどのデー

ゲの格納に使用される。 

 

CAD  [キャド] 

Computer-Aided Design の略。 

実世界のゝブカ゚アトを設計およびド゠ュメント化する

ために使用するウンピューゲ ベーガのオガテム。主に゛

ンカニゕリンィ、建築、測量などの分野で使用されてい

る。 

 

CAD データセット  [キャド データセット(Dataset)]  ○A  

「CAD フゖーゴャ デーゲギット」を参照。 
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CAD ファイル  [キャド ファイル(File)] 

CAD オガテムで作成された図面等の情報が格納された

フゔ゗ル。ArcGIS グフド゚ゕでエポートされる形式

には、DWG、DXF、DGN、SXF がある。 

 

CAD フィーチャ データセット  [キャド フィーチャ データセッ

ト(Feature Dataset)]  ○A  

CAD フゔ゗ルの情報をフゖーゴャ デーゲギットのガ

゠ーマに基づいて表現したもの。CAD フゖーゴャ デー

ゲギットは、ポ゗ント、ポリラ゗ン、ポリェン、マルゴ

パッゴ、ゕノテーオョンの 5 つの参照専用フゖーゴャ

アラガで構成される。 

 

CAD フィーチャクラス  [キャド フィーチャクラス(Feature 

Class)]  ○A  

CAD フゔ゗ルの情報をフゖーゴャアラガに分類して表

現したもの（参照専用）。ポ゗ント、ポリラ゗ン、ポリェ

ン、マルゴパッゴ、ゕノテーオョンの 5 種類がある。 

 

COGO  [コゴ]  ○A  

Coordinate Geometry の略。 

計測値（方位、距離、角度など）を元に、カゝメトリの

座標値を計算する手法。 

 

CU  [シー ユー]  ○A  

Concurrent Use の略。 

「同時使用ラ゗ギンガ」を参照。 

 

DBF  [ディー ビー エフ] 

DBMS の一種である dBASE のフゔ゗ル形式。ArcGIS 

では、オ゚ープフゔ゗ルの属性情報を格納するために使

用している。 

 

DBMS  [ディー ビー エム エス] 

Database Management System の略。 

「RDBMS」を参照。 

 

 

 

DEM  [デム] 

Digital Elevation Model の略。 

数値標高モデルとも呼ばれ、標高値（Z 値）の配列によ

って、地形を表現したデーゲ モデル。 

 

 

DGN  [ディー ジー エヌ] 

Bentley Systems 社の CAD グフド゚ゕ

「MicroStation」のフゔ゗ル形式（拡張子 *.dgn）。 

 

DGPS 測位  [ディー ジー ピー エス ソクイ] 

2 台以上の GPS 受信機を使用して位置を測定する相

対測位の方法の 1 つ。正確な位置がわかっている基地

局と観測点で同時に単独測位を行い、その測定結果の誤

差から観測点の位置の座標値を補正する。 

⇒ 干渉測位 

 

DM  [ディー エム] 

Digital Mapping の略。 

「日本の地図作成においては、国土交通省公共測量作業

規程第 283 条に基づく作業であり、空中写真測量等に

より、地形、地物に関わる地図情報をデカゲル形式で測

定し、電子計算機技術により、数値地形図を新たに構築

する作業のことをいう。作成された数値地形図のデーゲ

フゔ゗ルは、体系的に整理され、「DMデーゲフゔ゗ル」

という。」[1] 

⇒ 拡張 DM 

 

DMS  [ディー エム エス] 

Degrees-Minutes-Seconds の略。 

「度/分/秒」を参照。 

 

Douglas-Peucker アルゴリズム  [コィラガ ポーゞー 

ゕルェリキム(Douglas-Peucker Algorithm)] 

複雑なラ゗ンを構成するポ゗ントの個数を減らすことに

より単純化するゕルェリキム。 
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DRA  [ディー アール エー] 

Dynamic Range Adjustment の略。 

表示範囲内のピアギル値のみに基づいてガトレッゴする

処理。 

 

DSM  [ディー エス エム] 

Digital Surface Model の略。 

数値表層モデルとも呼ばれ、地表面に加えて地表面上の

地物（植物や建物など）も含んだ高さを表現したデーゲ 

モデル。 

⇒ DEM、DTM 

 

 

DTM  [ディー ティー エム] 

Digital Terrain Model の略。 

数値地形モデルとも呼ばれ、地表面の高さを表現したデ

ーゲ モデル。DEM と同義で使用されることもある。 

⇒ DSM 

 

 

DWG  [ディー ダブリュー ジー] 

Autodesk 社の CAD グフド゚ゕ「AutoCAD」の標準

フゔ゗ル形式（拡張子 *.dwg）。 

⇒ DXF 

 

 

 

 

 

DXF  [ディー エックス エフ] 

Drawing Exchange Format の略。 

Autodesk 社の CAD グフド゚ゕ「AutoCAD」のフゔ

゗ル形式（拡張子 *.dxf）。CAD グフド゚ゕ間の交換

フ゜ーマットとして定着している。 

⇒ DWG 

 

EDN  [イー ディー エヌ]  ○A  

Esri Developer Network の略。 

ゞガゲム GIS ゕプリイーオョンを開発するために必要

なグフド゚ゕやリグーガを開発者に提供する、年間契

約を基本単位としたプロィラム。 

 

EPSG ID  [イーピーエスジー アイディー] 

European Petroleum Survey Group によって定義さ

れた座標系の ID。 

 

Esri Grid  [エスリ グリッド]  ○A  

Esri 社独自のラガゲ デーゲ形式。ギルの値として 32 

ビットの整数と 32 ビットの浮動小数点をエポートし

ている。 

 

False Easting  [フォールス イースティング] 

「東距」を参照。 

 

False Northing  [フォールス ノーシング] 

「北距」を参照。 

 

FID  [エフ アイ ディー]  ○A  

「ObjectID」を参照。 

 

GCP  [ジー シー ピー] 

Ground Control Point の略。 

「ウントロール ポ゗ント」を参照。 

 

GDB  [ジー ディー ビー]  ○A  

Geodatabase の略称。 

「カゝデーゲベーガ」を参照。 
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GeoTIFF  [ジオ ティフ] 

地理的な位置情報を内部に格納している TIFF フゔ゗

ル。 

 

GIS  [ジー アイ エス] 

Geographic Information Systems の略。 

日本語では「地理情報オガテム」と呼ばれる。位置に関

連づけられたさまざまな情報を作成、加工、管理、分析、

可視化、共有するための情報オガテム。 

⇒ 空間デーゲ、空間解析、モデル 

 

GIS データ モデル  [ジー アイ エス データモデル(Data Model)] 

現実世界に存在する地物や事象を GIS で利用するため

にモデル化したもの。主にベアゲ デーゲ モデルとラガ

ゲ デーゲ モデルがある。 

 

GlobalID  [グローバル アイ ディー]  ○A  

カゝデーゲベーガのテーブルに付加されるフゖールドで、

カゝデーゲベーガ内および複数のカゝデーゲベーガ間で

個々のレウードを一意に識別するために使用される。カ

ゝデーゲベーガ レプリイーオョンの対象となるフゖー

ゴャアラガおよびテーブルには必須となる。このフゖー

ルドの値はカゝデーゲベーガによって自動的に管理され、

ユーォが編集することはできない。 

 

GLONASS  [グロナス] 

Global Navigation Satellite System の略。 

ロオゕにより運用されている衛星測位オガテム。 

⇒ GPS、準天頂衛星オガテム 

 

GML  [ジー エム エル] 

Geography Markup Language の略。 

OGC によって定義された、XML を使用した地理フゖー

ゴャ、およびそのカゝメトリと属性を表すための標準プ

ロトウル。 

 

 

 

 

GNSS 測量  [ジー エヌ エス エス ソクリョウ] 

GNSS は、Global Navigation Satellite System の略。 

GPS や GLONASS、準天頂衛星などの衛星測位オガテ

ムを用いた測量。測量方法として、大きく分けて単独測

位と相対測位の 2 つが存在する。 

 

GPS  [ジー ピー エス] 

Global Positioning System の略。 

ゕメリゞ合衆国によって運用されている衛星測位オガテ

ム。ナビゥーオョン、マッピンィ、測量など、正確な位

置計測が必要な用途に使用されている。 

⇒ GLONASS、準天頂衛星オガテム 

 

GPS 測量  [ジー ピー エス ソクリョウ] 

GPS を用いた測量。 

 

GPX  [ジー ピー エックス] 

GPS eXchange Format の略。 

GPS で取得したデーゲをやりとりするための XML ベ

ーガのデーゲ形式（拡張子 *.gpx）。 

 

Grid スタック  [グリッド スタック(Stack)]  ○A  

Esri グフド゚ゕで複数属性のラガゲ デーゲを格納す

るためのメゞニキム。カゝデーゲベーガから参照される、

空間的に重なり合った Esri Grid デーゲの順序付きギッ

トで構成される。 

 

GRS80  [ジー アール エス ハチジュウ] 

Geodetic Reference System 1980 の略。 

「IAG (International Association of Geodesy〆国際測

地学協会) および IUGG (International Union of 

Geodesy and Geophysics〆国際測地学及び地球物理学

連合) が 1979 年に採択した、地球の形状、重力定数、

角速度等地球の物理学的な定数および計算式を定義した

モデル。GRS80 では、楕円体の形状や軸の方向及び地

球重心を楕円体の原点とすることも定められている。こ

の楕円体を GRS80 楕円体という。」[2] 

⇒ 日本測地系 2000、日本測地系 2011 
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IDW  [アイ ディー ダブリュー]  ○A  

Inverse Distance Weighted の略。 

処理する各ギルの近傍にあるポ゗ントの計測値を平均す

ることによりそのギルの値を推定する内挿手法。推定す

るギルの中心にポ゗ントが近いほど、平均化処理への影

響、つまり加重が大きくなる。 

⇒ アリァンィ、Natural Neighbor、ガプラ゗ン 

 

 

IERS 基準子午線  [アイ イー アール エス キジュンシゴセン] 

現在国際的に使用されている本初子午線。 

 

InSAR  [インサー] 

Interferometric Synthetic Aperture Radar の略。 

「干渉合成開口レーコー」とも呼ばれる。2 つのレーコ

ー ギンエーから得られた画像をもとに、標高や地形の変

化の情報を得る技術。 

 

ISO/TC211  [アイ エス オー/ティー シー トゥーイレブン] 

ISO（International Organization for Standardization）

における専門委員会（Technical Committee）の 1 つ

で、地理情報の国際標準化を担当する。ISO/TC211 に

よって策定された国際標準規格群は「ISO 19000 オリ

ーキ」と呼ばれる（基本的に 19000 番台の規格番号が

付与されるため）。 

 

JGD2000  [ジェイ ジー ディー ニセン] 

「日本測地系 2000」を参照。 

 

JGD2011  [ジェイ ジー ディー ニセンジュウイチ] 

「日本測地系 2011」を参照。 

 

JMP  [ジェイ エム ピー] 

Japan Metadata Profile の略。 

地理情報のメゲデーゲの国際標準規格である 

ISO19115 に準拠して作成された日本版メゲデーゲ プ

ロフゔ゗ル。 

JPGIS  [ジェイ ピー ジー アイ エス] 

Japan Profile for Geographic Information Standards 

の略。 

地理情報標準プロフゔ゗ルを英語で表記したもの。 

 

JSGI  [ジェイ エス ジー アイ] 

Japanese Standards for Geographic Information の

略。 

地理情報標準を英語で表記したもの。 

 

KML  [ケー エム エル] 

地理情報を格納する XML ベーガのデーゲ形式（拡張子 

*.kml）。現在は、OGC が管理する国際標準規格である。 

 

KMZ  [ケー エム ゼット] 

KML フゔ゗ルを ZIP 圧縮した形式（拡張子 *.kmz）。 

 

Landsat  [ランドサット] 

土地利用調査や、地質々鉱物学探査、作物や森林評価、

地図作成で利用する衛星画像収集のために NASA

（National Aeronautics and Space Administration, 

ゕメリゞ航空宇宙局）が開発したマルゴガペアトルの地

球観測衛星。 

⇒ マルゴガペアトル画像 

 

LAS  [ラス] 

LIDAR で得られた情報を保持する業界標準のバ゗ナリ 

フゔ゗ル形式。 

⇒ LAS デーゲギット 

 

LAS データセット  [ラス データセット]  ○A  

LAS フゔ゗ルをそのまま参照して作成される地理デー

ゲギット。 

⇒ LIDAR 
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LIDAR  [ライダー] 

Light Detection And Ranging の略。 

レーォー光線を使用して、対象物に関する情報（距離や

性質など）を高密度で取得し、極めて精度の高い X、Y、

Z 計測値を生成するリモート ギンオンィ技術。 

 

 

M 値  [エム チ]  ○A  

ラ゗ン フゖーゴャの頂点に付加される、ラ゗ンの起点か

らの累計距離の値。「メカャー値」とも呼ばれる。 

⇒ リニゕ リフゔレンガ 

 

Maplex  [マップレックス]  ○A  

「Maplex ラベル ゛ンカン」を参照。 

 

Maplex ラベル エンジン  [マップレックス ラベル エンジン

(Label Engine)]  ○A  

ラベルリンィを行う仕組み（ラベル ゛ンカン）のひとつ。

標準ラベル ゛ンカンに比べて、ラベルを配置するための

より高度で豊富な機能を提供する。 

 

MMS  [エム エム エス] 

Mobile Mapping System の略。 

自動車に 3 次元レーォー ガ゠ャナー、GPS、デカゲル 

ゞメラなどを積載し、走行しながら道路やその周辺の画

像デーゲや 3 次元デーゲを取得するオガテム。 

 

ModelBuilder  [モデルビルダー]  ○A  

ArcGIS でモデルを構築および編集するために使用する

゗ンゲプーガ。 

 

 

MODIS  [モーディス] 

MODerate resolution Imaging Spectroradiometer の

略。 

中分解能撮像分光放射計。地球を周回する NASA の二

つの衛星である、Terra と Aqua に搭載されている光学

ギンエーの名称である。これらの MODIS が搭載された

衛星は、地球全体のさまざまな波長や解像度の画像をわ

ずか二日ほどで記録する。 

 

MXD  [エム エックス ディー]  ○A  

「マップ ド゠ュメント」を参照。 

 

NaN  [ナン] 

Not A Number の略。 

数値ではないこと。 

 

Natural Neighbor  [ナチュラル ネイバー]  ○A  

ドローネ三角形分割法を使用した多変量デーゲの内挿手

法。内挿されるポ゗ントの値は、三角形の最も近い周辺

ポ゗ントの゙゚゗ト値に基づいて推定される。 

⇒ IDW、アリァンィ、ガプラ゗ン 

 

 

NDVI  [エヌ ディー ブイ アイ] 

Normalized Difference Vegetation Index の略。 

NDVI（正規化植生指数）は植生の活性度を表す指標と

され、マルゴガペアトル ギンエーで取得された画像の可

視の赤（R）と近赤外（IR）の 2 つのバンドから算出さ

れる。 
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NetCDF  [ネット シー ディー エフ] 

Network Common Data Form の略。 

配列形式のデーゲとそのメゲデーゲを格納したフゔ゗ル

形式。気温、湿度、気圧、風速、風向などの複数の科学

デーゲを表すための標準手法として、さまざまな国の多

くの組織や科学者団体によって採用されている。 

 

NITF  [エヌ アイ ティー エフ] 

National Imagery Transmission Format の略。 

NITF Standard Technical Board により仕様が定義さ

れたデーゲ形式のこと。画像、メゲデーゲ情報や注記の

情報などを一つのフゔ゗ルに格納したデーゲ。 

 

NoData  [ノー データ] 

ラガゲ デーゲのギルに値が記録されていない状態。

NoData は、数値の 0 とは異なる。 

⇒ NULL 値 

 

NULL 値  [ヌル チ] 

属性に値が記録されていない状態。NULL は数値の 0 

とは異なる。 

⇒ NoData 

 

NULL 制約  [ヌル セイヤク] 

テーブルの列に定義する制約で、定義された列の値には 

NULL 値を設定できない。 

 

ObjectID  [オブジェクト アイ ディー]  ○A  

ArcGIS において、レウードまたはフゖーゴャを一意に

識別するための管理用の ID。 

 

OD コスト マトリックス  [オー ディー コスト マトリックス(Cost 

Matrix)]  ○A  

OD は、Origin-Destination の略。 

ArcGIS Network Analyst ゛アガテンオョンにおいて、

複数の起点から複数の終点までのネットワーアに沿った

最小ウガト パガを検出してテーブルを生成する解析。ま

た、起点から各終点へ移動するためのネットワーア ウガ

トの昇順で、終点をランア付けする。 

 

 

OGC  [オー ジー シー] 

Open Geospatial Consortium の略。 

ゝープンな地理空間/位置情報エービガ仕様を開発する

ための企業、政府機関、大学からなる国際的なウングー

オゕム。OGC 仕様によって定義された゗ンゲプーガ

とプロトウルは相互運用性をエポートする。 

 

OGC/ISO Simple Features  [オー ジー シー/アイ エス オ

ー シンプル フィーチャーズ] 

OGC および ISO（International Organization for 

Standardization/国際標準化機構）によって定義された、

主に 2 次元の基本的な空間デーゲ（ポ゗ント、ラ゗ン、

ポリェン）の格納方法およびゕアギガ方式の標準規格。 

 

OLE DB プロバイダ  [オー エル イー ディー ビー プロバイダ

(Provider)] 

Object Linking and Embedding DataBase プロバ゗コ

の略。 

ゕプリイーオョン間でデーゲを共有するための OLE 標

準に準拠しているウンポーネント。ArcGIS では、OLE 

DB プロバ゗コを利用することで、OLE DB をエポート

している任意のデーゲベーガにゕアギガすることができ

る。 

 

PMF  [ピー エム エフ]  ○A  

Published Map File の略。 

ArcGIS Publisher ゛アガテンオョンを使用して、

ArcReader で読み込める形式に出力されたフゔ゗ル（拡

張子 *.pmf）。 

 

PRJ  [ピー アール ジェー]  ○A  

デーゲの座標系の定義情報が記述されたテ゠ガト フゔ

゗ル（拡張子 *.prj）。オ゚ープフゔ゗ルでは、PRJ フ

ゔ゗ルに座標系の情報を保持する。 
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Python  [パイソン] 

ゝープングーガの汎用ガアリプト言語の 1 つで、

ArcGIS では主に一連の処理を自動化するために使用さ

れる。 

⇒ ArcPy 

 

RDBMS  [アール ディー ビー エム エス] 

Relational Database Management System の略。 

1 つ以上のテーブル間で編成されているデーゲベーガ

の種類。これらのテーブルは、゠ーと呼ばれる共通フゖ

ールドを通じて互いに関連付けられる。 

 

RMS エラー  [アール エム エス エラー(Error)] 

RMS は、Root Mean Square（二乗平均平方根）の略。 

既知の位置とデカゲ゗キまたは補間された位置との間に

おける誤差の測定値。 

⇒ ウントロール ポ゗ント、カゝリフゔレンガ 

 

SDC  [エス ディー シー]  ○A  

Smart Data Compression の略。 

カゝメトリ（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）と属性デー

ゲを保存できる、高密度に圧縮された読み取り専用の 

Esri 社のデーゲ形式。 

 

SDE ユーザ  [エス ディー イー ユーザ(User)]  ○A  

ArcSDE で使用される DBMS ゕゞ゙ント。SDE ユーォ

が ArcSDE カゝデーゲベーガと ArcSDE エービガを

構成および管理するためには、高度なデーゲベーガ権限

が必要である。 

 

SIMA  [シーマ] 

Surveying Instruments Manufacturers' Association 

の略。 

測量デーゲ共通フ゜ーマットのこと。日本測量機器工業

会が標準化を行ったテ゠ガト形式の測量デーゲのフ゜ー

マットである。 

 

 

 

SPOT  [スポット] 

Satellite Pour l’Observation de la Terre の略。 

フランガの政府機関である Centre National d'Etudes 

Spatiales（CNES、フランガ国立宇宙研究ギンゲー）に

よって開発された地球観測衛星。SPOT 衛星によって撮

影された高解像度画像は、自然資源管理、気候学、海洋

学、環境モニゲリンィ、人間活動のモニゲリンィなどに

活用されている。 

 

SQL  [エス キュー エル] 

Structured Query Language の略。 

RDBMS のデーゲを取得および操作するための業界標

準のア゛リ言語。 

 

SU  [エス ユー]  ○A  

Single Use の略。 

「単独使用ラ゗ギンガ」を参照。 

 

SXF  [エス エックス エフ] 

Scadec data eXchange Format の略。 

CAD デーゲ交換標準ウングーオゕムが策定した CAD 

デーゲ交換標準仕様。 

 

TIN  [ティン]  ○A  

Triangulated Irregular Network の略。 

地理空間を、隙間なくかつ重ならない三角形に分割する

ベアゲ デーゲ構造。各三角形の頂点は、X 値、Y 値、Z 

値を持ち、ドローネ三角形を形成するラ゗ンによって接

続される。TIN は、エープガ モデルの格納と表示に

使用され、ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンを使用

して作成することができる。 

⇒ ドローネ三角形分割法 
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UTM  [ユー ティー エム] 

Universal Transverse Mercator の略。 

日本語では「ユニバーエル横メルゞトル」と呼ぶ。地球

を経度で 6 度単位に（合計 60 ケーン）に分割し、そ

のケーンごとに横メルゞトル図法を適用する地図投影法。 

 

VAT  [ブイ  エー ティー]  ○A  

Value Attribute Table の略。 

Esri Grid の属性が含まれているテーブル。ィリッドの

属性には、ユーォ定義の属性、ィリッドのギルに割り当

てられた値、値が割り当てられているギルの数などがあ

る。 

 

 

VPF  [ブイ ピー エフ] 

Vector Product Format の略。 

既定の基準に従って地理デーゲを構造化し、格納し、ゕ

アギガするためのデーゲ形式。 

 

VRP  [ブイ アール ピー]  ○A  

Vehicle Routing Problem の略。 

ArcGIS Network Analyst ゛アガテンオョンのネットワ

ーア解析機能の 1 つ。機能の名称は「配車ルート

（VRP）」。複数のトラッアを使用して配送をする際に、

訪問時間の指定やトラッアの最大容積量などの制約を考

慮しながら最適な配送計画を立てることができる。 

⇒ ルート解析 

 

WCS  [ダブリュー シー エス] 

Web Coverage Service の略。 

OGC が定める、゗ンゲーネット上でラガゲ デーゲギッ

トを共有するための゗ンゲプーガ仕様。WCS エービ

ガは、解析やモデリンィの入力として使用できる。 

⇒ WMS、WFS、WMTS 

 

Web マップ  [ウェブ マップ(Map)]  ○A  

ArcGIS Online 上に定義および保存されたマップ。さま

ざまな GIS エービガをレ゗ヤとして参照し、そのオン

ボルや表示範囲などを定義することでマップとして保存

および共有することができる。共有されたマップはデガ

アトップ ゕプリイーオョンからモバ゗ルまで多様なプ

ラットフ゜ームで表示することが可能であり、利用環境

に依存せずに一貫した表現と品質で情報を共有すること

ができる。 

 

Web メルカトル  [ウェブ メルカトル(Mercator)] 

Web ゕプリイーオョンで一般的に利用される地図投影

法の 1 つ。この投影法を使用することで地球全体を正

方形領域に当てはめて、256 x 256 ピアギルのゲ゗ルで

覆うことができる。 

 

WFS  [ダブリュー エフ エス] 

OGC が定める、゗ンゲーネット上で地図表示とデーゲ

操作を標準化する゗ンゲプーガ仕様のひとつ。フゖー

ゴャのカゝメトリや属性情報を Web 経由で提供する

ための仕様。 

⇒ WMS、WMTS、WCS 

 

WGS 1984  [ダブリュー ジー エス イチキュウハチヨン] 

「WGS84」を参照。 

 

WGS84  [ダブリュー ジー エス ハチジュウヨン] 

World Geodetic System 1984 の略。 

米国国防総省によって WGS72 の後継仕様として規定

された、最も普及している測地基準系。GPS の計測値は 

WGS84 に基づく。 

⇒ 世界測地系 
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WKB  [ダブリュー ケー ビー] 

Well-Known Binary の略。 

OGC の Simple Features 仕様の一部であり、XY 座標

を使用してポ゗ント フゖーゴャ、ラ゗ン フゖーゴャ、

ポリェン フゖーゴャのオンプルな格納モデルを実装し

たもの。カゝメトリの座標値の汎用的な表現が、連続的

なバ゗ト ガトリームとして提供される。 

⇒ OGC/ISO Simple Features、WKT 

 

WKID  [ダブリュー ケー アイ ディー]  ○A  

Well Known ID の略。 

各座標系に割り当てられている ID。EPSG ID をベーガ

としているが、Esri 社が追加で割り当てた ID も含まれ

る。 

 

WKT  [ダブリュー ケー ティー] 

Well-Known Text の略。 

OGC の Simple Features 仕様の一部であり、XY 座標

を使用してポ゗ント フゖーゴャ、ラ゗ン フゖーゴャ、

ポリェン フゖーゴャのオンプルな格納モデルを実装し

たもの。カゝメトリの座標値を標準的なテ゠ガト形式で

記述する。また、空間参照系を記述する場合にも使用さ

れる。 

⇒ OGC/ISO Simple Features、WKB 

 

WMS  [ダブリュー エム エス] 

Web Map Service の略。 

OGC が定める、゗ンゲーネット上で地図表示とデーゲ

操作を標準化する゗ンゲプーガ仕様のひとつ。 

WMS は、地図画像を Web 経由で提供するための仕様。 

 

WMTS  [ダブリュー エム ティー エス] 

OGC が定める、゗ンゲーネット上で地図表示とデーゲ

操作を標準化する゗ンゲプーガ仕様のひとつ。゠ャッ

オュされたゲ゗ル画像を Web 経由で提供するための

仕様。 

⇒ WMS、WFS、WCS 

 

 

 

World Geocoding Service  [ワールド ジオコーディング サー

ビス]  ○A  

ArcGIS Online が提供する、住所や地名からカゝウーデ

ゖンィを行うためのアラ゙ド エービガ。 

 

XY 座標  [エックス ワイ ザヒョウ] 

原点（0,0）からの水平軸（X）と垂直軸（Y）の 2 つの

軸に沿った距離を表す値の組み。地図上では、XY 座標

は地球の球面上の地物を表すために使用される。 

 

 

X、Y 値  [エックス ワイ チ] 

「XY 座標」を参照。 

 

XData  [エックス データ] 

AutoCAD のドロー゗ンィ ゛レメントに関連付けられ

るゝプオョン デーゲ。 

 

XY イベント  [エックス ワイ イベント(Event)]  ○A  

XY 座標値（例〆緯度と経度）から動的に生成されたポ

゗ント フゖーゴャ。 

 

XY 許容値  [エックス ワイ キョヨウチ]  ○A  

フゖーゴャアラガに定義される値。空間的な演算処理に

おいて座標間の最短距離を設定するために使用される。

デフ゜ルトは地表単位で 0.001 メートル。カゝメトリ

操作を使用してフゖーゴャアラガを処理する際、互いの 

X 方向の距離と Y 方向の距離が XY 許容値の範囲内

にある座標は、同一（つまり、同じ X、Y 位置を共有し

ている）とみなされる。 

 

XY 座標精度  [エックス ワイ ザヒョウセイド]  ○A  

「座標精度」を参照。 
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Z スコア  [ゼット スコア(Score)] 

値が平均からどれくらい外れているかを示す統計的な尺

度。標準偏差の単位で表される。平均値の Z ガウゕは

クロであり、標準偏差（σ）は 1 である。Z ガウゕは、

平均値と標準偏差が異なるさまざまな分布を比較できる

共通の尺度である。 

⇒ 標準偏差 

 

Z 許容値  [ゼット キョヨウチ]  ○A  

空間処理における Z 座標間の最短距離の値。処理の際、

2 つの Z 座標の距離が Z 許容値の範囲内にある座標

は、同一とみなされる。 

 

Z 座標  [ゼット ザヒョウ]  ○A  

「Z 値」を参照。 

 

Z 値  [ゼット チ]  ○A  

1. カゝメトリの頂点の高さを表す値 

2. ラガゲ、TIN、テレ゗ン、LAS デーゲギットなどの

エープガにおいて、特定の属性の量や密度（例〆標高、

大気汚染物質の濃度）を Z 軸に表した値。 

 

 

Z 値の倍率  [ゼット チノバイリツ]  ○A  

垂直方向および水平方向の計測値を同じ計測単位に合わ

せるための変換係数。具体的には、水平方向の単位あた

りの垂直方向の単位（Z 単位）の数を指す。たとえば、

エープガの水平方向の単位がメートルで、高さ（Z）

がフゖートの場合、Z 値の倍率は 0.3048（1 フゖート

あたりのメートル数）である。 
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アクティブ データ フレーム  [Active Data Frame]  ○A  

ArcMap で現在作業中のデーゲ フレーム。ゕアテゖブ

なデーゲ フレームの名前はウンテンツ ゙ゖンド゙に太

字で表示される。 

 

アジャスト  [Adjust]  ○A  

ベアゲ デーゲの位置合わせや補正を対話形式で行うこ

とができる、ArcMap が提供する編集ツール群。 

⇒ 射影変換、゛ッカ マッゴ、ラバーオート 

 

アタッチメント  [Attachment]  ○A  

カゝデーゲベーガのフゖーゴャアラガにおいて、個々の

フゖーゴャに関連付けた添付デーゲ（画像、PDF、テ゠

ガト文書など）をカゝデーゲベーガ内に保存したもの。

１ つのフゖーゴャに複数のゕゲッゴメントを関連付け

ることができる。ゕゲッゴメントは、ArcGIS for 

Desktop の Standard および Advanced ラ゗ギンガ

で作成することができる。 

 

アドイン  [Add-in] 

既存グフド゚ゕに付加する拡張機能やプロィラム。

ArcGIS for Desktop の開発゠ットでは、ゕド゗ンを開

発するため仕組みを提供している。 

 

アドレス マッチング  [Address Matching] 

住所または住所のテーブルを参照デーゲギットの住所属

性と比較して、特定の住所が参照デーゲギットの地物に

関連付けられた住所範囲に含まれているかどうかを判断

するプロギガ。地物の住所範囲に含まれている住所は一

致すると見なされ、位置情報が返される。 

⇒ カゝウーデゖンィ 

 

アニメーション  [Animation]  ○A  

1 つのゝブカ゚アト（1 つのレ゗ヤなど）または一連の

ゝブカ゚アト（複数のレ゗ヤなど）のプロパテゖの変化

を視覚化したもの。視点の変化、時系列による変化など

を表現するのに使用される。 

 

 

アニメーション マネージャ  [Animation Manager]  ○A  

ArcMap、ArcScene、および ArcGlobe において、ゕニ

メーオョンの゠ーフレーム、トラッア、時系列プロパテ

ゖを編集し、ゕニメーオョンをプレビューするための゗

ンゲプーガ。 

 

アノテーション  [Annotation]  ○A  

ArcGIS のマップ上で個別に選択、配置、プロパテゖの

変更が可能な注記テ゠ガト。ゕノテーオョンは、ユーォ

が手動で入力するか、ラベルから自動的に生成できる。

ゕノテーオョンの格納先として、カゝデーゲベーガとマ

ップ ド゠ュメントの 2 種類がある。 

⇒ 標準ゕノテーオョン、フゖーゴャリンア ゕノテーオ

ョン 

 

 

アフィン変換  [Affine Transformation] 

任意の 2 つのユーアリッド空間で画像または座標を拡

大/縮小、回転、傾斜、平行移動する地理座標変換。GIS 

では、一般に、マップをある座標系から別の座標系へ変

換するときに使用される。ゕフゖン変換では、平行なラ

゗ンは平行に、線分の中点は中点に、直線上のポ゗ント

はすべて直線上に保たれる。 
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アペンド  [Append]  ○A  

既存のデーゲギットに同じカゝメトリ ゲ゗プ（ポ゗ント、

ラ゗ン、ポリェン）の複数のデーゲ グーガのフゖーゴャ

を追加するカゝプロギオンィ ツール。 

⇒ マーカ 

 

 

アンダーシュート  [Undershoot]  ○A  

別のラ゗ンと接続するには長さが足りないラ゗ン。 

⇒ ゝーバーオュート、コンィル 

 

 

アンチエイリアス  [Anti-aliasing] 

ウンピューゲで画像を表示する場合や画像を作成する場

合にピアギルのァォァォ（カャァー）を目立たなくする

技法。斜め線や曲線の境界の色を調整し、カャァーを軽

減する。 

 

一意識別子 

ある要素の集合において、集合からそれぞれの要素を一

意に識別するために使用できる値。ArcGIS ではカゝデ

ーゲベーガに格納されたフゖーゴャアラガのフゖーゴャ

やテーブルのレウードを一意に識別するために、一意識

別子として ObjectID 列が自動的に作成され、各フゖー

ゴャもしくはレウードは一意の ObjectID 値を持つ。 

 

一意性制約 

テーブルの列に定義する制約で、定義された列の値はそ

れぞれ一意でなければならず、他の行に同じ値が含まれ

てはならない。 

一方向レプリケーション  [One-way Replication]  ○A  

親から子レプリゞ、または子から親レプリゞへデーゲ変

更を複数回送信できるカゝデーゲベーガ レプリイーオ

ョン。 

 

緯度 

赤道の北または南の子午線に沿って計測された角距離

（通常は度）。 

⇒ 経度 

 

移動抑制許容値  ○A  

ArcMap での編集時に、選択したフゖーゴャを実際に移

動するためには、画面上でポ゗ンゲを移動しなければな

らないが、この値を設定しておくとポ゗ンゲを指定の距

離以上移動させるまで、選択したフゖーゴャは移動しな

い。フゖーゴャ選択時に意図せずに移動しないようにす

る設定。 

 

移動リンク  [Displacement Link]  ○A  

ArcGIS において、ゕカャガト処理の移動元と移動先の

座標を定義するために作成されたリンア。リンアは、移

動先の方向を向いた矢印として表される。 

 

イベント  [Event]  ○A  

テーブルに格納されている数値デーゲ（例〆XY 座標）

を動的にマップ上に表示したゝブカ゚アト。 

 

イベント テーブル  [Event Table]  ○A  

゗ベントの情報が格納されたテーブル。 

 

イメージ  [Image] 

一般に、ゞメラなどの光学的または電子的なデバ゗ガに

よって生成される画像デーゲのこと。例としては、リモ

ート ギンオンィ デーゲ（衛星デーゲなど）、ガ゠ャン デ

ーゲ、写真などが挙げられる。 

⇒ ラガゲ 
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イメージ サービス  [Image Service]  ○A  

ArcGIS Image Extension for Server により公開され

る画像エービガ。マップ エービガと異なり、画像の属性

情報を閲覧できたり、画像解析゙ゖンド゙やカゝプロギ

オンィの入力デーゲとして使用できる。 

 

イレース  [Erase]  ○A  

入力デーゲにポリェン フゖーゴャを重ね合わせて、ポリ

ェン フゖーゴャに重なる部分を切り抜いたフゖーゴャ

を出力する処理。カゝプロギオンィ ツールのゝーバーレ

゗解析機能の 1 つ（ArcGIS for Desktop の Advanced 

ラ゗ギンガで利用可能）。 

⇒ ゗ンゲーギアト、ユニゝン 

 

 

陰影起伏  ○A  

地形デーゲに対して光源の位置や角度を設定し、地表面

の照度や陰影をオミュレートすることで地形の起伏を表

現したマップ。ArcMap の画像解析゙ゖンド゙や 

ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテンオョンおよび 

ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンのカゝプロギオ

ンィ ツールで作成できる。 

 

 

インシデント  [Incident]  ○A  

ネットワーア解析において、最寄り施設の解析に使用さ

れるネットワーア ロイーオョン。゗ンオデントの例とし

ては、自動車事故、犯罪現場、火災現場などが挙げられ

る。 

⇒ 最寄り施設解析 

 

インターセクト  [Intersect]  ○A  

複数の入力デーゲを重ね合わせて、すべての入力デーゲ

に共通のフゖーゴャまたはフゖーゴャの部分を出力する

処理。カゝプロギオンィ ツールのゝーバーレ゗解析機能

の 1 つ。 

⇒ ユニゝン、゗レーガ 

 

 

インターフェログラム  [Interferogram] 

近くの 2 つのゕンテナによって取得された干渉縞を記

録したレーコー画像。 

 

インデックス格子線  [Reference Grid]  ○A  

指定した数で等間隔に区切られた網目状の水平線および

垂直線。゗ンデッアガ格子線はペーカ レ゗ゕ゙ト内に配

置される。 

⇒ 方眼格子線 
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インピーダンス  [Impedance]  ○A  

ネットワーア解析において、ネットワーアのある゛レメ

ントから別の゛レメントへ移動するために必要な抵抗量

（ウガト）の尺度。移動距離、移動時間、移動速度を距

離などで乗じた値が抵抗の尺度になる場合もある。゗ン

ピーコンガ値が高ければ、それだけ移動に多くの抵抗が

かかり、0 の値は抵抗がかからないことを意味する。最

適なネットワーア パガは゗ンピーコンガが最小のパガ

であり、「最小ウガト パガ」と呼ばれる。 

⇒ ネットワーア ゛レメント 

 

インピーダンス モデル  [Impedance Model]  ○A  

最も抵抗の少ない道を見つけることで最適ルートを決定

するルート解析モデルのこと。 

⇒ ゗ンピーコンガ 

 

ウェイト  [Weight]  ○A  

1. 特定の演算における変数の重要度を示す数値。重みと

も言う。変数に割り当てられている゙゚゗トが大き

いほど、その変数の計算結果への影響が大きくなる。 

2. ネットワーア解析において、ネットワーア上のある゛

レメントから別の゛レメントへ移動するために必要

な抵抗量（トラバーガ ウガト）の割り当てや゛レメ

ントの定義に使用される、ネットワーア ゛レメント

のプロパテゖ。゙゚゗トは、各ネットワーア フゖー

ゴャの属性に基づいて計算される。 

 

ウェイト フィルタ  [Weight Filter]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、ネットワーア 

フゖーゴャの゙゚゗ト値に基づいて、トレーガ可能なネ

ットワーア フゖーゴャを指定すること。 

⇒ ネットワーア トレーガ 

 

ウェーブレット圧縮  [Wavelet Compression] 

数学関数を使用した非可逆のデーゲ圧縮方式。画像や音

声の圧縮に使用される。 

 

 

埋め込みフィーチャクラス  [Embedded Feature Class]  ○A  

テレ゗ン デーゲギットの中に埋め込まれたマルゴポ゗

ント フゖーゴャアラガ。デーゲギットの中に直接属性が

ウピーされ、テレ゗ンの構築後、埋め込みフゖーゴャに

ポ゗ントが格納されるため、グーガ フゖーゴャアラガは

参照されなくなる。埋め込みフゖーゴャアラガは、

LIDAR デーゲなどの大量点群デーゲの容量を削減する

のに適している。 

 

衛星測位システム 

地球上の位置を測定するために使用されるオガテム。周

回軌道衛星と地球上の任意の場所にあるレオーバとの三

角測量により位置が算出される。 

⇒ GPS、GLONASS、準天頂衛星オガテム 

 

エイリアス  [Alias]  ○A  

フゖーゴャアラガ、テーブル、フゖールドに対して指定

される、実際の名前よりもわかりやすい別名。 

 

エクステンション  [Extension]  ○A  

ArcGIS において、専門的なツールと機能を追加するゝ

プオョンのグフド゚ゕ。ArcGIS Spatial Analyst、

ArcGIS Network Analyst、ArcGIS 3D Analyst などが

ある。 
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エッジ  [Edge]  ○A  

1. 境界を形成する 2つのポ゗ント間を結ぶラ゗ン。図

形の゛ッカは 2 つの面の間の境界を形成する。トポ

ロカにおいては、ラ゗ンまたはポリェンの境界を定

義する。 

 

 

2. ゗メーカの異なる色の゛リゕを分割する線。 

3. ネットワーア デーゲギットにおいて、物や人や交通

が流通するラ゗ン フゖーゴャ。例としては、輸送網

の道路や下水道管が挙げられる。カゝメトリッア ネ

ットワーアには、オンプル ゛ッカまたはウンプレッ

アガ ゛ッカの 2 種類のネットワーア ゛ッカがあ

る。 

 

 

4. TIN デーゲ モデルのノード（エンプル デーゲ ポ゗

ント）間の線分。゛ッカには、それらが区切るプ

゗ガに関するトポロカ情報が格納される。 

 

 

エッジ マッチ  [Edge Match]  ○A  

ある範囲の端にあるフゖーゴャの端点を隣接範囲の対応

するフゖーゴャの端点に一致させる処理。ゕカャガトの

補正方法の 1 つ。 

 

 

 

 

エッジ-エッジ ルール  [Edge-Edge Rule]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、カャンアオョン

を介して゛ッカと゛ッカを接続する方法を定義する接続

性ルール。 

⇒ ゛ッカ-カャンアオョン ルール 

 

エッジ強調  [Edge Enhancement] 

画像内の゛ッカやラ゗ンを強調する画像処理技術。 

 

エッジ-ジャンクション ルール  [Edge-Junction Rule]  

○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、゙ ッカをカャン

アオョンに接続する方法を定義する接続性ルール。 

⇒ ゛ッカ-゛ッカ ルール 

 

エッジ-ジャンクション基数  [Edge–Junction Cardinality]  

○A  

ネットワーアの接続性リレーオョンオップにおいて、1 

つのカャンアオョンに接続できる゛ッカの数。 

⇒ 接続性ルール、゛ッカ-カャンアオョン ルール 

 

エッジ抽出  [Edge Detection] 

ピアギル値の急激な変化を調べることにより画像内の゛

ッカを抽出する画像処理技術。 

 

エバリュエータ  [Evaluator]  ○A  

ネットワーア デーゲギットのネットワーア ゛レメント

の属性値を決定する関数。たとえば、車高規制をモデリ

ンィする属性は、関数゛バリュ゛ーゲを使用して、道路

の高さ制限を属性パラメーゲに格納されている車両の実

際の高さと比較することができる。 

 

エフェメリス  [Ephemeris] 

衛星自身の正確な軌道情報のこと。衛星の正確な位置情

報そのものを表す。 

 

エリア  [Area] 

境界線にまたは連続するラガゲ ギルによって定義され

る 2 次元の閉じた領域。面積のことを指すこともある。 

⇒ ポリェン 
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円弧 

2 つの点の間を結ぶ、円の一部分である曲線。 

 

 

円錐図法 

回転楕円体または球体上の点を接円錐または割円錐上に

投影する地図投影法。地球にとんがり帽子を被せるよう

に投影し、投影後、円錐を切り開いて、平面地図として

展開する。 

 

エンタープライズ GIS  [゙ ンゲープラ゗キ（Enterprise） カ

ー ゕ゗ ゛ガ] 

組織全体に統合された地理情報オガテム。大勢のユーォ

が、デーゲの作成、変更、表現、解析、配布を含め、さ

まざまなニーキに対処するための空間デーゲと関連情報

の使用、管理、共有を行うことができる。 

 

エンタープライズ ジオデータベース  [Enterprise 

Geodatabase]  ○A  

「マルゴユーォ カゝデーゲベーガ」を参照。 

 

鉛直座標系 

カゝ゗ド高の基準となる参照系。 

 

円筒図法 

回転楕円体または球体上の点を接円筒または割円筒上に

投影する地図投影法。投影後、円筒を切り開いて、平面

地図として展開する。 

 

 

エンベロープ  [Envelope]  ○A  

座標空間において 1 つ以上のフゖーゴャを囲む四角形。

X、Y方向の最小座標と最大座標の範囲によって決定さ

れる。 

 

 

オーバーシュート  [Overshoot]  ○A  

別のラ゗ンとの交点から飛び出したラ゗ン部分。 

⇒ コンィル 

 

 

オーバーライド  [Override]  ○A  

1. ArcGIS での、リプレクンテーオョン ルールのプロ

パテゖへの例外。フゖーゴャを、同じルールを共有

する他のフゖーゴャとは異なる方法で描画する。 

2. ネットワーア デーゲギットのカャンアオョンの接続

性ポリオーの 1 つ。 

 

オーバーレイ  [Overlay]  ○A  

1. 位置的に重なりあう複数の空間デーゲ（レ゗ヤ）を重

ね合わせて表示すること。 

2. 複数の空間デーゲ（レ゗ヤ）を重ね合わせ、重なり合

う部分において結合、削除、変更、または更新して、

新しいデーゲを生成すること。 

⇒ ゗ンゲーギアト、ユニゝン、゗レーガ 
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オブジェクト クラス  [Object Class]  ○A  

カゝデーゲベーガ内の、非空間ゝブカ゚アトのこと。カ

ゝデーゲベーガにおいて、空間ゝブカ゚アトはフゖーゴ

ャアラガに格納され、テーブルなどの非空間ゝブカ゚ア

トはゝブカ゚アト アラガに格納される。 

⇒ フゖーゴャアラガ 

 

オフナディア  [Off-nadir] 

ガ゠ャナー探知機の真下ではなく、少しずれたところに

あるポ゗ントのこと。 

⇒ 天底、天頂 

 

 

親レプリカ  [Parent Replica]  ○A  

カゝデーゲベーガ レプリイーオョンにおいて、複製元と

なるカゝデーゲベーガのデーゲ。 

⇒ レプリゞ 

 

オルソ画像  [Ortho Image] 

衛星画像や航空写真を歪みのない画像に変換し、正しい

位置情報を付与した画像。 

 

 

オルソ幾何補正  [Ortho Correction] 

DEM を関連づけることによって、衛星画像や航空写真

に含まれる地形による歪み々ギンエーの姿勢々ギンエー

の内部特性による地理的な誤差を取り除き、修正する幾

何補正のひとつ。 
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カートグラフィ  [Cartography] 

地球の自然および社会的な事象について地図を通して視

覚的に表現する人文科学。 

 

カーネル密度  [Kernel Density]  ○A  

ゞーネル関数に基づいて、ある゛リゕにおけるポ゗ント

またはラ゗ンの分布や影響の大きさの密度を算出する処

理。ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテンオョンの機能の 

1 つ。 

⇒ 密度解析 

 

 

概観図  ○A  

別の地図の表示範囲を枠などで表示した小縮尺の地図。 

 

街区 

道路や河川などに囲まれたひとまとまりの土地（区画）

の位置を表す表記方法の一つ。住所の表記において、「○

町△丁目□番」までを表したものを街区単位という。 

⇒ ゕドレガマッゴンィ、カゝウーデゖンィ 

 

解析範囲  ○A  

空間解析の対象となる地理的な境界領域。境界領域は対

角上の XY 座標（通常は結果の左下隅と右上隅）を定義

することによって設定される。 

 

階層  ○A  

ネットワーア デーゲギット内のネットワーア ゛レメン

トのネットワーア属性の 1 つ。ネットワーア ゛レメン

トに優先順位を割り当てることが可能。たとえば、一般

道路よりも高速道路を優先することができる。 

 

外挿 

ある特定の範囲内の既存デーゲから、範囲外の値を予測

すること。 

⇒ 内挿 

 

解像度 

画像デーゲにおける詳細さをあらわし、解像度が高くな

るほど １ ピアギルのエ゗キが小さくなり詳細になる。

たとえば、50cm 解像度の衛星画像の場合、画像の 1 ピ

アギルが実世界では 50cm の長さとなる。 

 

回転楕円体 

1. 楕円において軸を中心に一回転すると得られる立体。

短軸を中心に一回転した場合は扁球が得られ、長軸を中

心に一回転した場合は長球が得られる。 

2. 地球を表すために使用される場合は、短軸を中心に楕

円を回転することによって作成される立体であり、ほぼ

地球全体の大きさか、カゝ゗ドに該当する部分にほぼ相

当する。 

⇒ 地球楕円体 

 

 

外部キー  [Foreign Key] 

別のテーブルの主゠ーと一致するテーブルの属性または

属性の組み合わせ。外部゠ーと主゠ーはデーゲベーガで

のテーブルの結合に使用される。 

 

ガウス-クリューゲル図法  [Gauss-Krüger Projection] 

横メルゞトル図法の一種であり、回転楕円体から投影を

行う地図投影法。主にヨーロッパやゕカゕで使用され、

日本では平面直角座標系で採用されている。 

 

拡張 DM  [ゞ アゴョ  ゙デゖー ゛ム] 

「DM デーゲフゔ゗ル仕様について、デゖカゲルマッピ

ンィ取得分類基準を明確にし、かつ、応用測量成果等を

含める形で拡張したデーゲフゔ゗ル仕様のこと。」[3] 
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角度単位 

球体または回転楕円体の計測単位（通常は度）。中央子午

線、標準緯線などの地図投影パラメーゲは角度単位で定

義される。 

⇒ 線形単位 

 

加重オーバーレイ  [Weighted Overlay]  ○A  

複数のラガゲを結合するゝーバーレ゗手法のひとつ。各

ラガゲに重みづけし、ギルの値を足し合わせることで総

合的な評価を行う。適地選定に利用されることが多い。 

⇒ ゙゚゗ト 

 

可視領域  ○A  

1 つ以上の指定されたポ゗ントまたはラ゗ンから見る

ことが可能な領域。ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテン

オョンおよび ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンの

カゝプロギオンィ ツールで作成できる。 

 

 

画像解析ウィンドウ  [Image Analysis Window]  ○A  

ArcMap での画像とラガゲ デーゲの解析と活用を効率

的に行うため、よく使用される表示機能と処理機能を集

約しだゖンド゙。 

 

画像強調 

゗メーカやラガゲに特定の処理を施すことで、画質や可

用性を向上させること。このような処理には、ウントラ

ガト、ガトレッゴ、゛ッカ強調、フゖルゲリンィ、ガム

ーカンィ、オャープニンィ等が含まれる。 

 

カタログ ウィンドウ  [Catalog Window]  ○A  

ArcGIS for Desktop でのデーゲの整理と管理に利用す

る゙ゖンド゙。GIS デーゲやフ゜ルコがツリー ビュー

で表示される。 

 

 

カタログ ツリー  [Catalog Tree]  ○A  

ArcCatalog、またはゞゲロィ ゙ゖンド゙でのフ゜ルコ、

デーゲベーガ、エーバへの接続を階層で表示したもの。

ローゞル デゖガアに保存されている GIS デーゲやネ

ットワーア上で共有されている GIS デーゲへのゕアギ

ガや管理を行うことができる。 

 

割図法 

投影面が地表面と交差する地図投影法。たとえば、割円

錐図法または割円筒図法の場合、投影面は地球の地下に

潜り込み、2 つの円で交差する。割線の位置では、ひず

みは生じない。 

⇒ 地図投影、接図法 
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カバレッジ  [Coverage]  ○A  

ArcInfo Workstation のベアゲ デーゲ モデル。空間デ

ーゲと属性デーゲから構成されており、トポロカ情報を

保持することができる。「ArcInfo ゞバレッカ」とも呼

ばれる。 

 

カラー コンポジット  [Color Composite] 

マルゴガペアトル画像の単色バンドに赤色、緑色、青色

を割り当て、ゞラー合成した画像。 

 

 

カラー マップ  [Color Map]  ○A  

特定の色に関連付けられた一連の値。 

 

 

カラー ランプ  [Color Ramp] 

ある範囲の値を持つデーゲに対して、その値の高低（大

小）を表現するために適用させる色のィループ。 

 

 

関数チェーン  [Function Chain]  ○A  

ラガゲ デーゲギットに適用される一連の処理の関数を

順番に並べたもの。 

 

ガンマ補正  [Gamma Correction] 

通常、入力デーゲとデゖガプレ゗等の出力値の間には指

数関数的な特性が現れ、この指数パラメーゲをゟンマ値

と呼ぶが、この値を調整することで表示輝度値のひずみ

を除去する画像処理。 

キーフレーム  [Key Frame]  ○A  

ゕニメーオョンの基本的な構成要素。レ゗ヤに適用され

た透過表示やゞメラの角度など、ゕニメーオョンのある

時点でのゝブカ゚アト プロパテゖのガナップオョット

を表す。 

 

幾何補正 

位置座標を持たないデーゲ（主に画像）に正確な地図上

の位置を与え、歪みなどを補正すること。 

⇒ ゝルグ幾何補正、カゝリフゔレンガ 

 

疑似ノード  [Pseudo Node]  ○A  

2 本だけのラ゗ンで共有される共通の端点。 

 

 

基準縮尺  ○A  

オンボルやラベルのエ゗キがマップ縮尺に適した高さと

幅で描画される基準となる縮尺。通常オンボルやラベル

はマップの拡大/縮小に関わらず指定したエ゗キで表示

されるが、基準縮尺を設定することで、その縮尺を基準

としてマップの拡大/縮小に応じてエ゗キが拡大または

縮小される。 

 

規制  ○A  

ネットワーア デーゲギットの通過制限に使用するネッ

トワーア ゛レメント属性。制限の例としては、一方通行、

トラッア進入禁止、バガ専用などがある。解析時に規制

を適用した゛レメントの通過を完全に禁止するか、回避

するか、あるいは逆に優先するように、特定の゛レメン

トに規制を関連付けることができる。 
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基盤地図情報 

地理空間情報活用推進基本法により、国土地理院を中心

に整備がすすめられた電子地図における位置の基準とな

る情報。行政区画、道路、標高などのデーゲがあり、国

土地理院の Web エ゗トでゴンロード提供している。 

 

キャリブレーション  [Calibration]  ○A  

機器によって計測された精度の高いデーゲを既存のデー

ゲと比較して補正すること。たとえば、ルートの M 値

を既知の計測値に基づいて調整し正確な値にする。 

 

共一次内挿法  ○A  

最も近くにある 4 個のギルの平均に基づいて、新しい

ギル値を計算するラガゲ デーゲのリエンプリンィ手法

の 1 つ。最近隣内挿法を使用する場合よりも滑らかな

表現になる。 

⇒三次たたみ込み内挿法、最頻値 

 

 

競合  ○A  

デーゲベーガの編集時に、複数のユーォが同時に 1 つ

のバーカョンを編集するか、2 つのバーカョンをリウン

エ゗ルしたときに発生する矛盾した状態。同じフゖーゴ

ャに対して 2 人のユーォが異なる編集を行い、各ユー

ォの編集を保存しようとした時点で競合が検知される。 

 

競合の解決  ○A  

競合を解決するプロギガ。ArcGIS では、各フゖーゴャ

の状態（編集前、別ユーォの編集、自分の編集）を対話

的に選択することができる。 

 

 

 

教師付き分類 

分類前にあらかじめその場所が何であるか、地物がわか

っている場合に、地物の特徴的なデーゲ（水、人工構造

物、植生など）を教師（トレーニンィ ゛リゕ）として画

像デーゲを分類する処理。 

⇒ 教師無し分類 

 

 

教師無し分類 

画像デーゲのアラガゲ（ゞテェリ）を自動的に検出し、

主題ごとに分類する処理。 

⇒ 教師付き分類 

 

極投影図法 

北極または南極のいずれかに中心点を置く地図投影法。

 

 

極半径 

地球の中心と極点を結んだ長さ。地球を回転楕円体と見

た場合の短軸。 

 

距離単位 

距離の計測単位（フゖート、マ゗ル、メートル、゠ロメ

ートルなど）。 

 

切り盛り  ○A  

除去 (切り) または追加 (盛り) により変化したエーフ

゚ガの面積と体積を計算すること。ArcGIS Spatial 

Analyst ゛アガテンオョンおよび ArcGIS 3D Analyst 

゛アガテンオョンの機能の 1 つ。 
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近接解析 

フゖーゴャもしくはラガゲのギルからの距離に基づく解

析方法。 

⇒ バッフゔ 

 

空間インデックス  [Spatial Index]  ○A  

フゖーゴャアラガに対して、空間検索のパフ゜ーマンガ

を向上させるために定義する仕組み。 

 

空間解析 

空間デーゲの位置情報を利用して、空間的な重なりや位

置関係から新たな情報を取得したり関係性を分析したり

する手法。 

 

空間結合  ○A  

2 つのレ゗ヤにあるフゖーゴャの相対位置に基づいて、

一方のレ゗ヤの属性テーブルのフゖールドがもう一方の

レ゗ヤの属性テーブルに追加される結合手法の 1 つ。 

 

空間検索  ○A  

位置関係に基づいてフゖーゴャを検出する手法。たとえ

ば、指定した距離内にある別のレ゗ヤのフゖーゴャを検

出したり、互いに隣接しているフゖーゴャを検出したり

できる。 

⇒ 属性検索 

 

空間参照  ○A  

地理デーゲに格納される座標系と許容値および座標精度。 

⇒ XY 許容値、Z 許容値 

 

空間データ  [Spatial Data] 

XY 座標値で表される地球上の位置に関連付けられた情

報と図形の形状に関する情報。 

 

空間データベース  [Spatial Database] 

大量の空間デーゲがデーゲベーガに格納されたもの。情

報を効率的に保存および取得できるように構成された、

空間デーゲと関連する属性デーゲの構造化されたウレア

オョン。 

 

空間的自己相関  ○A  

一連の空間フゖーゴャの属性値が互いに近い地点同士で

似た値を示す傾向がある（正の空間的自己相関）か、空

間内で均質に分散している（負の空間的自己相関）か、

値の分布に特徴がみられない（ランコム分布）かの度合

いを示す尺度。 

 

空間統計 

数学的な計算に場所や空間的な関係性（デーゲの距離、

面積、体積、長さ、高さ、方向、中心性、またはその他

の空間的な特性）を使用する統計の手法。空間統計は、

パゲーンや形状の分析、エープガのモデリンィや予測、

空間デーゲの統計比較、空間的相互作用など、異なるさ

まざまな種類の分析に利用される。 

 

クエリ レイヤ  [Query Layer]  ○A  

SQL 文によって定義されたレ゗ヤもしくはテーブル。

SQL 文は ArcMap 内で定義され、その実行結果が動的

にレ゗ヤもしくはテーブルとして表示される。ア゛リ レ

゗ヤを使用することで RDBMS 内の空間デーゲおよび

非空間デーゲを柔軟に結合してレ゗ヤまたはテーブルと

して利用することができる。 

 

クラスタ許容値  [Cluster Tolerance]  ○A  

カゝデーゲベーガ トポロカの作成時に、一定の距離内に

ある頂点は同じ位置にあるとみなされアラガゲリンィ処

理が実行されるが、その際に指定する距離のこと。 

 

クラスタ分析  [Cluster Analysis] 

比較的同質のィループに集団を分割する統計的な分類手

法。アラガゲ分析は消費者の区分や顧客の位置を求める

ためのマーイット分析で頻繁に使用されるが、他の分野

でも適用されている。 
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クラスタリング  [Clustering]  ○A  

1. 空間デーゲを位置または属性で分類する手法。 

2. カゝデーゲベーガ トポロカの整合ゴ゚ッア プロギ

ガの一部。アラガゲ許容値内にある頂点同士がガナ

ップされる。 

 

 

クラッキング  [Cracking]  ○A  

カゝデーゲベーガ トポロカの整合ゴ゚ッア プロギガの

一部。フゖーゴャの゛ッカの交点となる部分に頂点が作

成される。 

 

 

クリギング  [Kriging]  ○A  

重み付けされた一連のポ゗ントの計測値からギル値を推

定する内挿手法。デーゲの空間的なばらつきがエープ

ガにわたって均等であると仮定するように重み付けされ

る。 

⇒ Natural Neighbor、ガプラ゗ン 

 

 

グリッド  [Grid]  ○A  

1. マップ上の位置を特定するために使用する、格子状の

等間隔の水平線および垂直線。 

2. 「Esri Grid」を参照。 

⇒ ラガゲ 

 

 

グリッド子午線  [Grid Meridian] 

中央子午線に平行な子午線。平面直交座標系の位置を特

定する場合に使用される。 

 

クリップ  [Clip]  ○A  

フゖーゴャアラガの 1 つ以上のフゖーゴャをアッ゠ー

の抜き型のように使用して、別のフゖーゴャアラガの一

部分を切り抜くこと。 

 

 

グリニッジ子午線  [Prime Meridian at Greenwich] 

1884 年に国際協定によって「本初子午線」として採用

された子午線で、他のすべての経度を計算するときの基

準になる 0 度の子午線のことをいう。ィリニッカ本初

子午線は、゗ァリガのィリニッカにある王立天文台を通

る。「現在、国際的に使用されている本初子午線はィリニ

ッカ子午線を継承した IERS 基準子午線であり、およそ 

100m 東を通る」。[4] 

⇒ 本初子午線 
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グループ レイヤ  [Group Layer]  ○A  

複数のレ゗ヤを単一のものとして扱うことができるよう

にィループ化したレ゗ヤ。ィループ レ゗ヤにより、レ゗

ヤの表示/非表示、高度な描画順序ゝプオョンの割り当て、

別のマップで使用する際のレ゗ヤの共有をより簡単に行

うことができる。 

 

グローブ ドキュメント  [Globe Document]  ○A  

ArcGlobe 上で行った各種設定（参照デーゲ、ィローブ

の表示設定など）を保存したフゔ゗ル（拡張子 *.3dd）。 

 

経緯線 

地球の緯度を示す緯線および経度を示す経線を表す線。 

 

 

 

計曲線 

他の等高線より太く描き、標高を示す注記がつけられて

いる等高線のこと。等高線の間隔に基づき、一般的に 5 

番目の主曲線ごとに計曲線となる。 

⇒ 補助曲線 

 

 

傾斜角  ○A  

エープガの傾きまたは勾配。傾斜角は、傾斜度（0～

90、単位〆度）または傾斜率（高低差÷距離×100、単

位〆パーギント）から計測することができる。45 度の

傾斜角と 100 パーギントの傾斜角は同じである。TIN 

のプ゗ガの傾斜角はそのプ゗ガによって定義される

平面の最も急な下り勾配の角度であり、ラガゲ内のギル

の傾斜角はギルとその周囲の 8 つの近傍によって定義

される平面の最も急な角度である。 

 

傾斜方向  ○A  

地形の斜面の向きを示すウンパガの方向。通常は北から

の角度で計測される。傾斜方向は DEM（エープガ）

から生成することができる。たとえば、TIN の プ゗

ガの傾斜方向はそのプ゗ガの最も急な下り勾配の方向

であり、ラガゲ内のギルの傾斜方向はギルとその周囲の 

8 つの近傍によって定義される平面の最も急な下り勾

配の方向である。 

 

 

計測単位 

長さ、面積、高さなど、計測で使用する標準的な数量。 

⇒ 角度単位、距離単位、線形単位、表示単位、マップ単

位 

 

経度 

任意に定義した子午線（通常はィリニッカ子午線）の東

側または西側にある地表上の点の角度単位の距離（通常

は度、分、秒で表す）。すべての経線は、赤道と交わり、

北極軸と南極軸を通過する大円。 

⇒ 緯度 

 

 

結果ウィンドウ  [Results Window]  ○A  

カゝプロギオンィ ツールの処理履歴を記録々 表示するた

めの゙ゖンド゙。メッギーカや環境設定、入出力デーゲ

を確認できるほか、履歴から処理を再実行したり、

ModelBuilder や Python で使用したりすることもで

きる。また、カゝプロギオンィ エービガとしての共有も

ここから行うことができる。 
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結合  ○A  

1. 2 つのテーブルに共通する属性またはフゖールドに

基づいて、一方のテーブルのフゖールドを他方のテ

ーブルのフゖールドに追加すること。通常は、レ゗

ヤの属性テーブルに新たな属性を追加する目的で使

用される。 

2. 異なるデーゲギットの複数のフゖーゴャを接合して、

それらを 1 つのフゖーゴャにすること。 

⇒ 空間結合、テーブル結合 

 

 

けば 

地形の起伏を表す地図上の短い線。急斜面を示す場合は

太く短く、けば同士を近づけて描き、緩斜面を示す場合

は細く長く、けば同士を離して描く。 

 

 

検索ウィンドウ  [Search Window]  ○A  

ArcGIS for Desktop でのマップ、デーゲ、カゝプロギ

オンィ ツール、゗メーカの検索や゗ンデッアガ作成を行

うための゙ゖンド゙。゠ーワードだけでなく、デーゲ ビ

ューの表示範囲による検索ができ、検索対象については

ローゞル以外に ArcGIS for Server や ArcGIS Online 

が配信するウンテンツも検索できる。 

 

検索許容値  ○A  

主にネットワーア解析において、ネットワーア ロイーオ

ョンに最も近いネットワーア ゛レメントを検索するた

めに使用される距離の閾値。 

 

原点 

他のすべての点の計算基準となる座標系の固定基準点。

通常、平面座標系では座標（0,0）、3 次元座標系では

（0,0,0）で表される。ただし投影された地図の中心が

常に原点であるとは限らない。 

 

 

公共座標系 

「平面直角座標系」を参照。日本の基本測量や公共測量

において、経緯度座標以外で正式に用いることができる

直交座標系であるため、このように呼ばれる場合もある。 

 

航空レーザー測量 

航空機から地上にレーォー光を照射し、反射する光との

時間差を利用して行う測量法。 

 

航程線 

同じ射角ですべての子午線と交差する、地表面に沿った

ゞーブ。「等角航路」とも呼ばれる。航程線は単一のウン

パガ方位に進み、メルゞトル図法では直線、極図法では

対数螺旋になる。航程線は、球体上の 2 点間の最短距

離ではない。 

⇒ 大円 
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高度  ○A  

エープガ上のポ゗ントの高さまたは標高。通常、高度

の計測値は海抜などの特定の参照する測地基準系に基づ

く。 

 

高度段彩 

高度ごとに色分けした地表表現の 1 つ。 

⇒ 等高線、陰影起伏 

 

 

コード値ドメイン  [Coded Value Domain]  ○A  

カゝデーゲベーガにおいて、入力可能な属性値を制限す

るためのドメ゗ン。ウード値ドメ゗ンは、ウードとそれ

に対応する値で構成される。たとえば、道路フゖーゴャ

アラガでは、1、2、3 という数字が砂利、ゕガフゔルト、

ウンアリートといった 3 つの道路ゲ゗プに対応するよ

うに定義する。ウードはカゝデーゲベーガに格納され、

それに対応する値は属性テーブルに表示される（上記の

例では、カゝデーゲベーガには「1」というウード値が

格納され、ArcGIS ゕプリイーオョン上では「砂利」と

表示される）。 

 

コスト  [Cost]  ○A  

1. 時間、距離、またはその他要因（困難さやリグーガの

費用など）の関数。 

2. ArcGIS Network Analyst で、ネットワーア デーゲ

ギットの゗ンピーコンガと需要をモデリンィするた

めのネットワーア ゛レメントの属性。ウガトは、ネ

ットワーアの通行過程で累積される属性。 

⇒ ゙゚゗ト、階層、規制、最小ウガト パガ、最短パガ 

 

 

コスト距離解析  [Cost Distance Analysis]  ○A  

ある地点間の最短経路を直線距離ではなく、移動の際に

負荷となる要素を移動ウガトとして定義したラガゲを使

用し、最小ウガトとなる経路を検出する解析。ArcGIS 

Spatial Analyst ゛アガテンオョンの機能の 1 つ。 

⇒ 最小ウガト パガ 

 

子レプリカ  [Child Replica]  ○A  

カゝデーゲベーガ レプリイーオョンにおいて、複製先と

なるカゝデーゲベーガのデーゲ。 

⇒ レプリゞ 

 

コロプレス マップ  [Choropleth Map] 

特定の現象の階級値を表すために配色される主題図。 

 

コンター  [Contour] 

「等値線」を参照。 

 

コンター間隔  [Contour Interval]  ○A  

ウンゲーを発生させる際に指定する間隔。 

 

コンテンツ ウィンドウ  [Contents Window]  ○A  

ArcGIS for Desktop のマップ上にあるすべてのレ゗ヤ

を一覧表示し、各レ゗ヤのウンテンツが何を表している

かを示すための゙ゖンド゙。レ゗ヤの表示順序とオンボ

ルの割り当てを管理したり、各レ゗ヤの表示プロパテゖ

およびその他のプロパテゖを設定したりすることができ

る。 
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コントラスト  [Contrast] 

画像において最も明るい色と最も暗い色の差。ウントラ

ガトが高い画像では、さまざまな地物が明瞭に識別でき、

ガトレッゴ処理により調整することができる。 

 

コントロール ポイント  [Control Point]  ○A  

座標値がわかっている、紙地図あるいはデカゲル地図上

のさまざまな位置のうちの一つ。異なる座標系により空

間的に一致しないデーゲギットを、ウントロール ポ゗ン

トの座標系に変換するために使用する。また、紙地図か

らデーゲをデカゲ゗キしたり、ラガゲおよびベアゲ デー

ゲをカゝリフゔレンガしたり、ラバーオートのようなゕ

カャガト処理を行ったりするためにも使用する。 

 

コンフィグレーション キーワード  [Configuration 

Keyword]  ○A  

カゝデーゲベーガのゝブカ゚アトをどのように格納する

か定義したパラメーゲのィループの名前。 

 

コンプレックス エッジ フィーチャ  [Complex Edge 

Feature]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、゙ ッカの中間部

分でフローを変更できるように論理ネットワーア内で管

理されるネットワーア フゖーゴャ。 

⇒ フロー方向 

 

コンプレックス ジャンクション フィーチャ 

[Complex Junction Feature]  ○A  

論理ネットワーア内の複数のネットワーア ゛レメント

を制御するカャンアオョン フゖーゴャ。 

⇒ カゝメトリッア ネットワーア 

 

コンポジット リレーションシップ  [Composite 

Relationship]  ○A  

関連元ゝブカ゚アトの存続期間によって関連先ゝブカ゚

アトの存続期間が制御されるゝブカ゚アト間のリレーオ

ョンオップ。たとえば、高速道路専用の標識は高速道路

なしには存在しないため、高速道路とその標識の関連付

けはウンポカット リレーオョンオップである。 

⇒ オンプル リレーオョンオップ 
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サーフェス  [Surface]  ○A  

地理的事象を、連続性を持って変化する値（例〆標高、

気温、大気濃度など）をもとに面的な空間として表現し

たもの。 

⇒ エープガ モデル 

 

 

サーフェス モデル  [Surface Model]  ○A  

エープガを GIS で利用できるようにモデル化したも

の。ラガゲ、TIN、テレ゗ン デーゲギット、LAS デー

ゲギットとして格納および表示される。 

 

差異画像 

画像処理において、二つの異なる画像間で差を計算する

ことにより作成された画像。「差分画像」とも呼ばれる。 

 

 

最近隣内挿法  ○A  

最も近くにあるギルの値に基づいて、新しいギル値を割

り当てるラガゲ デーゲのリエンプリンィ手法の 1 つ。

入力ラガゲ デーゲギットのギルの値をそのまま使用す

るため、分類デーゲや整数デーゲ（土地利用、土壌、森

林ゲ゗プなど）、あるいは（リモート ギンオンィ画像な

どの）放射量のリエンプリンィによく使用される。 

⇒ 共一次内挿法、三次たたみ込み内挿法、最頻値 

 

 

最小/最大表示縮尺  ○A  

マップ上でレ゗ヤが表示される最小/最大縮尺。各レ゗ヤ

に最小/最大表示縮尺を設定することで、マップを拡大ま

たは縮小した際に、マップ上のレ゗ヤの表示/非表示を制

御することができる。 

 

最小コスト パス  [Least Cost Path]  ○A  

2 つのポ゗ント間で移動ウガトが最小のパガ。この場合

のウガトは、時間、距離、またはその他要因（困難さや

リグーガの費用など）の関数となる。 

⇒ 最短パガ 

 

最短パス  [Shortest Path]  ○A  

交通規制や時間帯による交通量などを考慮した、2 つ以

上のポ゗ント間の最適なルート。 

⇒ 最小ウガト パガ 

 

最頻値  ○A  

対象のギルとその周辺のギルの中で最も多いギル値を割

り当てるラガゲ デーゲを表示する際のリエンプリンィ

手法の 1 つ。 

⇒ 最近隣内挿法、共一次内挿法、三次たたみ込み内挿法、

最頻値 

 

再分類  ○A  

ラガゲのギル値を代替値に再分類すること。たとえば、

値 1 ～ 50 を値 1 に、値 51～100 を値 2 に割り当

てる。多くの場合、ラガゲ デーゲの解釈を容易にする、

または変更するために使用される。 
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最尤法分類  ○A  

各アラガの属性値に基づいてそのアラガに属するギルの

確率を計算し、確率が最大のアラガにギルを割り当てる

ラガゲの分類法。ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテンオ

ョンの多変量解析ツールギットに属するツールの 1 つ。 

 

索引図 

現在のペーカが地図の範囲全体からみてどこに位置する

のかを示すために使用する参照用地図。 

 

差し込みマップ  [Inset Map]  ○A  

メ゗ンの地図に対して補助的に挿入する小さな地図。特

定の範囲を拡大表示して詳細な情報が分かるようにした

ものや、位置関係が分かるように小縮尺の地図にメ゗ン

の地図の表示範囲を枠で示したものなどに使用する。 

⇒ 概観図 

 

 

座標 

空間内の位置を特定するために使用される値。これらの

値は X および Y で表され、必要に応じて Z 値または 

M 値でも表される。 

⇒ 地理座標、投影座標、XY 座標 

 

 

座標系 

緯度と経度や XY 座標などを使用して地球上の位置を

特定するための定義。使用する目的や地域により、さま

ざまな座標系が存在する。ArcGIS では、地理座標系、

投影座標系、鉛直座標系の 3 つが主に使用される。 

⇒ 座標 

 

座標精度  ○A  

カゝデーゲベーガのフゖーゴャアラガ、もしくはカゝプ

ロギオンィ ツールの解析結果などの座標値を格納する

ために使用される最小距離（単位は座標値の座標系と同

じ単位で表される）。ArcGIS は座標値をこの最小距離を 

1 辺の長さとする非常に細かい格子状のィリッドで管

理する。すべての座標値はこの格子の格子点にガナップ

されるため、この最小距離よりも小さい座標値は切り捨

てられる。格納されるフゖーゴャの形状や解析結果の値

の精度は座標精度が小さいほど高くなるが、座標精度が

あまりに小さいとデーゲの格納領域が増加しパフ゜ーマ

ンガに問題が発生する場合がある。デフ゜ルトの座標精

度は単位がメートルの座標系において 0.0001 メート

ル（座標系の単位が異なる場合は、0.0001 メートルに

相当する値）であり、ほとんどの場合デフ゜ルトの座標

精度で適切なパフ゜ーマンガとデーゲの精度を保持する

ことができる。 

 

座標変換 

ある座標系における座標を移動や回転、数式等を用いて

異なる座標系の値に変換すること。 

 

 

サブタイプ  [Subtype]  ○A  

カゝデーゲベーガにおいて、同じフゖーゴャアラガ内の

デーゲを属性値で分類したもの。たとえば、道路フゖー

ゴャアラガのデーゲを、一般道路、補助幹線道路、幹線

道路の 3 つのエブゲ゗プに分類し、エブゲ゗プごとに

異なるオンボルを設定したり、デーゲを編集したりでき

る。 

⇒ フゖーゴャアラガ 
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差分テーブル  [Delta Table]  ○A  

フゖーゴャアラガまたはテーブルがバーカョン対応とし

て登録されたときに作成され、編集時のバーカョンに対

する変更内容を記録する ArcSDE カゝデーゲベーガの

テーブル。 

 

サムネイル  [Thumbnail]  ○A  

デーゲ グーガやレ゗ヤ、マップなどさまざまな地理デー

ゲを見本として表す小さな画像。 

 

 

三次たたみ込み内挿法  ○A  

最も近くにある 16 個のギルの平均に基づいて、新しい

ギル値を計算するラガゲ デーゲのリエンプリンィ手法

の 1 つ。出力値の計算に使用されるギルの数が多いた

め、共一次内挿法よりもデーゲが鮮明になる傾向にあり、

航空写真や衛星画像などのリエンプリンィによく使用さ

れる。 

⇒ 最近隣内挿法、最頻値 

 

 

参照整合性 

子テーブルの行の外部゠ー値が常に親テーブルの主゠ー

値と一致しなければならない DBMS 定義の制約。 

⇒ NULL 制約、一意性制約 

 

シームライン  [Seamline]  ○A  

モォ゗ア デーゲギット内のラガゲ デーゲのモォ゗ア境

界を定義するポリェン。 

 

シーン  [Scene]  ○A  

Esri 社の GIS ゕプリイーオョン上で表示される 3 次

元の景観を表現したマップ。 

 

シーン ドキュメント  [Scene Document]  ○A  

ArcScene 上で行った各種設定（参照デーゲ、オーンの

表示設定など）を保存したフゔ゗ル（拡張子 *.sxd）。 

 

シェープ  [Shape]  ○A  

地物をマップ上に表現するときの形状（ポ゗ント、ラ゗

ン、ポリェン）。 

 

シェープファイル  [Shapefile]  ○A  

Esri 社が策定した地理デーゲのベアゲ デーゲ形式。基

本的に 3 つのフゔ゗ル（*.shp、*.dbf、*.shp）から構

成され、ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェンなどのカゝメトリ

と属性情報を格納する。フゔ゗ルの仕様が公開されてい

るので互換性が高く、多くの GIS グフド゚ゕで利用

することができる。 

 

ジェネラライズ  [Generalize]  ○A  

1. 縮尺に合わせて元デーゲの形状を抽象化、単純化する

プロギガ。 

2. ラ゗ンの基本的な形状を保ったまま、ラ゗ンの頂点の

数を減らすプロギガ。 

3. ラガゲ デーゲの不要または゛ラーとなっているピア

ギルをアリーンゕップするプロギガ。 

⇒ ラ゗ンの単純化 

 

ジオイド  [Geoid] 

水が地球の重力や遠心力に逆らわずに地球上を覆った場

合の仮説上の不規則な海洋面形状。 

 

 

ジオイド高  [Geoid Height] 

回転楕円体面からのカゝ゗ドまでの高さ。 
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ジオコーディング  [Geocoding] 

住所、場所の名前などの情報から、地図上の位置を特定

するプロギガ。 

⇒ ゕドレガ マッゴンィ 

 

 

ジオコード サービス  [Geocode Service]  ○A  

ArcGIS for Server を使用してカゝウーデゖンィ機能を 

Web エービガ化したもの。 

 

ジオタグ付き写真  [GeoTagged Photo] 

GPS ゞメラ デバ゗ガまたはガマートフ゜ンで撮影され

た位置座標を記録している写真。 

 

ジオデータ  [Geodata] 

「地理デーゲ」を参照。 

 

ジオデータベース  [Geodatabase]  ○A  

ArcGIS の地理デーゲの標準デーゲ形式。カゝデーゲベ

ーガの格納形態は、フゔ゗ル オガテム フ゜ルコ、

Microsoft Access デーゲベーガ、汎用的な RDBMS

（Oracle、Microsoft SQL Server、PostgreSQL、IBM 

DB2 など）のいずれかであり、カゝデーゲベーガ内にフ

ゖーゴャアラガ、属性テーブル、ラガゲ デーゲギット、

ネットワーア デーゲギット、トポロカなど、さまざまな

デーゲを格納することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

ジオデータベース トポロジ  [Geodatabase Topology]  

○A  

カゝデーゲベーガに格納されているフゖーゴャおよび複

数のフゖーゴャ間の空間的な整合性を維持する仕組み。

カゝデーゲベーガ内に関連するフゖーゴャアラガに対す

るトポロカの定義（トポロカ ルール、アラガゲ許容値な

ど）が格納され、整合ゴ゚ッア、ルールに違反したデー

ゲの検知と修正を効率的に行うことができる。カゝデー

ゲベーガ トポロカは、ArcGIS for Desktop の 

Standard および Advanced ラ゗ギンガで利用するこ

とができる。 

 

ジオデータベース レプリケーション  [Geodatabase 

Replication]  ○A  

ArcGIS において、2 つ以上のカゝデーゲベーガ間でデ

ーゲ変更の同期をとるためにデーゲを複製する手法。カ

ゝデーゲベーガ全体またはカゝデーゲベーガのエブギッ

トの複製が可能である。カゝデーゲベーガ レプリイーオ

ョンには、双方向レプリイーオョン、一方向レプリイー

オョン、ゴ゚ッアゕ゙ト/ゴ゚ッア゗ン レプリイーオョ

ンの 3種類がある。 

⇒ レプリイーオョン 

 

ジオデザイン  [Geodesign] 

地理々空間的な視点で都市や自然環境をデォ゗ンするこ

と。包括的なデォ゗ンと最適な意思決定を行うために、

地理情報のモデリンィ、オミュレーオョンによる影響の

評価、関係者からフゖードバッアの取得などのプロギガ

を繰り返す手法をとる。 
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ジオフェンス  [Geofence] 

仮想的な地理的境界のこと。位置を確認できるデバ゗ガ

を持った対象者および対象物が、あらかじめ設定された

カゝプンガへ出入りしたときに、何らかのゕアオョン

（プッオュ通知など）を起こすといった形で利用される。 

 

 

ジオプロセシング  [Geoprocessing]  ○A  

ArcGIS における GIS デーゲに対するさまざまな処理

（解析、変換、管理など）を意味し、入力デーゲやパラ

メーゲを指定して処理を実行すると、その結果を新たな

デーゲをして出力する。これら処理を実行するツールを

「カゝプロギオンィ ツール」と呼ぶ。 

 

ジオプロセシング サービス  [Geoprocessing Service]  

○A  

カゝプロギオンィ処理を Web エービガ化したもの。

ArcGIS for Server からカゝプロギオンィ エービガと

して公開することにより、Web ゕプリイーオョンおよ

びその他のアラ゗ゕント ゕプリイーオョンで使用でき

る。 

 

ジオプロセシング ツール  [Geoprocessing Tool]  ○A  

カゝプロギオンィ処理を実行するためのツール。 

⇒ ArcToolbox 

 

ジオメトリ  [Geometry]  ○A  

ベアゲ デーゲ（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）の形状お

よびそのプロパテゖ。 

 

ジオメトリック エフェクト  [Geometric Effect]  ○A  

カゝメトリのマップ上での外観を動的に変更するリプレ

クンテーオョンのルール。例として、ポ゗ントを指定し

た半径の円形で表示する、ラ゗ンを指定した距離でゝフ

ギット表示する、など。 

 

 

ジオメトリック ネットワーク  [Geometric Network]  

○A  

カゝデーゲベーガのラ゗ン フゖーゴャアラガとポ゗ン

ト フゖーゴャアラガから構成されるデーゲ モデルで、

主に電力、ゟガ、水道、通信などの設備管理や河川管理

で使用される。現実世界の設備網を゛ッカ（例〆上水道

設備の配水管）とカャンアオョン（例〆上水道設備の給

水栓）に模して、接続性ルールを定義することでリグー

ガ（例〆水）の流れを解析することができる。カゝメト

リッア ネットワーアは、ArcGIS for Desktop の 

Standard および Advanced ラ゗ギンガで作成するこ

とができる。 

⇒ 論理ネットワーア、フロー方向 

 

 

ジオリファレンス  [Georeferencing]  ○A  

地理的な情報を持たない画像デーゲや CAD デーゲに

対して、地理的な位置が定義されている空間デーゲをも

とに地理的な情報を付加する処理。 

⇒ ウントロール ポ゗ント 
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ジオロケーション  [Geolocation] 

1. 表形式デーゲと空間位置を照合することで、フゖーゴ

ャを作成するプロギガ。カゝロイーオョンの例とし

ては、XY 座標のテーブルからポ゗ント デーゲを作

成することが挙げられる。 

2. 携帯電話や゗ンゲーネットに接続されたモバ゗ル端

末などのゝブカ゚アトの位置情報を特定する技術。 

 

磁気偏角 

地球上のある地点から測定された磁北と真北の間の角度。

地球の磁場の変化によって、場所や時間の変化とともに

変化する。 

 

時系列データ  [Temporal Data] 

一定期間の時刻または日付を格納しているデーゲ。 

 

自己交差  ○A  

ラ゗ンおよびポリェンを形成する線分が自分自身に交差

している状態（例〆数字の「8」の字のような形状）。ArcGIS 

においては、自己交差のあるポリェンは゛ラーとみなさ

れる。 

 

子午線 

北極と南極を通る地球の大円で、通常は経線と同義で使

用される。経度 0 度の子午線が本初子午線。 

⇒ 経度 

 

 

自然分類  ○A  

マップ上でフゖーゴャを属性値で分類して表示する際に、

デーゲ分布の自然なィループに基づいてデーゲを分類す

る手法。デーゲ値の差異が比較的大きい部分にしきい値

が設定され、類似している値を最適にィループ化する。 

⇒ 等間隔分類、標準偏差分類、等量分類 

 

磁方位 

磁北を基準として計測された方角。 

⇒ 磁気偏角 

 

磁北 

方位磁針の N 極が指す地表面のある地点から大圏を通

って北磁極に向かう方角。 

⇒ 磁方位、磁気偏角 

 

シャープニング  [Sharpening] 

画像に対するフゖルゲリンィ手法の一つで、地物の輪郭

を強調し、判読しやすくする。 

 

射影変換  ○A  

4 個以上の移動リンアを必要とする変換で、直線の形状

を直線のまま保てるように幾何補正できる。ゕカャガト

の補正方法の 1 つ。 

 

 

写真測量 

対象物を撮影した写真を用いて、位置の測定や内容の判

読を行う技術のこと。 

 

ジャンクション  [Junction]  ○A  

カゝデーゲベーガのネットワーア デーゲ モデルにおい

て複数の゛ッカが接合するポ゗ント。 

 

 

住所フィールド  [Address Field]  ○A  

1 つ以上の住所゛レメントを格納するテーブルの列。 
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住所ロケータ  [Address Locator]  ○A  

住所属性、関連゗ンデッアガ、ルールを格納する ArcGIS 

のデーゲギット。住所ロイーゲのルールは、番地といっ

た場所の非空間情報を、マップ上にフゖーゴャとして表

示できる空間デーゲに変換するためのプロギガを定義す

る。住所ロイーゲには、カゝウーデゖンィに使用される

参照デーゲのガナップオョットと、住所の標準化、一致

する場所の検索、および出力の生成のためのパラメーゲ

が含まれている。 

 

住所ロケータ スタイル  [Address Locator Style]  ○A  

住所ロイーゲを構築するためのテンプレート。各テンプ

レートは、特定の形式の住所と参照デーゲ、およびカゝ

ウーデゖンィ パラメーゲに合わせて設計されている。 

 

重心 

フゖーゴャの幾何学的な中心。ラ゗ンの場合は中間点、

ポリェンの場合は゛リゕの中心、3 次元図形の場合は体

積の中心を示す。 

 

 

集水域 

ある共通の 1 点に水の流出をもたらす上流方向の領域。

ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテンオョンの [集水域

ラガゲの作成] カゝプロギオンィ ツールで集水域を求

めることができる。 

 

 

 

集約  ○A  

位置的に近い（通常は隣接関係にある）複数のフゖーゴ

ャを 1 つに統合するための処理。 

 

 

主キー  [Primary Key] 

デーゲベーガにおいてテーブルの各レウードを一意に識

別するフゖールドまたはフゖールドの組み合わせ。主゠

ーには重複する値や、NULL 値は使用できない。 

⇒ 外部゠ー 

 

縮尺 

地図上の距離または面積と、地球上の対応する距離また

は面積の比率。一般に、分数または比率で表される。た

とえば、地図の縮尺を 1 万分の 1（1/10,000 または 

1:10,000）とした場合、地図上の 1 ギンゴメートルが

地球上ではその 10,000 倍の 100 メートルに相当す

ることを意味する。異なる値の縮尺を比較した場合、値

の大きい方（= 分母の小さい方）を大縮尺、値の小さい

方（= 分母の大きい方）を小縮尺という。 

⇒ 縮尺記号 

 

縮尺記号 

目測でおおよその距離が判断できるように、地図の縮尺

にあわせて表示した目盛り付きの記号。 

 

 

縮尺係数 

基準となる縮尺に対する地図投影のひずみを表す係数。

投影面が地表面と 1点で接する接図法ではその接点が、

投影面が地表面と交差する割図法ではその割線が、投影

座標系の定義パラメーゲとしての縮尺係数となる。 
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縮尺範囲  ○A  

マップ内で個々のレ゗ヤの描画に適用する縮尺の範囲。

レ゗ヤに対して縮尺範囲を設定することで、設定した縮

尺の範囲内でそのレ゗ヤは自動的に表示され、範囲外で

非表示になる。縮尺範囲は、各レ゗ヤのプロパテゖにて

設定可能。 

 

主題図 

人口密度や地質など、1 つのトピッアまたはテーマに関

する情報を伝達するための地図。 

⇒ ウロプレガ マップ 

 

主題データ  [Thematic Data] 

特定のテーマ（主題）を表す地理デーゲ。通常、主題ご

とに個別のデーゲ（道路、建物など）となる。 

 

主曲線 

等高線の中で最も基本的な線。 

⇒ 計曲線、補助曲線 

 

準天頂衛星 

一地域の上空に長時間とどまる軌道を取る人工衛星のこ

と。 

⇒ 準天頂衛星オガテム 

 

準天頂衛星システム 

英語の呼称は Quasi-Zenith Satellite System で、

「QZSS」と略される。 

JAXA が準天頂衛星を用いて構築を目指している衛星測

位オガテムのこと。GPS 衛星からの信号と組み合わせる

ことで、測位できる場所や時間帯を拡大する。 

 

小円 

平らな面と球体のいずれかの表面を交差させた際にでき

る、球体の中心点を通らない円。赤道以外の緯線は小円

である。 

⇒ 大円 

 

 

小縮尺 

一般的に、地球上の広い範囲を簡略に表示している地図

の縮尺。 

⇒ 大縮尺 

 

受動型センサー  [Passive Sensor] 

反射のみを受信できる゗メーカ ギンエー。 

 

シンク  [Sink]  ○A  

1. カゝメトリッア ネットワーアのフローの終点となる

カャンアオョン フゖーゴャ。たとえば、下水道網で

は、水道管を通じて水が浄水場に流れ込むので、浄

水場をオンアとしてモデリンィすることができる。 

2. DEM において、周囲のギルより極端に標高値が低い

ギル（例〆窪地）。 

⇒ グーガ 

 

シンプル エッジ フィーチャ  [Simple Edge Feature]  

○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、一方の端からリ

グーガ（例〆電気、ゟガ）が入り、もう一方の端から出

てくる゛ッカ フゖーゴャ。゙ ッカの中間部分でフローを

変えることができるウンプレッアガ ゛ッカ フゖーゴャ

に対して、オンプル ゛ッカ フゖーゴャは途中でフロー

を変えることはできない。 

⇒ フロー方向 

 

シンプル フィーチャ  [Simple Feature] 

ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェンなどの単純なベアゲ デーゲ

を格納する GIS デーゲ モデル。各フゖーゴャのカゝメ

トリは、1 レウードとして格納される。 
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シンプル リレーションシップ  [Simple Relationship]  

○A  

関連元ゝブカ゚アトの存続期間が関連先ゝブカ゚アトに

影響を与えない独立したゝブカ゚アト間のリレーオョン

オップ。 

⇒ ウンポカット リレーオョンオップ 

 

真方位 

真北を基準にして測定された方位。 

 

真北 

地球上の任意の地点から北極点に向かった方向。 

 

シンボル  [Symbol]  ○A  

フゖーゴャまたはフゖーゴャアラガのマップ上での表現

形式。オンボルには、それらの形状を模式化して表現さ

れるもの（例〆樹木、住居、鉄道）、抽象的な形状（例〆

三角形、円、点線）、またはテ゠ガトがある。 

⇒ マーゞーオンボル、塗りつぶしオンボル、ラ゗ン オ

ンボル、テ゠ガト オンボル、3D オンボル 

 

 

シンボル レベル ドローイング  [Symbol Level Drawing]  

○A  

オンボルの種類に基づいて 1 つのフゖーゴャアラガ内

のフゖーゴャの描画順序を決定する設定。 

 

水深測量 

湖底や海底の地形を特定するために水域の深さを計測し

図化する技術。 

 

数値分類  ○A  

フゖーゴャアラガの属性値を使用して数量を表現する分

類手法の 1 つ。マップ上では、色、等級オンボル、比

例オンボル、ドット密度、ゴャートといった複数の方法

を使用して、数量を表現する。 

 

スキーマ  [Schema]  ○A  

1. カゝデーゲベーガの構造または設計。ガ゠ーマによっ

てカゝデーゲベーガの物理的な構造やカゝデーゲベ

ーガに格納されているフゖーゴャアラガやテーブル

のルール、リレーオョンオップ、およびプロパテゖ

が定義される。 

2. フゖーゴャアラガやテーブルの構造または設計。ガ゠

ーマによってフゖーゴャアラガやテーブルに含まれ

るフゖールド名、フゖールドの゛゗リゕガ、フゖー

ルドのデーゲ型、NULL 値の許可などが定義される。 

 

スクリプト  [Script] 

ウンピューゲやグフド゚ゕに対して一連の処理の命令

を記述したウンピューゲ プロィラム。機械語などウンピ

ューゲが解釈可能な言語への変換や実行可能フゔ゗ルへ

の変換と言ったウンパ゗ル処理を必要とせず、記述した

グーガウードを即時実行することができる。 

⇒ Python 

 

スケッチ  [Sketch]  ○A  

ArcMap の編集ギッオョンにおいてラ゗ンやポリェン

の形状を作図または変更する際のカゝメトリの表現形態。 

 

 

スタイル  [Style]  ○A  

レ゗ヤなどに対してあらかじめ定義された色、オンボル、

オンボルのプロパテゖ、およびマップに含まれるマップ 

゛レメント（方位記号、縮尺記号など）の集合。ガゲ゗

ルを使用することで、作成するマップを標準化し品質の

一貫性を保つことができる。 

⇒ ガゲ゗ル マネーカャ 
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スタイル マネージャ  [Style Manager]  ○A  

新しいガゲ゗ルの作成と既存のガゲ゗ルの編集に使用す

る ArcGIS for Desktop のツール。ガゲ゗ル マネーカ

ャには、マップによって現在参照されているすべてのガ

ゲ゗ルの内容が表示される。また、新規に作成したオン

ボルなどを含むユーォ独自のガゲ゗ルやその他マップ 

で使用可能な追加のガゲ゗ルも含まれている。 

 

ストップ  [Stop]  ○A  

ArcGIS Network Analyst ゛アガテンオョンにおけるル

ート解析でルートが通過する必要のあるネットワーア 

ロイーオョン。解析時に複数のガトップを指定すること

ができ、少なくとも出発点と目的地の 2 つのガトップ

を指定する必要がある。 

 

ストリーム モード デジタイズ  [Stream Mode Digitizing]  

○A  

ゞーグルの動きに応じて、ポ゗ントを事前に定義した間

隔で自動的に記録するデカゲ゗キ手法。 

 

ストリーム許容値  [Stream Tolerance]  ○A  

ガトリーム モード デカゲ゗キでの頂点間の最小間隔。

ガトリーム許容値はマップ単位で表される。 

 

ストレッチ  [Stretch] 

ラガゲ デーゲのピアギル値のヒガトィラムを使用して、

ギル間のウントラガトを際立たせる表示手法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スナップ  [Snap]  ○A  

1. マ゙ガ ポ゗ンゲの位置を編集対象のレ゗ヤのフゖー

ゴャの頂点または線分の座標に正確に一致するよう

に自動的に移動させる機能。ガナップ機能を使用す

ることで、たとえばあるラ゗ンに接する別のラ゗ン

を正確に作図することができる。 

2. あるフゖーゴャの頂点から指定された距離（許容値）

内にある別のフゖーゴャの頂点を、両者の座標が正

確に一致するように移動させる自動的な処理。 

⇒ ガナップ許容値 

 

 

スナップ許容値  [Snap Tolerance]  ○A  

ArcMap の編集ギッオョンで、マ゙ガ ポ゗ンゲやフゖ

ーゴャの頂点を別の場所にガナップするときの最大の距

離。ガナップ先の位置（頂点、線分、中間点、または交

点）がその距離内にある場合、マ゙ガ ポ゗ンゲは自動的

にガナップされる。ガナップ許容値は、マップ単位また

はピアギル単位で表す。 

⇒ ガナップ 

 

スナップ対象ラスタ  [Snap Raster]  ○A  

ギルの配列の範囲を既存のラガゲと正確に一致させるた

めのカゝプロギオンィ ツールの [環境設定] コ゗ゕロ

ィ ボッアガのゝプオョン。指定された範囲の左下隅をガ

ナップするラガゲ内の最も近いギルの左下隅にガナップ

し、指定された範囲の右上隅をガナップするラガゲ内の

最も近いギルの右上隅にガナップさせる。 

 

スプライン  [Spline]  ○A  

エープガ全体の曲率を最小化する数学関数を使用して

ギル値を推定する内挿手法。入力ポ゗ントを正確に通過

する滑らかなエープガを生成できる。 

⇒ IDW、アリァンィ、Natural Neighbor 
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スプリット ポリシー  [Split Policy]  ○A  

属性フゖールドに属性ドメ゗ンが関連付けられているフ

ゖーゴャを 2 つのフゖーゴャにガプリット（分割）す

る際に、その属性フゖールドの値の割り当てをどのよう

に処理するかを決定するポリオー。標準的なガプリット 

ポリオーには、複製、デフ゜ルト値、カゝメトリ比（分

割後のカゝメトリの面積の比率で数値を分配）がある。 

⇒ マーカ ポリオー 

 

スペクトル分解能  [Spectral Resolution] 

画像処理オガテムが検知できる波長の幅。 

 

スムージング  [Smoothing] 

内挿やフゖルゲリンィにより画像上のこまかな変化を除

去したり、減らすことで画像内の全体のトレンドやパゲ

ーンを明らかにしたりして描画するための画像処理。 

⇒ ラ゗ンのガムーカンィ 

 

 

スリバー ポリゴン  [Sliver Polygon]  ○A  

微小なポリェン。2 つ以上のフゖーゴャを重ねた場合に、

それぞれの境界線が完全に一致していないために境界線

のァャップによってガリバー ポリェンが作成されるこ

とがある。 

 

 

正角図法 

小さな範囲の形状を正確に維持する地図投影法。正角図

法では、経緯線は 90 度で交差し、地図上のどの点でも

縮尺がすべての方向で同じになる。また、線分の交点間

の角度を含め、各点ですべての角度が維持されるが、場

所によっては面積に大きな歪みが生じる可能性がある。 

⇒ 地図投影 

 

 

正規化  ○A  

対象地域のエ゗キや、各対象地域のフゖーゴャの数に応

じた値の差異を最小限に抑えるために、ある数値属性を

別の数値属性で除算するプロギガ。たとえば、総人口を

総面積により正規化（除算）すると、単位面積あたりの

人口、つまり人口密度が得られる。 

 

正距図法 

1 つ以上の線分に沿って、あるいは 1 つまたは 2 つの

点から地図上の他のすべての点まで縮尺を維持する地図

投影法。最も重要な特性は、中心点からの距離が正確で

あることである。たとえば、東京を中心にした場合、東

京と投影上の他のすべての点の間の距離は正確であるが、

それ以外の 2 つの点の間の距離は正確ではない。 

⇒ 地図投影 

 

正距方位図法 

中心点から別の点までの距離と方位を維持する地図投影

法。たとえば、東京を中心にした場合、東京と投影上の

他のすべての点の間の距離と方位は正確である。中心か

ら距離が離れるにしたがって、面積および形状の歪みが

大きくなる。 

⇒ 地図投影 
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整合性ルール  [Integrity Rule]  ○A  

カゝデーゲベーガに格納されたゝブカ゚アトに適用され

るルール。整合性ルールによりカゝデーゲベーガに定義

したデーゲモデルと実際のゝブカ゚アトの状態が一致し

ていることを確認することができる。カゝデーゲベーガ

は、属性、接続性、トポロカ、リレーオョンオップに対

するルール、およびゞガゲムの整合性ルールをエポート

する。 

⇒ 接続性ルール、属性ドメ゗ン、トポロカ ツール 

 

整合チェック  [Validation]  ○A  

ドメ゗ン、リレーオョンオップ、トポロカなどのカゝデ

ーゲベーガのルールが定義されているフゖーゴャの位

置々形状もしくは属性が、ルールに違反していないかゴ

゚ッアする処理。 

⇒ 属性ドメ゗ン、トポロカ ルール 

 

正積図法 

地図の各部分だけでなく、地図全体の面積が地表の対応

箇所と同じ面積比になる地図投影法。正積図法では、形

状、角度、縮尺、またはそれらの一部に歪みが生じるこ

とがある。正積でもあり正角でもある平面地図は存在し

ない。 

⇒ 地図投影 

 

 

世界測地系 

「地球の正確な形状と大きさに基づき、世界的な整合性

を持たせて構築された経度々緯度の測定の基準で、国際

的に定められている測地基準系」。[5] 世界測地系という

呼称を持つ測地基準系として、WGS84 や 日本測地系 

2000 がある。 

 

セグメント  [Segment]  ○A  

「線分」を参照。 

 

接図法 

投影面が地表に接し、地球の内部を通らない地図投影法。

接平面図法では、投影面が地表面と 1 点で接する。接

円錐図法と接円筒図法では、投影面は 1 本の接線に沿

って地表面と接する。接点または接線の位置では、投影

に歪みが生じない。 

⇒ 地図投影、割図法 

 

 

接続性ポリシー  [Connectivity Policy]  ○A  

ネットワーア デーゲギットを構成するネットワーア ゛

レメントを相互に接続する方法を定義するプロパテゖ。

゛ッカと゛ッカの接続方法を定義する 2 種類のポリオ

ー （端点の接続性と頂点の接続性）と、゛ッカとカャン

アオョンの接続方法を定義する 2 種類のポリオー （優

先とゝーバーラ゗ド）がある。 

⇒ 接続性ルール 

 

 

接続性ルール  [Connectivity Rule]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、相互に接続可能

なネットワーア フゖーゴャのゲ゗プおよび数を制約す

るルール。゛ッカ-゛ッカと゛ッカ-カャンアオョンの 2 

種類がある。 

⇒ ゛ッカ-゛ッカ ルール、゙ ッカ-カャンアオョン ルー

ル 

 

 

絶対座標 

定義された座標系の原点からの距離で表される座標。 

⇒ 相対座標 
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セミバリオグラム  [Semivariogram] 

バリゝィラムを 2 分割したもの。 

 

 

セル  [Cell] 

1. ラガゲ デーゲの情報の最小単位（通常は正方形）。

GIS デーゲでは、ギルはそれぞれ平方メートルや平

方マ゗ルなどの単位で地表の一部分を表し、値（例〆

標高値、土壌ゲ゗プ、植生アラガなど）を持つ。 

2. ピアギル。 

 

 

線形単位 

距離を表示、計測する際に使用する単位（例〆メートル、

フゖートなど）。 

⇒ 角度単位、計測単位 

 

選択アンカー  [Selection Anchor]  ○A  

ArcMap におけるデーゲ編集時に、選択されたフゖーゴ

ャの中心にある x 印。ガナップ使用時やフゖーゴャの

回転、移動、エ゗キ変更を行うときに表示される。 

 

選択可能レイヤ [Selectable Layer]  ○A  

フゖーゴャの選択が可能なレ゗ヤ。ArcMap のウンテン

ツ ゙ゖンド゙の [選択状態別にリガト] ビューで、選択

可能レ゗ヤの確認や設定が行える。 

 

選択セット  [Selected set]  ○A  

ユーォによって選択されたレ゗ヤのフゖーゴャまたはテ

ーブルのレウードのギット。 

 

 

線分  ○A  

ラ゗ンまたはポリェンを形成するカゝメトリ要素。始点、

終点とそれらを結ぶ直線または曲線から構成される。 

 

 

相対角度 

線分同士の角度差。既存の線分を基準として指定した角

度で線分を作成する際などに使用される。 

 

相対座標 

特定の位置からの相対的な距離で表される座標。 

⇒ 絶対座標 

 

相対測位 

2 台以上の GPS 受信機を使用して位置を測定する方

法。「2 台以上の受信機で同時に 4 個以上の同じ GNSS 

衛星を観測し、GNSS 衛星の位置を基準とし、GNSS 衛

星からの電波信号がそれぞれの受信機に到達する時間差

を測定して、2 点間の相対的な位置関係を求める」。[6] 

⇒ GNSS 測量、単独測位、DGPS 測位 

 

相対パス  [Relative Path] 

特定のフ゜ルコまたはフゔ゗ルの場所を現在の作業フ゜

ルコから相対的に示したパガ。 

 

総描 

地図を縮小したときに、表示するウンテンツの詳細度を

低くすることで、地図表現を単純化し見やすくくするこ

と。 

 

双方向レプリケーション  [Two-way Replication]  ○A  

親レプリゞから子レプリゞへ、または子レプリゞから親

レプリゞへデーゲ変更を複数回送信できるカゝデーゲベ

ーガ レプリイーオョン。親レプリゞと子レプリゞの両方

とも ArcSDE カゝデーゲベーガを使用する必要がある。 
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ソース  [Source]  ○A  

1. 距離解析の始点として使用されるロイーオョンまた

はロイーオョン ィループ。 

2. カゝメトリッア ネットワーアのフローの起点となる

カャンアオョン フゖーゴャ。たとえば、水道網では、

ポンプ場から水道管を通じて水が流し出されるので、

ポンプ場をグーガとしてモデリンィすることができ

る。 

⇒ オンア 

 

 

ゾーニング  [Zoning] 

国や自治体などが都市計画で〃土地を住宅、商業、農業、

工業用などの用途別に規制すること。 

 

ゾーン統計  [Zonal Statistics]  ○A  

ラガゲ デーゲギット（対象ラガゲ）の値に基づいて、指

定したケーンの統計情報を計算すること。指定した各ケ

ーンのギルごとに、出力値が 1 つ算出される。ArcGIS 

Spatial Analyst ゛アガテンオョンの機能の 1 つ。 

 

属性  ○A  

1. 個々の地物を説明するための文字や数値などの情報

（建物を例にすると、その所有者や階数などの情報）。

通常はテーブル形式で管理され、一意な ID によっ

てカゝメトリに関連付けられる。 

2. ラガゲ デーゲギットにおいて、各ギルの固有値に関

連付けられる情報。 

⇒ 属性テーブル 

 

属性インデックス  [Attribute Index]  ○A  

フゖーゴャアラガの属性テーブルのフゖールドに対して

作成する゗ンデッアガで、該当フゖールドに対する問い

合わせが発生する処理（属性検索、テーブル結合など）

のパフ゜ーマンガを向上させるために使用される。 

属性検索  ○A  

フゖーゴャの属性値が検索条件と一致するフゖーゴャを

選択する処理。 

 

属性テーブル  [Attribute Table]  ○A  

属性情報を格納するテーブル。各行がひとつのフゖーゴ

ャを表し、各列がフゖーゴャの属性を表すように構成さ

れている。 

⇒ 属性 

 

 

属性ドメイン  [Attribute Domain]  ○A  

フゖーゴャアラガの属性フゖールドに対して有効な値を

定義するルール。デーゲの整合性を維持するために使用

される。 

⇒ ウード値ドメ゗ン、範囲ドメ゗ン 

 

測地緯度 

地球の回転楕円体面にある 1 点を通る体面の法線と赤

道面との角度。一般的に、緯線は測地緯度を表す。 

⇒ 地心緯度 

 

 

測地基準系 

地球の中心に対するその回転楕円体の相対位置を定義す

るための基準。地表面上のある位置を測地する際の参照

系（経緯線の原点と方向を定義した基準）が提供される。 

 

測地基準系変換  ○A  

「地理座標変換」を参照。 
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測地系 

「測地基準系」を参照。 

 

測地成果 2000 

2002 年 4 月 1 日の改正測量法の施行に伴い、世界測

地系（日本測地系 2000）を基準として再構築（地殻変

動や測量誤差による歪みの修正も含む）された測地基準

点（電子基準点、三角点、水準点）成果の呼称。 

 

測地成果 2011 

2011 年に発生した東北地方太平洋沖地震において、大

きな地殻変動が観測されたことに伴う測地成果 2000 

の改定値のこと。 

⇒ 日本測地系 2011 

 

測地線 

地球の回転楕円体の表面上にある 2 点間を結ぶ最短の

線。 
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ターゲット レイヤ  [Target Layer]  ○A  

1. 空間検索において検索の対象となるレ゗ヤ。 

2. 編集ギッオョンにおいて編集の対象となるレ゗ヤ。 

 

ダーティ エリア  [Dirty Area]  ○A  

トポロカの整合ゴ゚ッア後に更新されたフゖーゴャを囲

む矩形領域。 

 

ターン  [Turn]  ○A  

ネットワーア解析において、ナビゥーオョン時の゛ッカ

間の移動を明示的にモデリンィしたもの。 

⇒ ネットワーア デーゲギット、ゲーン フゖーゴャアラ

ガ、ネットワーア ゛レメント 

 

 

ターン インピーダンス  [Turn Impedance]  ○A  

ネットワーア解析において、ネットワーア ノードをゲー

ンする際のウガト。たとえば、左折をするための゗ンピ

ーコンガは、同じ場所で右折または U ゲーンをするた

めの゗ンピーコンガとは異なる場合がある。 

 

ターン フィーチャクラス  [Turn Feature Class]  ○A  

ネットワーア デーゲギットのゲーン動作が定義された

特殊なフゖーゴャアラガ。ゲーン ゗ンピーコンガを保持

する場合がある。 

 

第 1 次メッシュ 

標準地域メッオュのうち、「全国の地域を偶数緯度及びそ

の間隔（120 分）を 3 等分した緯度における緯線並び

に 1 度ごとの経線とによって分割してできる区域」。[7] 

第 1 次地域区画ともいう。1 辺の長さは約 80km であ

る。 

⇒ 第 2 次メッオュ、第 3 次メッオュ 

 

 

 

 

第 2 次メッシュ 

「第 1 次メッオュを緯線方向及び経線方向に 8 等分

してできる区域」。[8] 第 2 次地域区画（統合地域メッ

オュ）ともいう。1 辺の長さは約 10km である。 

⇒ 標準地域メッオュ、第 3 次メッオュ 

 

第 3 次メッシュ 

「第 2 次メッオュを緯線方向及び経線方向に 10 等分

してできる区域。」[9] 基準地域メッオュ（第 3 次地域

区画）ともいう。1 辺の長さは約 1km である。 

⇒ 標準地域メッオュ、第 1 次メッオュ 

 

大円 

球体の中心を通る平面で球面を切ったときに得られる円

または近似円。赤道による断面と経線による断面は大円

となる。 

 

 

ダイクストラのアルゴリズム  [Dijkstra's Algorithm] 

2 つのポ゗ント間の最短経路を見つけることにより、ネ

ットワーアの接続性を調べるゕルェリキム。 

 

大圏距離 

大円上を通る 2 点間を結んだ距離。 

 

大縮尺 

一般的に、地球上の狭い範囲を詳細に表示している地図

の縮尺。 

⇒ 小縮尺 

 

大楕円 

回転楕円体の中心を通る平面で楕円体面を切ったときに

得られる楕円。球体の場合は大円となる。 

 



 た行

－ 50 － 

ダイナミック テキスト  [Dynamic Text]  ○A  

マップ レ゗ゕ゙ト上に配置されたテ゠ガトで、マップ 

ド゠ュメント、デーゲ フレーム、およびデーゲ ドリブ

ン ペーカの現在のプロパテゖに基づいて自動で表示さ

れる。 

 

タイム スライダ  [Time Slider]  ○A  

時系列デーゲを表示するための゗ンゲプーガ。時間変

化を表現したり、表示する時間ガテップなどを設定した

りできる。 

 

タイル  [Tile]  ○A  

ラガゲ デーゲギットをカゝデーゲベーガに格納するた

めに画像を特定のエ゗キで分割したもの。画像のエ゗キ

はデフ゜ルトで 128 × 128 ピアギルに設定される。 

 

タイル キャッシュ [Tile Cache]  ○A  

ゲ゗ル パッイーカに含まれる、画像のギットのこと。ゲ

゗ル ゠ャッオュによりマップが高速に描画される。 

 

タイル パッケージ  [Tile Package]  ○A  

特定の範囲のマップを縮尺ごとの画像フゔ゗ルにして 

1 つのフゔ゗ルにパッイーカしたもの。モバ゗ル端末で

はゝフラ゗ン環境での背景地図としても利用される。 

⇒ ゲ゗ル、ゲ゗ル ゠ャッオュ 

 

 

楕円体距離 

大楕円上を通る 2 点間を結んだ距離。 

 

 

高さ強調  ○A  

エープガの自然な変化を強調するために、3 次元モデ

ルの Z 値に適用される乗数。X 値と Y 値の範囲が Z 

値と比較してはるかに大きい場合、地形が平坦に見える

ことがあるが、高さ強調を設定すると、起伏の増大によ

ってこの見かけの平坦さを調整することができる。 

 

 

立ち上げ  ○A  

2 次元のフゖーゴャを 3 次元で表現すること。ポ゗ン

トは垂直の線、ラ゗ンは面、ポリェンは立体のブロッア

で表現される。たとえば、井戸の深さや建物の高さなど

の属性情報を基にフゖーゴャを 3 次元で表現すること

ができる。 

 

 

ダングル  [Dangle]  ○A  

別のラ゗ンとの交点から、別のラ゗ンと接していないラ

゗ンの端点までの部分。 

⇒ ゕンコーオュート、ゝーバーオュート 

 

短軸 

楕円または回転楕円体における短い方の軸。 

⇒ 長軸 

 

 

端点 

ラ゗ンやポリェンの形状を構成する一連の頂点において、

最初および最後に位置する点（始点および終点）。 

⇒ 頂点 
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単独使用ライセンス  [Single Use License]  ○A  

1 つのグフド゚ゕを 1 台のウンピューゲにのみ゗ン

ガトールして使用することができるラ゗ギンガ形態。略

称として「SU」（Single Use）とも呼ばれる。 

⇒ 同時使用ラ゗ギンガ 

 

単独測位 

1 台の GPS 受信機を使用して位置を測定する方法。

「位置のわかっている GNSS 衛星を動く基準点として、

４ 個以上の衛星から観測点までの距離を同時に知るこ

とにより、観測点の位置を決定する」。[10] 

⇒ GNNS 測量、相対測位 

 

短半径 

回転楕円体における短い方の半径。 

 

 

チェック アウト  [Check Out]  ○A  

カゝデーゲベーガ レプリイーオョンにおいて、あるカゝ

デーゲベーガのデーゲを別のカゝデーゲベーガに複製す

る手続き。 

 

チェック イン  [Check In]  ○A  

ゴ゚ッアゕ゙ト/ゴ゚ッア゗ン レプリイーオョンにおい

て、ゴ゚ッアゕ゙トされたレプリゞを親レプリゞに同期

する手続き。 

 

チェックアウト/チェックイン レプリケーション  

[Check Out/Check In Replication]  ○A  

親レプリゞから子レプリゞへ任意のデーゲをゴ゚ッア 

ゕ゙トして、編集を行い、その更新内容を親レプリゞへ

ゴ゚ッア ゗ンするためのカゝデーゲベーガ レプリイー

オョン。 

 

地球楕円体 

「カゝ゗ドに極めてよく似るように決められた回転楕円

体で、地球の形を代表するもの」。[11] 

 

地形図 

標高や地形の起伏、河川や海岸線、道路や建物などの地

表面の状態を表現した地図。日本における代表的な地形

図は、国土地理院が作成している一般図（1/10,000、

1/25,000、1/50,000 の縮尺）である。 

 

地軸 

地球の自転軸。 

 

地心 

地球の中心。 

 

地心緯度 

地表上の点から球体または楕円体の中心までの線と赤道

面との角度。 

⇒ 測地緯度 

 

地心座標系 

地球の中心を原点とした 3 次元の参照系。位置を X、Y、

Z 値で識別する。X 軸は赤道面にあり、本初子午線と交

差する。Y 軸も赤道面にあり、X 軸に直角で、90 度の

子午線と交差する。Z 軸は極軸と一致し、北極方向が正

の値である。原点は球体または回転楕円体の中心に位置

付けられる。 
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地図投影 

地球の曲面を平面上に描写する手法。一般に、地球の経

緯線を平面上に変換する体系的な数理変換が必要になる。

一部の投影については、透明な地球の中心に電球を置き、

その光により経線と緯線が 1 枚の用紙に投影されると

捉えることができる（ただし、すべての投影が地球の中

心から生じるとは限らない）。一般に、用紙は平らで地

球儀に接して配置される（方位図法）か、円錐または円

柱状に丸められて地球儀上に配置される（円筒図法また

は円錐図法）。どの地図投影でも、距離、面積、形状、

方角のいずれか 1 つ以上に歪みが生じる。 

⇒ 接図法、割図法、正角図法、正距図法、正距方位図法、

正積図法、平射図法 

 

地籍フォーマット2000 

国土交通省が推奨している、「数値地籍情報の記録形式

等について（平成 14 年 3 月 14 日付け国土国第 595 

号 国土交通省土地々水資源局国土調査課長通知）」に基

づいた、数値地籍情報を記述した CSV 形式のフゔ゗ル。 

 

地物 

地球に存在するすべての物や概念（例〆河川、森林、建

物、道路、行政界など）。 

 

 

中央子午線 

投影の中心を定義する経線。通常は、投影座標系の X 原

点を定義する。 

⇒ 子午線 

 

 

中間データ  [Intermediate Data]  ○A  

ModelBuilder の処理過程において作成される一時的な

デーゲ。 

中心緯度 

投影の中心、場合によっては投影の原点を定義する緯度

の値。 

 

中心経度 

投影の中心、場合によっては投影の原点を定義する経度

の値。 

 

長軸 

楕円または回転楕円体における長い方の軸。 

⇒ 短軸 

 

 

頂点  ○A  

ラ゗ンまたはポリェン フゖーゴャの形状を構成する点。 

⇒ 端点 

 

 

 

長半径 

回転楕円体における長い方の半径。 

 

 

地理院地図 

国土地理院が提供する Web ベーガの地図エービガ。電

子地形図 25000 から作成された標準地図の他、空中写

真や防災関連のデーゲなどを提供している。 

 

地理座標 

地球の表面上の位置を緯度と経度で表したもの。 

⇒ 地理座標系、投影座標 
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地理座標系 

球体または回転楕円体の面上の位置を緯度と経度で定義

する参照系。地理座標系の定義には、測地基準系、本初

子午線、角度単位が含まれる。 

 

地理座標変換  ○A  

ある地理座標系のデーゲの緯度/経度値を、別の地理座標

系でそれらに相当する値に体系的に変換する手法。どの

地理座標系を使用するかによって、さまざまな変換パラ

メーゲを利用することができる。日本測地系と日本測地

系 2000 間の変換などでは、2 つの地理座標系の相違

点が一連の座標として得られるフゔ゗ルを使用して、他

のポ゗ントの値を内挿する。 

 

地理情報システム  [Geographic Information Systems] 

「GIS」を参照。 

 

地理情報標準   

GIS の基盤となる空間デーゲを、異なるオガテム間で相

互利用する際の互換性の確保を主な目的に、デーゲの設

計、品質、記述方法、仕様の書き方等のルールを定めた

もの。ISO/TC211（国際標準化機構の地理情報に関する

専門委員会）で検討されている項目のうち、空間デーゲ

の整備等に必要な基本項目について、ISO/TC211の国

際標準（案）を基に、国土地理院と民間企業との官民共

同研究により策定された。 

⇒ OGC 

 

地理情報標準プロファイル   

地理情報標準を利用しやすくするため、平成 16 年度

「地理情報標準の利用促進に関する調査研究」において、

最新の ISO/TC211 国際標準と JIS 化された地理情報

標準の中から、日本における実利用に必要な内容を取り

出し体系化した、より実用的な標準。 

 

地理データ  [Geographic Data] 

形状と表現を含め、地物の場所と属性を説明する情報。

地理デーゲは、空間デーゲと属性デーゲから構成される。 

 

ツールセット  [Toolset]  ○A  

ツールボッアガ内の複数のカゝプロギオンィ ツールを

ゞテェリなどでィループ化したもの。 

 

ツールボックス  [Toolbox]  ○A  

ArcGIS における、ツールギットとカゝプロギオンィ ツ

ールが含まれたゝブカ゚アト。デゖガア上では、.tbx フ

ゔ゗ル、カゝデーゲベーガではテーブル形式で格納され

る。 

 

ティーセン ポリゴン  [Thiessen Polygon] 

「ボロノ゗図」を参照。 

 

定義フロー方向  [Determinate Flow Direction]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、ネットワーアの

接続性、グーガとオンアの位置、およびフゖーゴャの有

効/無効状態からフローの方向が一意に決定されるフロ

ー方向。 

 

ティソーの指示楕円  [Tissot's Indicatrix] 

地図投影された地球上の個々の位置について、投影の歪

みを楕円で視覚的に表現した手法。 

 

 

ディゾルブ  [Dissolve]  ○A  

指定した属性について同じ値を持つフゖーゴャを結合す

るカゝプロギオンィ ツール。ポリェン デーゲに対して

処理を行うと、隣接するポリェン間の不要な境界線を削

除することができる。 
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ディメンション フィーチャ  [Dimension Feature] ○A  

ArcMap において、マップ上の特定の長さまたは距離を

示す特殊なカゝデーゲベーガ ゕノテーオョン。建物の側

面や土地区画の長さを示す場合や、消火栓と建物の角な

どの 2 つのフゖーゴャ間の距離を示す場合などに使用

する。デゖメンオョン フゖーゴャは、ArcGIS for 

Desktop の Standard および Advanced ラ゗ギンガ

で作成することができる。 

 

 

データ ソース  [Data Source]  ○A  

マップに表示されているレ゗ヤやカゝプロギオンィ処理

の対象デーゲ ギットの元デーゲ（オ゚ープフゔ゗ル、カ

ゝデーゲベーガのフゖーゴャアラガ、ラガゲ デーゲな

ど）。 

 

データ ドリブン ページ  [Data Driven Page]  ○A  

ArcMap において、同じペーカ レ゗ゕ゙トで異なる場

所を示す地図を連続して出力、印刷するための機能およ

びその機能により生成された一連のペーカ。 

 

データ ビュー  [Data View]  ○A  

ArcMap と ArcReader において地図を表示する画面

で、デーゲの表示、検索、編集、解析を行う目的で利用

される。このビューには、ゲ゗トル、方位記号、縮尺記

号などのマップ ゛レメントはいずれも表示されない。 

⇒ レ゗ゕ゙ト ビュー 

 

データ フレーム  [Data Frame]  ○A  

ArcMap に追加されているレ゗ヤの集合体で、マップの

表示範囲や座標系などのプロパテゖを定義できる。

ArcMap に複数のデーゲ フレームを追加できるが、デ

ーゲ ビューでは、1 つのデーゲ フレームのみが表示さ

れ、レ゗ゕ゙ト ビューでは、すべてのデーゲ フレーム

が同時に表示される。 

 

 

データベース コネクション  [Database Connection]  

○A  

ArcGIS からデーゲベーガへのリンア。デーゲベーガ ウ

ネアオョンを作成するには、デーゲベーガにゕアギガす

るためのプロパテゖ（デーゲベーガ名、ユーォ ゕゞ゙ン

トなど）を設定する必要がある。デーゲベーガ ウネアオ

ョンを削除しても、ウネアオョンのみが削除され、デー

ゲベーガまたはその内容は削除されない。 

 

テーブル結合  [Join Table]  ○A  

「結合」の 1 を参照。 

 

テキスト シンボル  [Text Symbol] 

マップ上でラベルの表示を行うために、文字エ゗キ、文

字間隔、文字色などの要素から定義される文字ガゲ゗ル。 

 

テクスチャ  [Texture] 

3D ゝブカ゚アト（建造物など）の表面に貼り付けられ

る模様や画像のこと。 

 

デジタイズ  [Digitize] 

ウンピューゲに接続されたデカゲ゗カンィ ゲブレット

（デカゲ゗ォ）を使用して、紙地図上の地物をデカゲル

形式に変換するプロギガ。デカゲ゗ォから座標デーゲが

送信され、ベアゲ形式のデーゲに変換される。 
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テレイン データセット  [Terrain Dataset]  ○A  

カゝデーゲベーガ内のフゖーゴャから構築された TIN 

ベーガのエープガ。テレ゗ン デーゲギットは、通常、

LIDAR デーゲ、写真測量デーゲなどのグーガから作成

される。テレ゗ン デーゲギットの作成時には、テレ゗ン 

デーゲギットの表示や処理の効率を向上するためのピラ

ミッド構造のデーゲギットを定義する。テレ゗ン デーゲ

ギットは、ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンで作成

することができる。 

 

 

天球 

観測者を取り巻く仮想的な球面のこと。 

 

電磁波スペクトル  [Electromagnetic Spectrum] 

あらゆる電磁波の周波数（または波長）帯域のこと。 

 

天底 

天球上において観測者の真下にある点。 

⇒ 天頂、子午線 

 

 

天頂 

天球上において観測者の真上にある点。 

⇒ 天底 

 

テンポラリ ワークスペース  [Temporary Workspace]  ○A  

カゝプロギオンィ処理の出力結果を一時的に格納するた

めの出力先。主に、ModelBuilder でモデルを実行した

際に発生する中間デーゲギットを格納するために使用す

る。 

 

等圧線 

天気図で気圧の等しい地点を結んだ線。 

⇒ 等値線、等高線、等深線、等降水量線、等時線、等温

線 

 

投影座標 

地球の表面上の位置を 2 次元の座標系で表現したもの。

東西を表す水平方向の X 軸および南北を表す垂直方向

の Y 軸という 2 つの軸に沿った原点（0,0）からの距

離に基づいて地物が配置される。投影座標では、地図投

影により緯度と経度が XY 座標に変換される。 

⇒ 投影座標系、地理座標 

 

 

投影座標系 

地図投影された平面上の位置を XY 座標で定義する参

照系。投影座標系の定義には、地理座標系、地図投影、

地図投影に必要な任意のパラメーゲ、および計測単位が

含まれる。 

⇒ 投影座標 

 

投影変換  

空間デーゲをある座標系から別の座標系に変換すること。 

⇒ 投影座標系 

 

投影法 

地球（3 次元）の表面を変換して、2 次元の平面で表現

する方法。地球の表面を 2 次元で表すと、デーゲの形

状、面積、距離、方向のいずれかに歪みが生じる。投影

法が異なると、生じる歪みの種類も異なる。 

⇒ 地図投影 
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等温線 

気温の等しい地点を結んだ線。 

⇒ 等値線、等高線、等深線、等圧線、等降水量線、等時

線 

 

等間隔分類  ○A  

マップ上でフゖーゴャを属性値で分類して表示する際に、

格納されている数値の最小値から最大値までの範囲を等

間隔に分割して分類する方法。特定の属性値について、

他の属性値と比較したときの総数を強調する際に使用す

る。 

⇒ 自然分類、標準偏差分類、等量分類 

 

同期  ○A  

カゝデーゲベーガ レプリイーオョンにおいて、あるレプ

リゞの変更内容を他のレプリゞに適用する処理。 

 

等級色  ○A  

指定した分類法に基づいて分割された数値属性を色の範

囲で示す表現方法。たとえば、人口密度の増加を色の濃

淡で表したり、気温を青から赤への連続的な色の変化で

表したりする場合に使用する。 

 

 

等級シンボル  [Graduated Symbol]  ○A  

属性の値に応じてオンボルのエ゗キを変更させるオンボ

ル表現方法。たとえば、人口が多くなるほど大きな円で

表したり、河川の幅が広がるほど太いラ゗ンで表したり

する。 

 

 

東距  

原点を基準にして割り当てられた X 座標値。たとえば、

原点が地図の中央に位置する場合、東距に 0 が割り当

てられると、原点の西にあるすべての地域は負となる。

地図全体の X 座標軸を正にするには、東距を正の数値

に設定する。「False Easting」とも呼ばれる。 

⇒ 北距 

 

 

等降水量線 

降水量の等しい地点を結んだ線。 

⇒ 等値線、等高線、等深線、等圧線、等時線、等温線 

 

等高線 

標高が等しい地点をつないだ線。 

⇒ 等値線、等深線、等圧線、等時線、等温線、等降水量

線 

 

 

同時使用ライセンス  [Concurrent Use License]  ○A  

ラ゗ギンガ マネーカャによって管理されるラ゗ギンガ

形態。ユーォは任意のウンピューゲにグフド゚ゕを゗

ンガトールすることができ、ネットワーア上のウンピュ

ーゲに゗ンガトールされたラ゗ギンガ マネーカャに設

定されているラ゗ギンガ数分のユーォが同時にゕプリイ

ーオョンを実行することができる。略称として「CU」

（Concurrent Use）とも呼ばれる。 

⇒ 単独使用ラ゗ギンガ 
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等時線 

1. 特定の場所からの移動時間など経過時間の等しい地

点を結んだ線。 

2. 同じ時間に事象が発生している地点や状況が存在し

ている地点を結んだ線。 

⇒ 等値線、等高線、等深線、等圧線、等温線、等降水量

線 

 

等深線 

地図上で水底の地形を表すため、水深の等しい地点を結

んだ線。「同深線」とも呼ばれる。 

⇒ 等値線、等高線、等圧線、等降水量線、等時線、等温

線 

 

等積図法 

「正積図法」を参照。 

 

到達圏解析  ○A  

ある地点から特定の条件でゕアギガ可能なすべての道路

およびその領域を検索するためのネットワーア解析。た

とえば、ネットワーア上の 20 分の到達圏解析では、そ

の位置から 20 分以内に到達できるすべての道路が含

まれるポリェンが生成される。 

⇒ ルート解析 

 

 

等値線 

ある地点において計測されたデーゲの等しい値を結んだ

線。「ウンゲー」とも呼ばれる。 

⇒ 等高線、等深線、等圧線、等降水量線、等時線、等温

線 

 

等量分類  ○A  

マップ上でフゖーゴャを属性値で分類して表示する際に、

各階級に同じ数のデーゲが含まれるように分類する方法。 

⇒ 等間隔分類、自然分類、標準偏差分類 

 

トゥルー カーブ  [True Curve] 

「パラメトリッア ゞーブ」を参照。 

 

トゥルー カラー  [True Color] 

衛星画像の RGBゞラー合成表示の一つ。可視領域の赤、

緑、青に対応するバンドをデゖガプレ゗の RGBに割り

当て、結果として人間の見た目に近い表示となる。⇒ ナ

ゴュラル ゞラー 

 

ドーナツ ポリゴン  [Doughnut Polygon] 

内部に一つ以上の穴が開いたポリェンのこと。ArcGIS 

でドーナツ ポリェンを作成すると、マルゴパート フゖ

ーゴャとなる。 

 

 

土地被覆   

常緑樹や草地、雪氷、水域、裸地など土地表面を覆う植

生や物質をあらわしたもの。 

⇒ 土地利用 

 

土地利用  

農地や工業用地、商業用地、住宅地など、その土地の用

途をあらわしたもの。 

⇒ 土地被覆 
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ドット密度  [Dot Density]  ○A  

ポリェンのフゖールドの値に比例して同じエ゗キのドッ

ト（点）がランコムに配置されるオンボル表現方法。た

とえば、日本全国を人口 50,000 人に対して 1 つのド

ットを使用して表現する場合、人口総数が多い都道府県

ほど多くのドットが表示される。 

 

 

凸包ポリゴン  [Convex Polygon] 

複数ポ゗ントが存在する場合にすべてのポ゗ントが含ま

れるよう、最外側の各ポ゗ントを結んで形成されるポリ

ェン。 

 

度/分/秒   

経度と緯度を表す計測単位。60 進法で表された 139 

度 41 分 30 秒（度分秒）を 10 進法で表すと 

139.6916666 となる。 

 

トポロジ  [Topology]  ○A  

フゖーゴャ間の空間的な位置関係（接続性、隣接性、包

含など）の整合性を管理する仕組みのこと。 

⇒ マップ トポロカ、カゝデーゲベーガ トポロカ 

 

トポロジ エレメント  [Topology Element]  ○A  

トポロカ編集の対象となる゛ッカおよびノード。 

 

 

 

 

 

トポロジ ルール  [Topology Rule]  ○A  

指定されたフゖーゴャアラガ内のフゖーゴャ間、または 

2 つの異なるフゖーゴャアラガ間の空間的な制約条件。

たとえば、「隣接する行政界は境界線を共有する」や「建

物は土地区画内にある」といったようなルールを定義で

きる。 

⇒ カゝデーゲベーガ トポロカ 

 

 

ドメイン  [Domain]  ○A  

1. カゝデーゲベーガのデーゲギットおよびフゖーゴャ

アラガに設定される座標範囲（最小最大 X、Y、Z 座

標）のこと。デーゲを格納できる座標の範囲を示す。

デーゲギットおよびフゖーゴャアラガの作成時に設

定され、後から変更することはできない。 

2. 「属性ドメ゗ン」を参照。 

 

トラック  [Track]  ○A  

ArcMap、ArcScene、および ArcGlobe において、画面

の移動や時系列変化といった同じゲ゗プの゠ーフレーム

を繋げたもの。ゕニメーオョンとして再生することで、

表示が動的に切り替わる。 

 

ドレープ  [Drape]  ○A  

3 次元マップ上のエープガの表面に沿ってレ゗ヤを

重ね合わせること。たとえば、DEM（エープガ）上に

航空写真を重ね合わせることによって、現実に近いリゕ

ルな 3 次元を表現できる。 
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ドローネ三角形分割法  [Delaunay Triangulation] 

ポ゗ント デーゲから隙間が無くかつ重複しない三角形

群を作成する手法。各三角形の外接円の内側には、ポ゗

ント デーゲは含まれない。 

⇒ TIN 
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内挿  ○A  

1. 周囲の地点の既知の計測値に基づいて、未知の地点の

値を推定すること。標高値、降雨量、化学成分の濃

度、騒音レベルなど、ある地点のデーゲについて未

知の値を予測するときに使用される。ArcGIS Spatial 

Analyst ゛アガテンオョン、ArcGIS 3D Analyst ゛

アガテンオョン、ArcGIS Geostatistical Analyst ゛

アガテンオョンではポ゗ント デーゲを内挿してエ

ープガを作成するカゝプロギオンィ ツールを提

供している。 

2. リニゕ リフゔレンガにおいて、ルート上の既知の 2

つの M 値間の M 値を計算する方法。 

⇒ IDW、アリァンィ、Natural Neighbor、ガプラ゗ン 

 

 

ナチュラル カラー  [Natural Color] 

フ゜ールガ ゞラーの一種で植生が緑色に強調されて見

えるようにバンドを割り当てたもの。特に SPOT HRV

など可視の赤緑青に相当するバンドを持たないギンエー

においては、バンド演算により疑似的にそれらを合成し

て RGBに割り当て、ト゘ルー ゞラーに近い見た目を実

現するための手法。 

 

日本測地系 

「明治時代に全国の正確な 1/50,000地形図を作成す

るために整備され、2002 年 4 月の改正測量法の施行

前まで使用されていた日本の測地基準系。ベッギル楕円

体を採用し、天文観測によって決定された経緯度原点の

値と原方位角を基準として構築された。」[12] 「旧日本

測地系」または「東京測地系」と呼ばれることもある。 

⇒ 世界測地系、日本測地系 2000 

 

日本測地系 2000   

2002 年 4 月 1 日の改正測量法の施行に伴い導入し

た、世界測地系に準拠した測地基準系。ITRF94 座標系、

GRS80 楕円体を採用している。「JGD2000」（Japanese 

Geodetic Datum 2000 の略）とも呼ばれる。 

⇒ 日本測地系、日本測地系 2011 

 

日本測地系 2011 

2011 年に発生した東北地方太平洋沖地震の影響で、

2012 年 10 月の測量法によって改定された測地基準

系。「JGD2011」（Japanese Geodetic Datum 2011 の

略）とも呼ばれる。 

⇒ 日本測地系、日本測地系 2000 

 

認証ファイル  [Authorization File]  ○A  

ArcGIS 製品のラ゗ギンガ情報を含むフゔ゗ル。認証フ

ゔ゗ルには、機能名、バーカョン、有効期限、登録番号、

認証ウードなどの情報が含まれる。 

 

塗りつぶしシンボル  [Fill Symbol]  ○A  

マップ上で表示されるポリェンに対して設定するオンボ

ル。 

⇒ マーゞー オンボル、ラ゗ン オンボル 

 

 

ネットワーク エレメント  [Network Element]  ○A  

ネットワーア デーゲギットのウンポーネント（゛ッカ、

カャンアオョン、ゲーン）。これらは同じネットワーア

属性を共有する。 
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ネットワーク データセット  [Network Dataset]  ○A  

交通ネットワーア解析をする際に使用するデーゲ（ネッ

トワーア ゛レメントのウレアオョン）。ArcGIS 

Network Analyst ゛アガテンオョンを使用して作成す

ることができる。 

 

 

ネットワーク トレース  [Network Trace]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーア上でネットワーア解析を

実行する機能。ネットワーア トレーガには、接続されて

いるフゖーゴャの検索、共通上流解析、ループ解析、上

流解析、下流解析などがある。 

 

 

ネットワーク フィーチャ  [Network Feature]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアのウンポーネント（゛ッカ

またはカャンアオョン）。ネットワーア フゖーゴャは、

カゝメトリッア ネットワーアの構築時にポ゗ントとラ

゗ンから生成され、ポ゗ント フゖーゴャはカャンアオョ

ンに、ラ゗ン フゖーゴャは゛ッカになる。 

 

ネットワーク ロケーション  [Network Location]  ○A  

ルート解析のガトップなど、ネットワーア解析の際に入

力として使用できるネットワーア デーゲギット内の位

置。ネットワーア ロイーオョンには、ガトップ、バリゕ、

施設、゗ンオデント、起点、終点の 6 種類がある。 

 

 

ネットワーク解析  [Network Analysis]  ○A  

1. 最適ルートの検索、最寄り施設の検出、特定の場所か

らの到達圏の特定など交通ネットワーアに基づいて

行う解析。ArcGIS では、ArcGIS Network Analyst 

゛アガテンオョンを使用することで実現できる。 

2. ポ゗ントとラ゗ンの接続性とフロー（方向）を管理す

るモデルを使用して、発電所から各施設までの送電

の流れや配水管の接続性など、主に電力やゟガ、水

道などの設備ネットワーアに対して行う解析。

ArcGIS では、デーゲ モデルとしてカゝメトリッア 

ネットワーアを使用する。 

 

ネットワーク属性  [Network Attribute] 

ネットワーア デーゲギット内のネットワーア ゛レメン

トに関連付けられる属性。ネットワーア属性には、ウガ

ト、記述子、階層、規制の 4 種類があり、ネットワー

アを通じた制御フローを支援するために使用される。 

 

ノード  [Node]  ○A  

1. 「端点」を参照。 

2. TIN を構成する三角形の頂点の 1 つ。 
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バージョン  [Version]  ○A  

カゝデーゲベーガ全体のある時点におけるガナップオョ

ット。個々のバーカョンは、カゝデーゲベーガの別々の

ウピーではなく、それぞれのバーカョン内で編集された

差分情報とともにオガテム テーブルによって管理され

る。複数ユーォによる特定のデーゲに対する編集を行う

際などに使用される。バーカョンごとに個々のユーォの

編集内容は独立しているため、編集用のデーゲのウピー

を作成したり編集するフゖーゴャをロッアしたりするこ

となく、他のユーォに直接影響を与えずに複数のユーォ

が同時に編集作業を行うことができる。バーカョンは、

ArcSDE カゝデーゲベーガのみでエポートされる。 

 

バージョン対応ビュー  [Versioned View]  ○A  

SQL を使用してカゝデーゲベーガのテーブルまたはフ

ゖーゴャアラガにあるバーカョン対応登録されたデーゲ

を読み取り、編集するためのビュー。 

 

パーソナル ジオデータベース  [Personal Geodatabase]  

○A  

Microsoft Access の MDB フゔ゗ルにデーゲを保存す

るカゝデーゲベーガ。パーグナル カゝデーゲベーガは、

複数のユーォが同時に参照することができるが、デーゲ

を同時に編集できるのは一度に 1 ユーォのみである。

フゔ゗ル エ゗キの上限は 2GB である。 

⇒ フゔ゗ル カゝデーゲベーガ 

 

ハイパス フィルタ  [High-pass Filter] 

低周波の放射線を除外することで、よりオャープな画像

を得ることができる特殊なフゖルゲ。 

 

波長 

空間を伝わる波の持つ周期的な長さ。波（電磁波や音波

など）の山から次の山、または谷から次の谷までの水平

距離をあらわす。 

 

 

バックグラウンド処理  ○A  

カゝプロギオンィ ツールの実行モードの一つ。カゝプロ

ギオンィ処理の実行中も ArcMap などの実行元のゕプ

リイーオョンを並行して操作することができる。 

⇒ フ゜ゕィラ゙ンド処理 

 

ハッチ  [Hatch]  ○A  

1. ポリェンを等間隔の平行線で覆うオンボル表現。 

2. リニゕ リフゔレンガにおいて、指定した間隔でルー

ト上に目盛りのように表示されるラ゗ンまたはマーゞー 

オンボル。 
 

 

 

ハッチ スタイル  [Hatch Style]  ○A  

リニゕ リフゔレンガで使用するルートに適用するハッ

ゴの定義（オンボルや設定）を格納するガゲ゗ルで、ガ

ゲ゗ル フゔ゗ルとして保存される。ハッゴ ガゲ゗ルを

利用することで、異なるマップやデーゲ グーガ間で、一

貫したハッゴのオンボル表現を維持することができる。 

 

バッファ  [Buffer]  ○A  

対象のフゖーゴャ（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）から

指定された距離で周囲を囲む、等距離圏の領域を作成す

る処理およびその領域（ポリェン）のこと。 
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パラメトリック カーブ  [Parametric Curve]  

細かい直線の集まりで表された疑似的な曲線ではなく、

数学的に定義された曲線で、端点にそれぞれ存在する 2 

つの頂点だけで構成される。「ト゘ルー ゞーブ」とも呼

ばれる。 

⇒ ベカ゚曲線、円弧 

 

バリア  [Barrier]  ○A  

1. 交通ネットワーア解析において、ネットワーアの゛ッ

カまたはカャンアオョンを経由する移動を制限する

障害物や現象（例〆工事箇所、浸水゛リゕなど）。 

2. カゝメトリッア ネットワーアのネットワーア トレ

ーガを実行する際、トレーガが遮断されるネットワ

ーア上の地点。ネットワーアの特定の部分のみをト

レーガする場合などに使用することで、ネットワー

アのその部分を分離することができる。 

3. ラガゲの内挿時に、入力エンプル ポ゗ントの検索を

制限する境界を示すためのポリェンまたはラ゗ン 

フゖーゴャ。このフゖーゴャは、崖、尾根、その他

の地形上の分断などを表す場合などに使用する。 

 

バリオグラム  [Variogram] 

デーゲの空間的自己相関を定量化する、距離と方向の関

数。2 点間の値の差の分散として定義される。 

⇒ ギミバリゝィラム、アリァンィ 

 

範囲ドメイン  [Range Domain]  ○A  

数値および日付属性に対してあらかじめ最小値と最大値

を設定することで、入力可能な属性値の範囲を制限する

ための属性ドメ゗ン。たとえば、水道管デーゲの作成に

おいて入力する配水管の水圧の値が 50 ～ 75psi であ

ると決まっている場合、この属性に範囲ドメ゗ンを設定

することで、ユーォによって入力された値が範囲内であ

るかゴ゚ッアすることができる。 

⇒ ウード値ドメ゗ン 

 

半球  

1. 地球のような天体の半分。 

2. 球体の半分。 

パンクロマティック画像  [Panchromatic Image] 

一般にィレー ガイールで表示される高解像度オンィル 

バンド画像。 

⇒ パンオャープン、マルゴガペアトル画像 

 

パンシャープン  [Panchromatic Sharpening] 

高解像度パンアロマテゖッア画像と低解像度ゞラー

（RGB）画像を利用し、高解像度ゞラー画像を生成する

ための画像処理手法。 

 

バンド  [Band] 

電磁波ガペアトルのゞラー バンドに由来し、同じ性質を

持つ隣接する波長や周波数を表したもの。たとえば、可

視光は電磁波ガペアトルの 1 つのバンドである。他に

も電波、ゟンマ線、赤外線が電磁波ガペアトルに含まれ

る。ラガゲ デーゲは、複数のバンドから構成するレ゗ヤ

構造を持つことができ、複数のバンドをまとめて 1 つ

の画像フゔ゗ルに格納することができる。 

 

 

バンドパス フィルタ  [Band-pass Filter] 

他の周波数の信号をブロッアするか弱めることで、特定

の周波数の信号のみを通す波長フゖルゲ。 

 

バンド比  [Band Ratio] 

デカゲル ゗メーカ処理技術のことで、あるバンドのピア

ギルの反射値を別のバンドのピアギルの反射値で除算す

ることで地物間のウントラガトを強調する。 
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凡例   

地図に表示されている記号や色などが何を示しているか

を説明するもの。 

ArcMap においては、ウンテンツ ゙ゖンド゙内に表示

されるほか、マップ レ゗ゕ゙ト内に追加して表示するこ

とができる。 

⇒ レ゗ゕ゙ト ビュー 

 

 

引出し線  ○A  

フゖーゴャの地理的な位置からそれに対応するゕノテー

オョンまたはラベルに伸びるマップ上の線。地図上の特

定の領域に多数のフゖーゴャが集中して存在していて、

ゕノテーオョンやラベルを地図上の本来の位置に表示す

るための十分な領域が確保できない場合に使用される。 

 

ピクセル  [Pixel] 

゗メーカまたはラガゲ デーゲの情報の最小単位。通常は、

正方形や長方形。多くの場合、ギルと同じ意味で使用さ

れる。 

 

ピクセル深度  [Pixel Depth]  ○A  

「ビット深度」を参照。 

 

ビジネス テーブル  [Business Table]  ○A  

ArcSDE において、フゖーゴャアラガの空間情報および

属性情報を格納した DBMS テーブル。ビカネガ テーブ

ルの名称はフゖーゴャアラガの名称となる。 

⇒ フゖーゴャ テーブル 

 

ヒストグラム平坦化  [Histogram Equalization] 

画像内のピアギル値を再配分し、それぞれの階調におお

よそ同じ数のピアギルを含むようにすること。これによ

り値の分布を示すヒガトィラムはほぼ平坦になる。 

 

日付変更線   

東経 180 度および西経 180 度の子午線を基本として

引かれる便宜上の線で、この線を超えると日付が変わる。

日付変更線を東から西に超えると 1 日進み、西から東

へ超えると 1 日戻る。 

 

ビット深度  [Bit Depth]  ○A  

特定のラガゲ フゔ゗ルにおいて、各ギル（ピアギル）に

格納できる値の範囲。この範囲は、2 の n 乗に基づき

決定される（n の値がビット深度の値となる）。たとえ

ば、8 ビット深度のラガゲ デーゲギットの場合、1 ギ

ルあたり 0 ～ 255 の内の 256 個の個別値を保存す

ることができる。ピアギル深度ともいう。 

 

標高   

地理学における平均海面からの高さのこと。日本では東

京湾の平均海面を 0m とする。 

 

 

表示縮尺範囲  ○A  

「縮尺範囲」を参照。 

 

表示単位  ○A  

ArcMap における座標値や距離を表示する単位。通常は、

デーゲ フレームに定義されている座標系の単位に依存

するが、任意に変更することができる。 

 

表示範囲枠  ○A  

レ゗ゕ゙ト ビュー内に複数のデーゲ フレームが存在し

ている場合に、あるデーゲ フレーム上に別のデーゲ フ

レームの表示範囲を表示する枠。概観図を表示する場合

に役立つ。 
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標準アノテーション  [Standard Annotation]  ○A  

カゝデーゲベーガに格納され、他のフゖーゴャに形式上

関連付けられていないゕノテーオョン。たとえば、地図

上で山脈の大まかな位置を示すために使用する山脈名の

ゕノテーオョンなど、主に名前や位置が頻繁に変更され

る予定がない（このためフゖーゴャと関連づける必要が

ない）地物の表示の際などに適している。 

⇒ フゖーゴャリンア ゕノテーオョン 

 

標準緯線   

円錐図法または円筒図法において投影面が地表面と接す

る緯線。接円錐図法または接円筒図法では標準緯線が 1 

本、割円錐図法または割円筒図法では標準緯線が 2 本

ある。投影された地図の標準緯線上では歪みがない。 

 

 

標準地域メッシュ 

統計に利用するために、緯度々経度に基づいて地域をほ

ぼ同じ大きさの網の目（メッオュ）に分けたもの。第 1 

次から第 3 次までが定められている。第 1 次メッオュ

は約 80km 四方、第 2 次メッオュは約 10km 四方、

第 3 次メッオュは約 1km 四方となる。標準地域メッ

オュのウードは、日本工業規格（JIS）となっており、第 

1 次は 4 桁、第 2 次は 6 桁、第 3 次は 8 桁の数字

でそれぞれ表される。 

 

標準偏差 

統計学において、ある値の散らばりの度合いを表す。各

値とその平均値の差をそれぞれ二乗したものの平均値を

求め、その平方根が標準偏差となる。 

 

 

 

 

標準偏差分類  ○A  

マップ上でフゖーゴャを属性値で分類して表示する際に、

格納されている数値の平均値を上回る方向と下回る方向

にそれぞれ標準偏差の間隔を閾値として設定して分類す

る方法。特定のフゖーゴャの属性値が平均値からどれだ

け離れているかを示す際に使用する。 

⇒ 等間隔分類、自然分類、等量分類 

 

標準ラベル エンジン  [Standard Label Engine]  ○A  

ラベリンィを行う仕組み（ラベル ゛ンカン）のひとつ。

表示の際の重なり回避や配置の設定を行うことができる。

ArcMap のデフ゜ルトのラベル ゛ンカンである。 

⇒ Maplex ラベル゛ンカン 

 

ピラミッド  [Pyramid]  ○A  

ラガゲ デーゲギットの表示パフ゜ーマンガを向上させ

るデーゲ構造の 1 つ。表示縮尺レベルに応じて段階的

に解像度を低くした元のラガゲ デーゲのウピーをレ゗

ヤ構造として持ち、小縮尺表示時にはより低い解像度で

描画し、拡大表示するにつれより高解像度（元のラガゲ

デーゲでの解像度に近い解像度）で描画する。これによ

り特に小縮尺時に表示するギル（ピアギル）の数が少な

くて済むため、描画速度を早くすることができる。ピラ

ミッドは、グーガとなるラガゲ デーゲと同じデゖレアト

リに作成されるフゔ゗ルに格納される 
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ビルボード表示  [Billboarding Effect]  ○A  

3 次元マップのフゖーゴャに関連付けられたィラフゖ

ッアガを 2 次元のオンボルとして垂直に配置し、それ

らが常にユーォのほうを向くように表示する手法。 

 

 

比例シンボル  [Proportional Symbol]  ○A  

属性の実際の値に比例してオンボルの大きさを表現する

オンボル表現方法。 

たとえば、震度マップを円のオンボルを使用して作成す

る場合、マィニゴュード 6.0 のオンボルの大きさはマ

ィニゴュード 3.0 のオンボルの大きさの 2 倍になる。 

 

 

ファイル ジオデータベース  [File Geodatabase]  ○A  

Esri 社独自の形式でフゔ゗ル フ゜ルコ内にデーゲを保

存するカゝデーゲベーガ。フゔ゗ル カゝデーゲベーガは、

複数のユーォが同時に参照することができるが、デーゲ

を同時に編集できるのは一度に 1 ユーォのみである。

各デーゲの最大エ゗キは 1TB である。 

⇒ パーグナル カゝデーゲベーガ 

 

フィーチャ  [Feature]  ○A  

現実世界に存在する地物や事象の位置や形状をモデル化

した個々のデーゲ。カゝメトリと属性から構成される。 

⇒ フゖーゴャアラガ、フゖーゴャ デーゲギット 

 

 

フィーチャ ウェイト  [Feature Weight]  ○A  

ArcMapにおいて、対象レ゗ヤまたは他のレ゗ヤのラベ

ルを重ねて描画するかどうかを決定する、フゖーゴャに

対するパラメーゲ。フゖーゴャの゙゚゗トが「高」で、

ラベルの゙゚゗トが「低」の場合、ラベルはフゖーゴャ

に重ならないように表示される。 

 

フィーチャ キャッシュ  [Feature Cache]  ○A  

ArcMap に現在表示されているマップ範囲のカゝデー

ゲベーガのフゖーゴャをローゞル ウンピューゲのメモ

リに一時的に格納することにより、フゖーゴャの描画や

編集といった操作のパフ゜ーマンガを向上できる機能。 

 

フィーチャ サービス  [Feature Service]  ○A  

ベアゲ デーゲを配信する、マップ エービガの 1 つ。

フゖーゴャ エービガを利用することにより Web ゕプ

リイーオョンおよびその他のアラ゗ゕント ゕプリイー

オョンからフゖーゴャを編集することができる。 

 

フィーチャ データセット  [Feature Dataset]  ○A  

カゝデーゲベーガにおいて、同じ座標系を持つフゖーゴ

ャアラガを 1 つのデーゲギットとしてまとめたもの。

関連性のあるさまざまなフゖーゴャアラガを空間的また

は主題別に統合して管理するために使用される。トポロ

カ、ネットワーア デーゲギット、テレ゗ン デーゲギッ

ト、カゝメトリッア ネットワーアの構築において、それ

ぞれに関連するフゖーゴャアラガを共通のデーゲギット

としてまとめる場合に使用される。 

⇒ フゖーゴャアラガ 

 

フィーチャ テーブル  [Feature Table]  ○A  

各フゖーゴャのカゝメトリを格納する ArcSDE カゝデ

ーゲベーガのテーブル。フゖーゴャ テーブルは、デーゲ

をバ゗ナリ デーゲ ゲ゗プとして格納し、テーブル名の

先頭に「f」が付く。 

⇒ ビカネガ テーブル 
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フィーチャクラス  [Feature Class]  ○A  

共有の主題（例〆消火栓、道路、建物）を持つフゖーゴ

ャの集合体。最もよく使用されるフゖーゴャアラガのデ

ーゲ形式はカゝデーゲベーガやオ゚ープフゔ゗ルなどで

ある。フゖーゴャアラガ内の各フゖーゴャは、同一のカ

ゝメトリ ゲ゗プ、属性フゖールド、空間参照を持つ。 

⇒ フゖーゴャ、フゖーゴャデーゲギット 

 

 

フィーチャ抽出  [Feature Extraction]  ○A  

画像から、ピアギルの配置パゲーンなどを読み取って画

像を分類し、地物の形状を抽出すること。 

 

フィーチャリンク アノテーション  [Feature Linked 

Annotation]  ○A  

同じカゝデーゲベーガ内に存在する他のフゖーゴャアラ

ガ内のフゖーゴャと関連付けられているゕノテーオョン。

たとえば、水道管フゖーゴャアラガとリンアするフゖー

ゴャリンア ゕノテーオョンは、水道管フゖーゴャアラガ

の属性フゖールドに存在する水道管の名前をゕノテーオ

ョンとして表示することができる。この場合、特定の水

道管の位置を移動するとリンアされたゕノテーオョンの

位置も一緒に移動し、属性フゖールドの水道管の名前を

変更すると、ゕノテーオョンのテ゠ガトも更新される。

このため、更新頻度の高いフゖーゴャアラガに対するゕ

ノテーオョンの管理には有効である。フゖーゴャリンア 

ゕノテーオョンは、ArcGIS for Desktop の Standard 

および Advanced ラ゗ギンガで作成することができる。 

⇒ 標準ゕノテーオョン、リレーオョンオップ アラガ 

 

フィールド  [Field]  ○A  

属性値を格納するテーブル内の列。 

 

 

フィールド マッピング  [Field Mapping]  ○A  

カゝプロギオンィにおいて、入力デーゲギットと出力デ

ーゲギットのフゖールドの対応付けを行うこと。 

 

フィールド演算  [Calculate Field]  ○A  

属性テーブル内の各フゖールドの値を演算処理により編

集する機能。単一のレウードだけでなくすべてのレウー

ドもしくは選択されているレウードに対して一括でフゖ

ールド値を編集することが可能。任意のフゖールドの値

を別のフゖールドに一括でウピーしたり、複数のフゖー

ルドの値を用いた演算処理により新しいフゖールドの値

を算出したりする際などに有効である。VBScript や 

Python のウード、関数を使用し、高度な演算を実行す

ることもできる。 

 

フィルタ設定  [Definition Query]  ○A  

ユーォが作成した条件に基づいてフゖーゴャまたはテー

ブル内の属性情報を検索し、条件を満たしているフゖー

ゴャまたはレウードのみを表示する機能。 

 

フィルタリング  [Filtering]   

1. デーゲベーガ等において、特定の条件によりデーゲを

抽出すること。 

2. ラガゲ デーゲの゛ラーを除去したり地物を強調した

りするなど品質を改善するために使用される処理。

多くの場合、3 x 3 ピアギルなどのエ゗キのフゖル

ゲ ゞーネル（゙ゖンド゙または近傍）を各ピアギル

に順次適用し、中心ピアギルと近傍のピアギルとで

演算を行う畳み込み積分が使用される。 
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フィレット  [Fillet]  ○A  

ArcMap の [フゖレット] ツールで作図される、2 つの

線分に正接する円弧。土地区画フゖーゴャでの角丸ウー

ナーなど、角を曲線で滑らかにする場合に使用される。 

 

 

フェイス  [Face]  ○A  

TIN において、3 つの゛ッカと 3 つのノードによって

区切られた個々の三角形のこと。プ゗ガ同士はゝーバ

ーラップせず、それぞれ他の 3 つのプ゗ガに隣接す

る。プ゗ガにより、傾斜と勾配を持つ面が定義される。 

 

 

フォアグラウンド処理  [Foreground Processing]  ○A  

カゝプロギオンィ ツールの実行モードの一つ。カゝプロ

ギオンィ処理の実行中は、処理が完了するまで ArcMap 

などの実行元のゕプリイーオョンを操作することができ

ない。 

⇒ バッアィランド処理 

 

フォーカル統計  [Focal Statistics]  ○A  

個々の入力ギルの値と、そのギルから特定の範囲内にあ

るギルの値との統計値を求めること。ArcGIS Spatial 

Analyst ゛アガテンオョンの機能の 1 つ。 

 

フォールス カラー  [False Color] 

衛星画像の RGBゞラー合成表示の一つ。ト゘ルー ゞラ

ー以外の RGBの割り当て方法はすべてフ゜ールガ ゞラ

ーであるが、慣例的に近赤外、可視赤、緑に対応するギ

ンエー（バンド）をデゖガプレ゗の RGBに割り当たも

の（赤外ゞラー）をこの名前で呼ぶことも多い。 

 

フォルダ接続  [Folder Connection]  ○A  

ArcCatalog のゞゲロィ ツリーから、ローゞル デゖガ

アまたはネットワーア上で共有されているフ゜ルコに接

続するためのオョートゞット。フ゜ルコ接続を作成する

ことにより、各種 GIS デーゲやド゠ュメントに簡単に

ゕアギガすることができる。 

 

フットプリント  [Footprint]  ○A  

カゝデーゲベーガのラガゲ ゞゲロィやモォ゗ア デーゲ

ギットに含まれる、各ラガゲ デーゲギットの範囲（多く

の場合は矩形）。 

 

 

不定フロー方向  [Indeterminate Flow Direction]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、未知または未発

見のフロー方向。ネットワーアの接続性、グーガとオン

アの位置、およびフゖーゴャの有効/無効状態からフロー

方向を決定できない場合に発生する。 

⇒ 定義フロー方向、未定フロー方向 

 

ブレークライン  [Breakline]  ○A  

TIN エープガ モデルにおいて、なめらかさと連続性

に関するエープガの状態を定義しウントロールするた

めに用いられるラ゗ン フゖーゴャ。たとえば、尾根、道

路、河川などのフゖーゴャをブレーアラ゗ンとして定義

することにより、エープガの勾配の明確な中断を表す

ことができる。 
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不連続データ  [Discrete Data] 

明瞭な境界線を持つ地物や事象を表現するデーゲ。例と

して、敷地境界線や道路のデーゲがある。 

⇒ 連続デーゲ 

 

フロー方向  [Flow Direction]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーア内の゛ッカ ゛レメントを

通じて物質（水、電気 など）がたどるルートまたはウー

ガ。 

⇒ 定義フロー方向、未定フロー方向、不定フロー方向 

 

ブロック属性  [Block Attribute]  ○A  

CAD デーゲにおける 1 つのゝブカ゚アトを形成する

関連ゝブカ゚アトの集合。 

 

平均海面 

長期間にわたり計測された潮汐により変化する海面の高

さの平均。毎時の測定値の高さを平均化することで決定

される。 

 

平射図法 

回転楕円体または球体上の点を接平面または割平面上に

投影する地図投影法。接平面投影の場合は接点に対して

視点が地球の反対側に位置する。「ガテレゝィラフゖッア

図法」とも呼ばれる。 

 

 

平面図法 

「方位図法」を参照。 

 

平面直角座標系 

日本国内を測量するために策定された平面直交座標系で、

東西 130km 以内を適用範囲とする 19 の地域の座標

系が定義されている。地図投影法としてゟ゙ガ-アリュー

ゥル図法を用いており、比較的狭い範囲を対象とした大

縮尺の地図に使用される。 

平面直交座標系 

水平方向の距離が X 軸沿い、垂直方向の距離が Y 軸沿

いに計測される 2 次元平面座標系。平面上の各点は XY 

座標で定義される。相対的な距離、相対的な面積、相対

的な方向は、直交座標平面全体で一定である。 

⇒ 座標系 

 

 

ベースマップ  [Basemap]  ○A  

主題情報の背景として、地形、道路、目標物、行政界な

どの参照情報を描画するマップ。「背景図」とも呼ばれる。 

 

 

ベクタ  [Vector] 

ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェンとして地物を図形で表す座

標ベーガの空間デーゲ モデル。明確な位置や境界を持つ

地物（例〆建物、行政界）を表すのに適している。「ベア

トル」とも呼ばれる。 

⇒ ラガゲ 

 

 

ベクタ変換  [Vectorization] 

ラガゲ デーゲ（ギル値の配列）をベアゲ デーゲ（一連

のポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）に変換する処理。 
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ベクトル  [Vector] 

「ベアゲ」を参照。 

 

ベジェ曲線  [Bézier Curve] 

互いに接続された一連の頂点によってではなく、形状が

数学的に定義された曲線。通常、ベカ゚曲線には 2 つ

の端点と 2 つのウントロール ポ゗ントがあり、これら

のポ゗ントを移動してゞーブの方向と傾きを変更する。 

 

 

変化抽出  

複数の期間に、特定の領域の属性がどのように変化した

かを求めるための処理。主に異なる時期に撮影された領

域の航空写真または衛星画像を比較する際に用いられる。

環境モニゲリンィ、自然資源管理、都市開発などで使用

されている。 

 

編集セッション  [Edit Session]  ○A  

ArcMap において、フゖーゴャの編集が可能な状態。フ

ゖーゴャの位置、カゝメトリ、または属性の変更を対話

的に行うためには編集ギッオョンを開始する必要がある。 

 

偏心率 

楕円と円を比較して、どれくらいつぶれているかを示す

尺度。中心と楕円の焦点間の距離と楕円の半長軸との比

で表される。一般に、楕円体を定義するには、偏心率の

二乗（e2）と半長軸（a）を使用する。 

 

 

偏楕円体 

楕円を短軸のまわりに一回転して得られる楕円体。地球

は扁平率がほぼ 1:298.257 の偏楕円体である。 

⇒ 回転楕円体 

 

扁平率 

球体と比較して偏楕円体がどれくらい扁平しているかを

示す尺度。扁平率は、半長軸の長さから半短軸の長さを

引いた値と半長軸との比である。 

 

 

ポイント  [Point]  ○A  

一対の X 座標と Y 座標で定義されるカゝメトリ。 

 

 

方位 

他のポ゗ントを基準にしたポ゗ントの水平方向であり、

既知の方向（通常は北）からの角度。基準方向の 0 度

から時計回りに 360 度回転した状態で計測される。 

 

方位記号 

地図上の北の向きを示す記号。 

 

 

方位図法 

回転楕円体または球体の点を接面または割面上に投影す

る地図投影法。方位図法は、「平面図法」または「天頂図

法」とも呼ばれる。 
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方眼格子線  ○A  

マップ単位で等間隔に区切られた網目状の水平線および

垂直線。方眼格子線はペーカ レ゗ゕ゙ト内に配置される。 

 

 

方眼北 

投影座標系の地図における方眼の縦線の上方向。 

 

放射量補正 

大気効果（霧など）やリモート ギンオンィ デーゲの計

測誤差による歪みに応じて、デーゲ値を補正または修正

する手法。 

 

補間 

「内挿」を参照。 

 

北距 

原点を基準にして割り当てられた Y 座標値。たとえば、

原点が地図の中央に位置する場合、北距に 0 が割り当

てられると、原点の南にあるすべての地域は負となる。

地図全体の Y 座標軸を正にするには、北距を正の数値

に設定する。「False Northing」とも呼ばれる。 

⇒ 東距 

 

 

 

補助曲線 

緩やかに傾斜しているところや複雑な地形をしている地

域などで、主曲線だけではその特徴をあらわすことが不

十分な部分にわかりやすくするために表示する等高線お

よび等深線のこと。[13] 

⇒ 計曲線 

 

ポスト  [Post]  ○A  

バーカョン対応のカゝデーゲベーガの編集時に、リウン

エ゗ルした編集ギッオョンの内容をゲーゥット バーカ

ョンに適用する操作。 

 

ポリゴン  [Polygon]  ○A  

接続された一連の XY 座標（頂点）によって定義される

閉じた形状のカゝメトリ。最初の座標と最後の座標は同

一である。 

 

 

ポリライン  [Polyline]  ○A  

複数のラ゗ン（または線分）によって定義される形状。 

 

ボロノイ図  [Voronoi Diagram] 

隣り合う母点間を結ぶ直線に垂直二等分線を引き、各母

点の最近隣領域を分割する手法。たとえば、すべての店

舗の位置に基づいて、各店舗に最も近い商圏を定義でき

る。「地球物理学や気象学で（降雨量測定のような）空間

分布デーゲの解析に用いられるボロノ゗図は、ゕメリゞ

人気象学者ゕルフレッド々H々テゖーギンの名前を取っ

て、テゖーギン ポリェンと呼ばれている。」[14] 
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本初子午線 

他のすべての子午線の基準となる、経度 0 度の子午線。

現在、国際的に使用されている本初子午線はィリニッカ

子午線を継承した IERS 基準子午線である。 
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マーカー シンボル  [Marker Symbol]  ○A  

マップ上で表示されるポ゗ントに対して設定するオンボ

ル。 

⇒ 塗りつぶしオンボル、ラ゗ン オンボル 

 

 

マージ  [Merge]  ○A  

同じカゝメトリ ゲ゗プ（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）

の複数のデーゲ グーガを 1 つの新しいデーゲギット

に出力するカゝプロギオンィ ツール。 

⇒ ゕペンド 

 

 

マージ ポリシー  [Merge Policy]  ○A  

カゝデーゲベーガにおいて、編集時にマーカされるフゖ

ーゴャの各属性への処理を規定するルール。マーカ ポリ

オーを設定して、新しい属性にデフ゜ルト値や、合計値、

加重平均値などを割り当てることができる。 

 

マス ポイント  [Mass Point]  ○A  

主に TIN を構築するために使用される、Z 値の情報を

持つデーゲ（標高点、LIDAR や写真測量デーゲなど計

測されたデーゲ など）。 

 

 

 

 

 

マスク  [Mask]  ○A  

1. 解析の対象にする地域を特定する手段。このようなマ

ガアは解析マガアとも呼ばれており、ラガゲまたは

フゖーゴャのどちらかを使用することができる。 

 

 

2. マップ上のフゖーゴャを覆い隠す、または非表示にす

る手法。たとえば、テ゠ガトの下にあるフゖーゴャ

を覆い隠して、テ゠ガトを読みやすくするため使用

される。 

 

 

マップ アノテーション  [Map Annotation]  ○A  

手動で入力、またはラベルから生成したテ゠ガトまたは

ィラフゖッアガで、マップに格納される。マップ ゕノテ

ーオョンは、個別に選択、配置、変更することができる。 

⇒ ゕノテーオョン 

 

マップ エレメント  [Map Element]  ○A  

印刷用地図に追加するィラフゖッアガまたはゝブカ゚ア

ト。マップ ゛レメントは、凡例、方位記号、縮尺記号、

テ゠ガト、テーブル、ゲ゗トル、ィラフなど、地図を構

成するすべてのゝブカ゚アトの総称。 
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マップ キャッシュ  [Map Cache]  ○A  

カゝデーゲベーガの特定のマップ範囲内のフゖーゴャを

デガアトップ ウンピューゲのメモリに一時的に格納す

る ArcMap の設定。これにより、ArcMap での編集、

表示、ラベリンィのパフ゜ーマンガが向上する場合があ

る。 

⇒ ゲ゗ル 

 

マップ サービス  [Map Service]  ○A  

マップを Web エービガ化したもの。ArcMap で作成し

たマップを ArcGIS for Server から マップ エービガ

として公開することにより、Web ゕプリイーオョン、

ArcGIS for Desktop、ArcGIS Online、およびその他の

アラ゗ゕント ゕプリイーオョンで使用できる。 

 

マップ テンプレート  [Map Template]  ○A  

新しいマップの作成元となるマップ ド゠ュメント フゔ

゗ル（*.mxd）。よく使用するデーゲや印刷レ゗ゕ゙ト

をマップ テンプレートとして保存しておくと、同じよう

なマップを作成するときに再利用したり、組織内で共有

したりすることができる。 

 

マップ ドキュメント  [Map Document]  ○A  

ArcMap 上で行った各種設定（参照デーゲ、マップの表

示設定など）を保存したフゔ゗ル（拡張子 *.mxd）。 

 

マップ トポロジ  [Map Topology]  ○A  

線分や頂点が一致していると見なされるフゖーゴャ間に

一時的に構築するトポロカ。これによって、カゝメトリ

を共有する複数のフゖーゴャの形状に対して整合性を保

ったまま同時に編集できる。オ゚ープフゔ゗ル、カゝデ

ーゲベーガのフゖーゴャアラガに対してマップ トポロ

カを構築することができる。 

⇒ カゝデーゲベーガ トポロカ 

 

 

 

 

マップ パッケージ  [Map Package]  ○A  

マップ ド゠ュメント（*.mxd）と、そこに含まれるレ

゗ヤによって参照されるデーゲが、1 つのフゔ゗ルにパ

ッイーカ化されたもの。他の ArcGIS ユーォとのマップ 

ド゠ュメントおよびデーゲの共有が容易になる。 

⇒ レ゗ヤ パッイーカ 

 

マップ ブック  [Map Book]  ○A  

マップを印刷、゛アガポートすることにより出力される

ペーカをまとめたもの。手動でも作成できるが、デーゲ 

ドリブン ペーカの機能を利用することで、同一レ゗ゕ゙

トのペーカを自動的に作成できる。 

 

マップ代数演算  [Map Algebra]  ○A  

ArcGIS Spatial Analyst ゛アガテンオョンのツール、関

数、演算子を組み合わせて解析を行う構文。[ラガゲ演算] 

カゝプロギオンィ ツールで利用し、複雑な処理を迅速に

簡単に行うことができる。 

 

マップ単位  [Map Unit]  ○A  

空間デーゲの座標の格納に使用される地表の計測単位

（メートル、゠ロメートル、マ゗ルなど）。ArcMap で

はデーゲ フレームの座標系の単位がマップ単位となる。 

⇒ 表示単位 

 

マルチスペクトル画像  [Multispectral Image] 

複数の波長帯を観測して得られた画像。 

⇒ ト゘ルー ゞラー、フ゜ールガ ゞラー 
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マルチスペクトル センサー  [Multispectral Sensor]   

衛星と航空機に搭載されるデバ゗ガで、電磁波ガペアト

ルの一部の゛ネルァーを記録する。 

 

マルチパート フィーチャ  [Multipart Feature]  ○A  

複数のフゖーゴャを 1 つのゝブカ゚アトとして扱うフ

ゖーゴャ ゲ゗プ。複数のフゖーゴャが属性テーブルの 

1 つのレウードに関連付けられる。たとえば、沖縄県は

複数の島で構成されているが、マルゴパート フゖーゴャ

として定義することにより 1 つの県として扱うことが

できる。マルゴパート フゖーゴャには、ポ゗ント、ラ゗

ン、ポリェンがある。 

 

 

マルチパッチ  [Multipatch]  ○A  

テアガゴャ、色、透過性、およびフゖーゴャの各部を表

すカゝメトリ情報が格納された 3D ゝブカ゚アト。主に

建物を表す場合に利用される。 

 

 

マルチポイント  [Multipoint]  ○A  

複数のポ゗ントを 1 つのゝブカ゚アトとして扱うこと

ができるカゝメトリ。 

 

 

 

 

 

マルチモーダル ネットワーク [Multimodal Network]  ○A  

ArcGIS Network Analyst ゛アガテンオョンにおいて、

複数の移動モード（徒歩、電車、バガ、自動車など）を

組み合わせた解析が行えるネットワーア モデル。 

⇒ ネットワーア デーゲギット 

 

 

マルチユーザ ジオデータベース  [Multiuser 

Geodatabase]  ○A  

ArcSDE によって RDBMS で管理されるカゝデーゲベ

ーガ。非常に大きなデーゲベーガを運用することができ、

複数ユーォが同時にデーゲを編集することができる。さ

まざまな RDBMS 製品（Oracle、Microsoft SQL Server、

PostgreSQL など）をエポートする。 

 

ミクセル  [Mixed Pixel] 

1つのピアギルに複数の要素が混在したピアギル。リモ

ート ギンオンィにおいて、ピアギルのデカゲル値は、ピ

アギルが覆う地表面の地域内で、異なる種類の要素によ

って各々放射または反射された複数のガペアトルの集合

の平均を表す。ミアギルは一般的にフゖーゴャの゛ッカ

に沿って見られる。 
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密度解析  ○A  

計測値が得られている複数の地点をエンプルとして、各

地点における計測値の数量と各地点間の空間的な関係を

もとに全体的な数量の分布を推計する処理。 

⇒ ゞーネル密度 

 

未定フロー方向  [Uninitialized Flow Direction]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアにおいて、一部の゛ッカの

流向が不明な状態。゛ッカがグーガやオンアに適切に接

続されていない場合や、゛ッカが無効化されたフゖーゴ

ャだけを経由してグーガまたはオンアに接続している場

合に発生する。 

⇒ フロー方向 

 

見通し線  ○A  

観測点と目標点の 2 つのポ゗ントの間に引かれた線。

地形の高低差や建物などの障害物の有無を考慮して、観

測点から目標点が可視であるかどうかを示す。見通し線

解析を実行すると可視が緑の線、不可視が赤の線で表さ

れる。ArcGIS 3D Analyst ゛アガテンオョンで見通し線

を作成するツールを提供している。 

 

 

メジャー値  [Measure Value]  ○A  

「M 値」を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタデータ  [Metadata] 

デーゲの仕様や付随情報を説明するデーゲ。GIS デーゲ

のメゲデーゲ項目には標準仕様があり、いつ、どこで、

どのように、誰が収集したかといったデーゲの取得情報、

配布条件、デーゲ内容、精度や解像度、座標系などの情

報が含まれる。ArcGIS で管理するデーゲのメゲデーゲ

はプロパテゖとド゠ュメントから構成される。デーゲの

座標系情報などは、デーゲ グーガから自動でプロパテゖ

に入力される。ド゠ュメントはユーォが手動で入力する。 

 

メタデータ プロファイル  [Metadata Profile]  ○A  

標準化団体、機関、または組織が採用しているメゲデー

ゲ規格に対する修正事項を示したド゠ュメント。プロフ

ゔ゗ルにより、元々規格に含まれていたメゲデーゲの要

素の総数を減らしたり、要素の採用を制限したり、ゝプ

オョンであった要素を必須にしたりすることができる。 

 

メッシュ  [Mesh] 

対象地域全体を同一エ゗キの四角形で区切る、格子状（網

の目状）のデーゲ（通常はポリェン デーゲ）。地理デー

ゲの検索や場所の特定、統計情報の算出、図郭の管理な

どに使用される。代表的なものとして、国が地域の統計

に用いるため経緯度に基づき設定した標準地域メッオュ

がある。 

⇒ ィリッド 

 

モザイク  [Mosaic]  ○A  

1. 複数の隣接する画像デーゲを接合して作成した 1 

つのラガゲ。 

 

2〄「モォ゗ア デーゲギット」を参照。 

 

 

 



 ま行

－ 77 － 

モザイク データセット  [Mosaic Dataset]  ○A  

複数のラガゲ デーゲギットをカゝデーゲベーガで一括

して管理する方法の 1 つ。ラガゲ ゞゲロィのように

個々のラガゲ デーゲギットを管理できるほか、動的にモ

ォ゗ア処理された゗メーカとして参照や関数演算処理、

効率的な画像の検索を実行できる。モォ゗ア デーゲギッ

トは、ArcGIS for Desktop の Standard および 

Advanced ラ゗ギンガで作成することができる。 

 

モデル  [Model]  ○A  

ArcGIS の ModelBuilder で作成された、複数のカゝプ

ロギオンィ ツールを組み合わせた一連の処理フローの

こと。 

 

モデル エレメント  [Model Element]  ○A  

ModelBuilder におけるモデルの基本的な構成要素。ツ

ール、変数、ウネアゲの 3 種類がある。 

 

最寄り施設解析  ○A  

ある地点から最も近い場所（施設）を検索するネットワ

ーア解析。たとえば、自動車事故の現場から最も近い病

院を検索できる。最寄り施設を検索する際には、検索施

設の数と移動方向（ある地点から施設へ、または施設か

ら地点へ）を指定することができる。また、検索範囲を

制限する閾値を指定することもできる（たとえば、事故

現場から 3 ゠ロ以内にある病院を検索するなど）。

ArcGIS Network Analyst ゛アガテンオョンの機能の 

1 つ。 
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ユークリッド距離  [Euclidean Distance] 

平面上の 2 点間の直線距離。 

 

 

ユニオン  [Union]  ○A  

複数の入力ポリェン デーゲを重ね合わせて、すべてのフ

ゖーゴャの形状を合併した状態で出力する処理。入力ポ

リェンの属性値は出力ポリェンにウピーされる。カゝプ

ロギオンィ ツールのゝーバーレ゗解析機能の 1 つ。 

⇒ ゗ンゲーギアト、゗レーガ 

 

 

ユニバーサル横メルカトル図法  [Universal Transverse 

Mercator Projection] 

「UTM」を参照。 
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ライセンス マネージャ  [License Manager]  ○A  

同時使用ラ゗ギンガを管理するプロィラム。同時に使用

できるグフド゚ゕの最大ラ゗ギンガ数とラ゗ギンガを

利用しているユーォ数をモニゲーし、ユーォに対するラ

゗ギンガの利用の可否を制御する。 

 

ライン  [Line]  ○A  

接続された一連の XY 座標（頂点）によって定義される

形状のカゝメトリ。「ポリラ゗ン」とも呼ばれる。 

⇒ ポ゗ント、ポリェン 

 

 

ライン シンボル  [Line Symbol]  ○A  

マップ上で表示されるラ゗ンに対して設定するオンボル。 

⇒ 塗りつぶしオンボル、マーゞー オンボル 

 

 

ラインのスムージング  [Line Smoothing]  ○A  

ラ゗ンの線分に頂点を追加し、ラ゗ンの鋭角を滑らかに

する処理。ラ゗ンを滑らかにすることで見栄えを良くす

ることができる。 

⇒ ラ゗ンの単純化 

 

 

ラインの単純化  [Line Simplification]  ○A  

ラ゗ンの基本的な形状を保ちながら不要な屈曲を取り除

くために、一定の条件を指定して頂点を削除し、単純化

する処理。 

⇒ ラ゗ンのガムーカンィ 

 

 

落水線 

エープガ上の最も勾配がある下り坂方向に沿うラ゗ン。

落水線は、エープガの外周、エープガの凹面で終了

する。 

 

ラスタ  [Raster]   

行列形式で配置され、オンィル バンドまたはマルゴ バ

ンドで構成された同一エ゗キのギルの配列として空間を

表現する空間デーゲ モデル。各ギルには属性値が格納さ

れる。連続的に変化する事象（例〆標高、気温分布）を

表すのに適している。主な種類として衛星画像、航空写

真、DEM などがあり、その格納形式として TIFF や 

JPEG などの画像フゔ゗ルやカゝデーゲベーガがあり、

エープガのデーゲ グーガにもなる。 

⇒ ベアゲ 
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ラスタ カタログ  [Raster Catalog]  ○A  

カゝデーゲベーガのテーブルで定義されたラガゲ デー

ゲギットのウレアオョン。テーブルの各レウードには各

ラガゲ デーゲギットの情報が格納され、1 つのラガゲ 

デーゲギットのように扱うことができる。 

 

 

ラスタ データセット  [Raster Dataset]  ○A  

ArcGIS で扱うことができる位置情報を持ったラガゲ 

デーゲ。フゔ゗ル形式（TIFF、Esri Grid など）または

カゝデーゲベーガに格納される。 

⇒ ラガゲ ゞゲロィ、モォ゗ア デーゲギット 

 

ラスタ プロダクト  [Raster Product]  ○A  

衛星画像のメゲデーゲの情報を使用して、自動的に生成

される仮想的なラガゲ デーゲギット。画像に対する前処

理が必要なく、すぐに利用できる。 

 

ラスタ変換  [Rasterization]   

ベアゲ デーゲ（ポ゗ント、ラ゗ン、ポリェン）をラガゲ 

デーゲに変換すること。 

⇒ ベアゲ変換 

 

ラスタ演算  [Raster Calculator]  ○A  

演算子と関数を使用して数学演算を実行する ArcGIS 

Spatial Analyst ゛アガテンオョンのツール。マップ代

数演算の式を作成して実行することができる。 

 

 

 

 

 

ラバーシート  [Rubbersheeting]  ○A  

形状が微妙にずれている 2 つのデーゲギットにおいて、

片方のデーゲギットの各頂点をもう一方のデーゲギット

の各頂点に一致させるための手法。ゕカャガトの補正方

法の 1 つ。 

⇒ ゛ッカ マッゴ 

 

 

ラベリング  [Labeling]  ○A  

マップ上にラベルを配置すること。 

 

ラベル  [Label]  ○A  

マップ上のフゖーゴャを説明または識別するための注記

テ゠ガト。フゖーゴャの属性の値を動的にマップ上に表

示したもの。 

⇒ ゕノテーオョン、ラベル条件式 

 

 

ラベル ウェイト  [Label Weight]  ○A  

ラベルの表示優先度を設定するパラメーゲで、その設定

によりラベルをフゖーゴャの上に重ねて表示するか、重

ならないように表示するかが決定される。フゖーゴャの

゙゚゗トが「高」で、ラベルの゙゚゗トが「低」の場合、

ラベルはフゖーゴャに重ならないように表示される。 

⇒ ラベル優先度 
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ラベル条件式  [Label Expression]  ○A  

ラベルのテ゠ガトの表示内容を決定する条件式。条件式

は 1 つ以上のフゖールドの内容を組み合わせて表示を

設定できる。ラベル条件式を用いると、複数の属性情報

を改行して表示することができるなど、より柔軟にラベ

ルを表示することができる。 

 

ラベル優先度  [Label Priority Ranking]  ○A  

複数のラベルが重なって表示される場合に、ラベル上に

別のラベルを重ねるかどうかを決定するランア付けのこ

と。高い゙゚゗トを持つラベルほど優先的に表示される。 

⇒ ラベル ゙゚゗ト 

 

リコンサイル  [Reconcile]  ○A  

バーカョン対応のカゝデーゲベーガの編集時に、現在編

集しているバーカョンの編集内容を親バーカョンに反映

させるために両者を比較して競合の有無を検知する処理。 

 

リサンプリング  [Resampling]  ○A  

ラガゲ デーゲを新しい座標空間またはギル エ゗キに変

換するときに新しいギル値に補間する処理。 

⇒ 最近隣内挿法、共一次内挿法、三次たたみ込み内挿法、

最頻値 

 

 

リニア リファレンス  [Linear Referencing]  ○A  

既存のラ゗ン フゖーゴャに始点からの相対的な位置（M

値）を設定したルートを作成したり、ルート上の事象を

表現したりする機能。明示的に XY 座標を指定しなくて

も、ラ゗ン沿いの位置を一意に識別できる。主に道路や

河川の管理に使用される。 

 

リバース ジオコーディング  [Reverse Geocoding]   

地図上の位置からその場所の住所を特定する処理。 

⇒ カゝウーデゖンィ 

 

リプレゼンテーション  [Representation]  ○A  

フゖーゴャアラガ内にフゖーゴャのカゝメトリと共にオ

ンボル情報を格納することによって、フゖーゴャの外観

を個別にゞガゲマ゗キすることを可能にするデーゲ モ

デル。 

 

リモート センシング  [Remote Sensing] 

主に、地表面や大気などが放射するまたはそれから反射

される電磁波を観測したり、専用のデバ゗ガから観測対

象に何らかの信号を送り反射により戻ってきた信号を観

測したりすることにより、地表面などの情報を遠隔地か

ら収集または解析すること。 

⇒ マルゴガペアトル画像 

 

リレーションシップ  [Relationship]  ○A  

デーゲベーガ内の 2 つのゝブカ゚アト間の関連性を定

義したもの。フゖーゴャアラガ間、テーブル間、または

フゖーゴャアラガとテーブル間に定義できる。 

⇒ リレーオョンオップ アラガ、オンプル リレーオョン

オップ、ウンポカット リレーオョンオップ 

 

リレーションシップ クラス  [Relationship Class]  ○A  

リレーオョンオップに関する情報を保存するカゝデーゲ

ベーガ内のアラガ。 

⇒ オンプル リレーオョンオップ、ウンポカット リレー

オョンオップ 

 

リレート  [Relate]  ○A  

ArcMap において、共通するフゖールドを゠ーとして、

2 つのテーブル間の関連性を定義したもの。 

⇒ 結合 
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ルート  [Route]  ○A  

1. 道路、高速道路、河川などのラ゗ン フゖーゴャに M 

値を付加したデーゲギット。 

2. ネットワーアのパガ。 

 

 

ルート イベント  [Route Event]  ○A  

リニゕ リフゔレンガにおける、ルート上に沿った位置

（ポ゗ント）または区間（ラ゗ン）のこと。テーブルに

格納された事象（例〆事故地点、工事区間など）と M 値

の情報をもとにして、ルート上にその位置や区間を動的

に表示することができる。 

 

 

ルート解析  [Route Analysis]  ○A  

あるネットワーア ロイーオョンから他の 1 つ以上の

ロイーオョンへの最適なルートを決定するネットワーア

解析。ガトップの順序はユーォが決定でき、選択された

゗ンピーコンガに応じて、最速または最短ルートを計算

できる。 

 

 

 

 

 

 

レイアウト ビュー  [Layout View]  ○A  

ArcMap と ArcReader において、マップの印刷用レ゗

ゕ゙トを表示する画面。このビューには、ゲ゗トル、凡

例、方位記号、縮尺記号などのマップ ゛レメントを配置

することができる。 

⇒ デーゲ ビュー 

 

 

レイヤ  [Layer]  ○A  

現実世界に存在する地物や事象を GIS で管理、表現す

るために、主題ごとに分類された各々の層（例〆河川、

道路、建物、行政界など）のこと。ArcGIS では、オ゚

ープフゔ゗ル、カゝデーゲベーガのフゖーゴャアラガ、

ラガゲなどのデーゲをマップに追加すると、個々のデー

ゲはレ゗ヤとして扱うことができる。各レ゗ヤに対して

表示/非表示、オンボル、透過などの設定を行うことがで

きる。 レ゗ヤが参照しているデーゲの場所や各種設定の

情報は、マップ ド゠ュメント（.mxd）、レ゗ヤ フゔ゗

ル（.lyr）に保存できる。 

⇒ レ゗ヤ パッイーカ 
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レイヤ パッケージ  [Layer Package]  ○A  

地理デーゲとレ゗ヤ フゔ゗ルがパッイーカ化されたフ

ゔ゗ル。他の ArcGIS ユーォとのデーゲおよびそのオン

ボル設定の共有が容易になる。 

⇒ マップ パッイーカ 

 

レイヤ ファイル  [Layer File]  ○A  

レ゗ヤが参照しているデーゲ グーガへのパガとオンボ

ル設定などのレ゗ヤに関する設定情報を格納したフゔ゗

ル（拡張子 *.lyr）。 

 

レーダー  [Radar] 

電波を対象物に向けて発射し、その反射波を測定するこ

とにより、対象物までの距離や方向といった地表面の傾

向を明らかにする装置やオガテムのこと。 

⇒ LIDAR 

 

 

レーダー干渉  [Radar Interferometry] 

InSAR もしくは人工的に作成された干渉画像の分析。レ

ーコー干渉は異なる場所から撮影した同一の゛リゕの画

像の比較結果と調査済みの地点の情報を利用して、DEM、

もしくは地物の微細な移動を示すモデルを生成するのに

利用される。 

⇒ ゗ンゲープロィラム 

 

レクティファイ  [Rectify]  ○A  

カゝリフゔレンガ機能を用いて一時的に地理的な情報が

付加されたラガゲ デーゲを、その情報を永続的に保持し

た新規ラガゲ デーゲギットに変換する処理。 

 

レプリカ  [Replica]  ○A  

カゝデーゲベーガ レプリイーオョンにおける、複製元

（親レプリゞ）および複製先（子レプリゞ）のカゝデー

ゲベーガ。 

 

 

レプリケーション  [Replication] 

複数のデーゲベーガ間のデーゲの一貫性を保つために、

あるデーゲベーガに対する変更を他のデーゲベーガにも

反映させて同期をとるための処理。 

⇒ カゝデーゲベーガ レプリイーオョン 

 

レベル スライス  [Density Slicing] 

ィレーガイール画像において値をィループ化し、ィルー

プに応じて色を割り当てる表現手法。 

 

連続階調画像 

明確な区切りを持たず、暗 → 明ですべてのトーンの変

化を表現する画像。 

 

 

連続データ  [Continuous Data] 

標高や気温のように値が滑らかに変化するデーゲ。 

⇒ 不連続デーゲ 

 

ローパス フィルタ  [Low-pass Filter] 

高周波の放射線を除外することで、より滑らかな画像を

得ることができる特殊なフゖルゲ。 

 

ロケーション アロケーション  [Location Allocation]  ○A  

ネットワーア解析において、施設の収容数や制限に達す

るまで、需要地点を割り当てる処理。たとえば、ある小

学校（施設）に最も近い場所に住む小学生（需要地点）

を定員になるまで割り当てる など。 

 

ロケータ  [Locator]  ○A  

「住所ロイーゲ」を参照。 
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論理ネットワーク  [Logical Network]  ○A  

カゝメトリッア ネットワーアを構成する゛ッカおよび

カャンアオョンの接続関係を管理するカゝデーゲベーガ

のテーブル群。論理ネットワーアで管理される接続関係

の情報は、カゝメトリッア ネットワーアに対する解析時

に参照され、処理時間の短縮に役立つ。論理ネットワー

アは、カゝメトリッア ネットワーアの構築時に自動的に

作成される。 
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ワークスペース  [Workspace]  ○A  

GIS デーゲの格納先。オ゚ープフゔ゗ルの場合はフ゜ル

コ、カゝデーゲベーガのデーゲの場合はカゝデーゲベー

ガがワーアガペーガとなる。 

 

ワールド ファイル  [World File]  ○A  

航空写真や地形図などのラガゲ デーゲや CAD フゔ゗

ルの地理的位置情報（座標位置情報）を記述したオンプ

ルなテ゠ガト形式のフゔ゗ル。ワールド フゔ゗ルとデー

ゲをギットで扱うことで、正確な位置にデーゲを配置で

きるようになる
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